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Construction of dental cell sheets using magnetic nanoparticle and their application to regeneration of 
dental enamel 
Koto W, Sinohara Y, Kitamura K, Wachi T, Makihira S, Koyano K 
Section of Fixed Prosthodontics, Kyushu University Faculty of Dental Science 

 
Ⅰ． 目的 

エナメル質の再生には発生学的見地から，歯胚上

皮細胞と歯胚間葉細胞の配置・配列が重要であると

考えられている1)．そこで細胞の微小環境を制御でき

ると言われている磁性ナノ粒子 （MNP) を用いた組織

工学的手法2,3)に着目し，MNPをエナメル質再生に応

用することにした．本実験ではMNPおよび磁力の負

荷がブタ培養歯胚上皮細胞 (DEC) およびブタ培養

歯胚間葉細胞 (DMC) に与える影響について検討し

た．またMNPを応用しブタ培養歯胚細胞シート

(DEC/DMC sheet) を作製し，DEC及びDMCに与え

る影響について解析した． 
 

Ⅱ． 方法 

生後６ヶ月の新鮮ブタ下顎骨から智歯歯胚を採取
しDECおよびDMCを単離した．負荷する磁力を4,110 
G×24時間，MNP添加量を1,000 pg/cellに設定し
DECおよびDMCを (a)コントロール群 (b)磁力のみ負
荷した群 (c)MNPのみ添加した群 (d)MNPを添加し磁
力を負荷した４群に分け，MNPおよび磁力の負荷が
DEC，DMCに与える影響について real-time RT-
PCRを用いて検討した．DEC/DMC sheet作製に関し
てはDMCに1,000 pg/cellのMNPを修飾した後，
Ultra-Low attach ment multiwall plates 24 well 
(Corning, NY USA) に2.0×106 cells/wellの濃度に
て播種後，プレート直下にネオジウム磁石 (4,110 G) 
を設置し24時間培養を行った．その後同様に1,000 
pg/cellのMNPにて修飾したDECを同一プレート上に
2.0×106 cells/wellの濃度にて播種後，プレート直下
にネオジウム磁石を設置し24時間培養を行った．
DEC/DMC sheetより total RNAを回収し real-time 
RT-PCRによる解析を行った．またDEC/DMC sheet
の垂直断の切片を厚さ３ μmにて作製し免疫蛍光染
色を行った． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

real-time RT-PCRの結果，1,000 pg/cellのMNPを
添加し4,110 Gの磁力を24時間負荷したDECでは

Ameloblastin (AMBN) mRNAの発現が有意に上昇し

ていることを確認した (p＜0.05)．さらにMNPを添加し

たDMCを再播種し，24時間磁力を負荷すると直径10 
mm厚さ20 μmの円形な細胞シート状に変化した．さら

にDMC sheetを作製したのちMNPを添加したDECを播

種することで直径10 mm厚さ50 μmのDEC/DMC sheet
を形成した．DEC/DMC sheetにおいてはAmelogenin 
(AMEL)，AMBN，Enamelin (ENAM)，Runt-related 
transcription factor 2 (RUNX2), CollagenⅣα1 
(COL4α1) の発現がDECとDMCを単純に共培養した

ものと比較して有意に上昇していた (p＜0.05)．また免

疫蛍光染色の結果，DEC/DMC sheetの垂直断切片

ではDECとDMCの境界付近にCOL4が強発現してい

ることが確認された．以上より磁性ナノ粒子を応用した

歯胚細胞シートでは歯胚上皮細胞と歯胚間葉細胞が

接触したことにより互いの分化が促進しており，さらに

COL4が上皮細胞と間葉細胞の境界付近に発現して

いたため，これらの細胞が生体内と同じように相互的

に作用している可能性が示唆された．このため磁性ナ

ノ粒子を応用して作製した歯胚細胞シートは，エナメ

ル質再生において有効な移植体となる可能性が示唆

された． 

 

Ⅳ． 文献 
1） Nakao K et al. The development of a bioengi-

neered organ germ method. Nat Methods 2007; 4: 
227-230. 

2） Ito A et al. Construction and harvest of multi-
layered keratinocyte sheets using magnetite nano-
particles and magnetic force. Tissue Eng 2004; 10: 
873-880. 

3） Kito T et al. iPS cell sheets created by a novel-
magnetite tissue engineering method forreparative 
angiogenesis. Scientific Report 2013; 3: 1-8. 
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O1-2 ⢊ᮎタ䜲プ義歯Ᏻ定の組成，⢊ᾮ比および接ྜ間㊥離が
接ྜ力に及䜌す影響 
○ᒸ㷂䜂とみ，ྜྷ⏣和ᘯ，村⏣比࿅ྖ 

 

㛗ᓮ大学大学院་歯⸆学⥲ྜ研究⛉歯⛉補綴学分野 
 

Influence of composition, P/L ratio and thicknesses of material layer of powder-type denture adhesives on 
adhesive strength 
Okazaki H, Yoshida K, Murata H 
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，義歯Ᏻ定の有効性が見直され，歯⛉་

ᖌの⟶⌮下で㐺切に用すれ䜀，義歯の⥔ᣢᏳ定

䜔補綴歯⛉⒪に有効であるとのሗ࿌がなされてい

る．用が᥎ዡされている義歯Ᏻ定は⢓着タ䜲プ

のものであり，⢊ᮎタ䜲プ䜔クリームタ䜲プ，シートタ䜲

プがヱᙜする．これらの≀性に関して様䚻な研究が

なされているが，義歯Ᏻ定の組成が接ྜ力に及䜌

す影響についてのホ౯は༑分ではない． 

本研究では⢊ᮎタ䜲プの義歯Ᏻ定に↔Ⅼを

ᙜて，ᇶ本的組成および⢊ᾮ比（P/L䠅が接ྜ力に

与える影響を検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

本研究では，⢊ᮎタ䜲プ義歯Ᏻ定の成分として

㢖用されているỈ⁐性㧗分子である䜹ル䝪䜻シメ䝏ル

䝉ルロー䝇ナトリウム（CMC-Na䠅とメト䜻シエ䝏レン↓

Ỉ䝬レ䜲ン㓟共重ྜ体（PVM-MA䠅を用いた．成分の

ྜはCMC-NaとPVM-MAを100:0，75:25，50:50，

25:75および0:100の䠑種㢮とした．それ䛮れを0.125，

0.250，0.375，0.500の４種㢮の⢊ᾮ比で␃Ỉと30

⛊間⮬ື⦎和機（䝇ー䝟ーら䛟䛽るFine/GC♫製䠅を

用いてΰ和し作製した． 

接ྜ力は能ᮦᩱヨ験機（EZ Test/CE，ᓥὠ製

作ᡤ䠅を用いて 定した．ឤᅽ㍈は䜰クリルレジンを

用い，直径20.0±0.5 mmの円形ᇶ㒊をもつものを作

製した．ヨᩱを㍕䛫るプレートはឤᅽ㍈と同種のᮦᩱ

を用い，直径22±䠍 mm，῝さ0.5±0.1 mmの✰を加

工したものを作製した．接ྜ間㊥離は0.1 mmと0.5 
mmの䠎種㢮につ定した．ΰྜ後のヨᩱを直ちにプ

レートに㍕䛫，つ定した㊥離に設定し，30⛊間ಖᣢし

た．クロ䝇䝦ッ䝗䝇䝢ー䝗䠑 mm/minでᘬᙇりヨ験を行

い，᭱大接ྜ力をグ㘓した． 定はྛヨᩱ䠑回䛪

つ行った． 

⤫ィฎ⌮は３ඖ配置分ᩓ分析を用い，有意Ỉ‽

䠑䠂以下とした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

す䜉てのᅉ子およびその互作用において有意

ᕪを認めた（P < 0.05䠅．⢊ᾮ比が大き䛟，接ྜ間㊥離

が小さい方が㧗い接ྜ力を示すഴྥにあった（ᅗ䠍䠅．

また，⢊ᾮ比䜔接ྜ間㊥離を変化さ䛫ても，CMC-

Naのྜが㧗い䜋䛹接ྜ力が㧗䛟なるഴྥにあった 

（ᅗ䠎䠅．PVM-MA単体のヨᩱは䛹の᮲௳においても

పい接ྜ力を示した． 

接ྜ力にᑐするᐤ与⋡は組成が59.2䠂と᭱も㧗䛟，

CMC-NaとPVM-MAの組成が᭱も接ྜ力に影響を

及䜌した．ḟいで⢊ᾮ比が19.8䠂と㧗䛟，接ྜ間㊥

離が8.3䠂䛰った． 

本研究の結果より，回検討したᅉ子ではCMC-

NaとPVM-MAの組成が᭱も義歯ᗋ用レジンへの接

ྜ力に影響を及䜌していることが示唆された．後は

ྛᮦᩱの⢓度について検討するண定である． 

 

Ⅳ． 文献 

1） ⏣Ὀ୕，村⏣比࿅ྖ，ኤ⏣㈆அ，⋢本光ᘯ，

㈆᳃⤀．義歯Ᏻ定．䝕ンタル䝎䜲䝲䝰ン

䝗♫．2003． 

2） Kano H, Kurogi T, Shimizu T, Nishimura M, 
Murata H. Viscosity and adhesion strength of 
cream-type denture adhesives and mouth 
moisturizers. Dent Mater J 2012; 31 : 960-968. 

 

 
ᅗ䠍  接ྜ力に及䜌す⢊ᾮ比の影響 

 

ᅗ䠎  接ྜ力に及䜌す組成の影響 
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O1-3 歯᰿⭷組織の⥺⥔結ྜᆺコラー䝀ン発現のῶᑡがメ䜹䝙䜹
ル䝇トレ䝇ឤཷ性に及䜌す影響 
○㒔⠏  ᑛ1)，後藤加ᑑ子2)，ሐ  貴ྖ1)，新㒓⏤紀子1)，୰  ᅄⰋ1)，㧘ᶫ  ⿱1)

 

 

1)⚟ᒸ歯⛉大学ညྜ修復学講座有ᗋ義歯学分野，2)⚟ᒸ་⒪▷ᮇ大学歯⛉⾨生学⛉ 
 

The effect of the reduction of fibril-associated collagens expression for mechanical stress sensitivity in 
periodontal ligaments 
Tsuzuki T1), Goto K2), Tsutsumi T1), Shingo Y1), Naka S1), Takahashi Y1) 
1)Department of Oral Rehabilitation, Division of Removable Prosthodontics, Fukuoka Dental College,  
2)Department of Dental Hygiene, Fukuoka College of Health sciences 

 
Ⅰ． 目的 

われわれはこれまでに，歯の㐣なメ䜹䝙䜹ル䝇ト

レ䝇による歯࿘組織◚ቯのメ䜹䝙䝈ムをㄪ䜉ることを

目的に，in vivoとin vitroညྜ性እയ䝰䝕ルを作製し，

間Ḟ的なメ䜹䝙䜹ル䝇トレ䝇(iMS)は歯᰿⭷組織から

の䜿䝰䜹䜲ン⏘生をቑ加さ䛫歯ᵴ骨྾収をㄏ発する

こと1)，同時にiMSにᑐし種䚻の␗なるコラー䝀ン⥺

⥔の⏘生をቑ加さ䛫，እയを㜵御する可能性がある

こと2)をሗ࿌してきた．コラー䝀ン⥺⥔は結ྜ様ᘧの

㐪いにより⥺⥔形成ᆺ，⥺⥔結ྜᆺ，㠀⥺⥔ᆺの３

つのタ䜲プに大ูされる．XIIᆺコラー䝀ンは⥺⥔結

ྜᆺであり，⭝・㠌ᖏ・ゅ⭷䜔歯᰿⭷な䛹メ䜹䝙䜹ル

䝇トレ䝇がかかる生体内㒊にᒁᅾすることが▱られ

ている．近ᖺわれわれは，in vivo㐣ညྜ䝰䝕ルに

おいて，歯᰿⭷組織での⥺⥔形成ᆺコラー䝀ンと⥺

⥔結ྜᆺコラー䝀ンの␗なる発現䝟ターンをሗ࿌し

た3)．回われわれは，ⱝᖺと加㱋䝬ウ䝇を用いたእ

യ䝰䝕ルを作製し，加㱋にకうコラー䝀ンのᒁᅾ䜔

㉮行性の変化と，iMSによる歯᰿⭷細胞のコラー䝀

ン⏘生に関し検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

in vitro䝰䝕ル䠖６㐌と30㐌㱋のddY䝬ウ䝇下顎歯よ

り歯᰿⭷細胞を単離し，シリコン䝏䝱ン䝞ー上で培養

しiMSを䠑᪥間負荷した． 

in vivo䝰䝕ル䠖同㐌㱋の䝬ウ䝇の上顎ྑഃ⮻歯㒊

に㔠ᒓ⥺を接着することにより᪩ᮇの歯∳接触を付

与しiMSを䠓᪥間負荷した． 

これらの実験におけるIᆺコラー䝀ンとXIIᆺコラー

䝀ンの発現をreal time PCR法，Western blot法，免ᙺ

及びコラー䝀ン≉␗的染色法を用い検討した．同時

に歯ᵴ骨の形ែ及びTRAP㝧性細胞の⤒時的な変

化を検討した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

in vivoにおいて，６㐌㱋・30㐌㱋ともに，iMS 䠎᪥
目に歯᰿⭷腔のᅽ⦰がみられ，コラー䝀ン⥺⥔の㉮

行にれがほ察され，４᪥目・䠓᪥目に回復ഴྥが

みられた（ᅗ䠅．in vitroにおいて，加㱋による歯᰿⭷

組織のIᆺコラー䝀ン発現に㐪いはなかったがXIIᆺ
コラー䝀ンの発現は６㐌㱋に比較し30㐌㱋において

有意にῶᑡしていた．Iᆺコラー䝀ンの発現は10㐌と 

30㐌㱋においてiMS負荷౫Ꮡ性に䠎᪥以㝆ᣢ⥆的

にቑ加した．一方，XIIᆺコラー䝀ンの発現は６㐌㱋

のみiMS負荷４᪥以㝆有意にቑ加し，30㐌㱋ではわ

䛪かであった．免疫染色による結果では，６㐌㱋では

XIIᆺコラー䝀ンのタン䝟クのᒁᅾが４᪥目以㝆にみ

られたが，30㐌㱋では䠓᪥目以㝆にみられた．⮻歯㒊

歯᰿分ᒱ㒊࿘ᅖにおいて，TRAP㝧性細胞が６㐌㱋

のみiMS負荷４᪥後に一㐣性にቑ加したが，30㐌

㱋では䠓᪥後が䝢ークであった．30㐌㱋におけるXII
ᆺコラー䝀ンの発現䝟ターンとTRAP㝧性細胞の発

現䝟ターンが㢮ఝしていたことから，加㱋による歯

᰿⭷組織のXIIᆺコラー䝀ンの⏘生のῶᑡと，歯᰿

⭷⥺⥔をしたメ䜹䝙䜹ル䝇トレ䝇の歯࿘組織へのఏ

㐩にఱらかの相関がある可能性が示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Goto KT, Kajiya H, Nemoto T, Tsutsumi T, 
Tsuzuki T, Sato H et al. Hyperocclusion 
stimulates osteoclastogenesis via CCL2 
Expression. J Dent Res 2011; 90: 793-798. 

2） Nemoto T, Kajiya H, Tsuzuki T, Takahashi Y, 
Okabe K. Differential induction of collagens by 
mechanical stress in human periodontal ligament 
cells. Archives of Oral Biology. Archives of Oral 
Biology 2010; 55: 981-987. 

3） Tsuzuki T, Kajiya H, Goto KT, Tsutsumi T, 
Nemoto T, Okabe K et al. Hyperocclusion 
stimulates the expression of collagen type XII in 
periodontal ligament. Archives of Oral Biology 
2016; 66: 86-91. 
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O1-3 歯᰿⭷組織の⥺⥔結ྜᆺコラー䝀ン発現のῶᑡがメ䜹䝙䜹
ル䝇トレ䝇ឤཷ性に及䜌す影響 
○㒔⠏  ᑛ1)，後藤加ᑑ子2)，ሐ  貴ྖ1)，新㒓⏤紀子1)，୰  ᅄⰋ1)，㧘ᶫ  ⿱1)

 

 

1)⚟ᒸ歯⛉大学ညྜ修復学講座有ᗋ義歯学分野，2)⚟ᒸ་⒪▷ᮇ大学歯⛉⾨生学⛉ 
 

The effect of the reduction of fibril-associated collagens expression for mechanical stress sensitivity in 
periodontal ligaments 
Tsuzuki T1), Goto K2), Tsutsumi T1), Shingo Y1), Naka S1), Takahashi Y1) 
1)Department of Oral Rehabilitation, Division of Removable Prosthodontics, Fukuoka Dental College,  
2)Department of Dental Hygiene, Fukuoka College of Health sciences 

 
Ⅰ． 目的 

われわれはこれまでに，歯の㐣なメ䜹䝙䜹ル䝇ト

レ䝇による歯࿘組織◚ቯのメ䜹䝙䝈ムをㄪ䜉ることを

目的に，in vivoとin vitroညྜ性እയ䝰䝕ルを作製し，

間Ḟ的なメ䜹䝙䜹ル䝇トレ䝇(iMS)は歯᰿⭷組織から

の䜿䝰䜹䜲ン⏘生をቑ加さ䛫歯ᵴ骨྾収をㄏ発する

こと1)，同時にiMSにᑐし種䚻の␗なるコラー䝀ン⥺

⥔の⏘生をቑ加さ䛫，እയを㜵御する可能性がある

こと2)をሗ࿌してきた．コラー䝀ン⥺⥔は結ྜ様ᘧの

㐪いにより⥺⥔形成ᆺ，⥺⥔結ྜᆺ，㠀⥺⥔ᆺの３

つのタ䜲プに大ูされる．XIIᆺコラー䝀ンは⥺⥔結

ྜᆺであり，⭝・㠌ᖏ・ゅ⭷䜔歯᰿⭷な䛹メ䜹䝙䜹ル

䝇トレ䝇がかかる生体内㒊にᒁᅾすることが▱られ

ている．近ᖺわれわれは，in vivo㐣ညྜ䝰䝕ルに

おいて，歯᰿⭷組織での⥺⥔形成ᆺコラー䝀ンと⥺

⥔結ྜᆺコラー䝀ンの␗なる発現䝟ターンをሗ࿌し

た3)．回われわれは，ⱝᖺと加㱋䝬ウ䝇を用いたእ

യ䝰䝕ルを作製し，加㱋にకうコラー䝀ンのᒁᅾ䜔

㉮行性の変化と，iMSによる歯᰿⭷細胞のコラー䝀

ン⏘生に関し検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

in vitro䝰䝕ル䠖６㐌と30㐌㱋のddY䝬ウ䝇下顎歯よ

り歯᰿⭷細胞を単離し，シリコン䝏䝱ン䝞ー上で培養

しiMSを䠑᪥間負荷した． 

in vivo䝰䝕ル䠖同㐌㱋の䝬ウ䝇の上顎ྑഃ⮻歯㒊

に㔠ᒓ⥺を接着することにより᪩ᮇの歯∳接触を付

与しiMSを䠓᪥間負荷した． 

これらの実験におけるIᆺコラー䝀ンとXIIᆺコラー

䝀ンの発現をreal time PCR法，Western blot法，免ᙺ

及びコラー䝀ン≉␗的染色法を用い検討した．同時

に歯ᵴ骨の形ែ及びTRAP㝧性細胞の⤒時的な変

化を検討した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

in vivoにおいて，６㐌㱋・30㐌㱋ともに，iMS 䠎᪥
目に歯᰿⭷腔のᅽ⦰がみられ，コラー䝀ン⥺⥔の㉮

行にれがほ察され，４᪥目・䠓᪥目に回復ഴྥが

みられた（ᅗ䠅．in vitroにおいて，加㱋による歯᰿⭷

組織のIᆺコラー䝀ン発現に㐪いはなかったがXIIᆺ
コラー䝀ンの発現は６㐌㱋に比較し30㐌㱋において

有意にῶᑡしていた．Iᆺコラー䝀ンの発現は10㐌と 

30㐌㱋においてiMS負荷౫Ꮡ性に䠎᪥以㝆ᣢ⥆的

にቑ加した．一方，XIIᆺコラー䝀ンの発現は６㐌㱋

のみiMS負荷４᪥以㝆有意にቑ加し，30㐌㱋ではわ

䛪かであった．免疫染色による結果では，６㐌㱋では

XIIᆺコラー䝀ンのタン䝟クのᒁᅾが４᪥目以㝆にみ

られたが，30㐌㱋では䠓᪥目以㝆にみられた．⮻歯㒊

歯᰿分ᒱ㒊࿘ᅖにおいて，TRAP㝧性細胞が６㐌㱋

のみiMS負荷４᪥後に一㐣性にቑ加したが，30㐌

㱋では䠓᪥後が䝢ークであった．30㐌㱋におけるXII
ᆺコラー䝀ンの発現䝟ターンとTRAP㝧性細胞の発

現䝟ターンが㢮ఝしていたことから，加㱋による歯

᰿⭷組織のXIIᆺコラー䝀ンの⏘生のῶᑡと，歯᰿

⭷⥺⥔をしたメ䜹䝙䜹ル䝇トレ䝇の歯࿘組織へのఏ

㐩にఱらかの相関がある可能性が示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Goto KT, Kajiya H, Nemoto T, Tsutsumi T, 
Tsuzuki T, Sato H et al. Hyperocclusion 
stimulates osteoclastogenesis via CCL2 
Expression. J Dent Res 2011; 90: 793-798. 

2） Nemoto T, Kajiya H, Tsuzuki T, Takahashi Y, 
Okabe K. Differential induction of collagens by 
mechanical stress in human periodontal ligament 
cells. Archives of Oral Biology. Archives of Oral 
Biology 2010; 55: 981-987. 

3） Tsuzuki T, Kajiya H, Goto KT, Tsutsumi T, 
Nemoto T, Okabe K et al. Hyperocclusion 
stimulates the expression of collagen type XII in 
periodontal ligament. Archives of Oral Biology 
2016; 66: 86-91. 

 

 
ᅗ 䜰䝄ン染色によるコラー䝀ン⥺⥔㉮行のほ察 

O1-4 超分子䝫リロタ䜻䝃ンを用いた▷㙐⬡⫫㓟のከⅬᥦ示による
៏性⅖⒪⸆の㛤発 
○ᯇ⚽ே1,2)，ᰘ口  ሢ1,2)，⏣村⠜ᚿ2)，ᯇ村光᫂1)，୕ᾆᏹஅ1)，⏤ఙᙪ2)

 

 
1)ᮾி་⛉歯⛉大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉ᦤ㣗機能ಖᏑ学分野，2)ᮾி་⛉歯⛉大学
生体ᮦᩱ工学研究ᡤ有機生体ᮦᩱ学分野 
Design of short chain fatty acids modified polyrotaxanes exerting multivalent interaction and anti- 
inflammatory effect 
Matsui H1,2), Shibaguchi K1,2), Tamura A2), Matsumura M1), Miura H1), Yui N2) 
1)Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical 
and Dental University, 2)Department of Organic Biomaterials, Institute of Biomaterials and Bioengineering, 
Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

ᤸ㋲⮋⑁は，手ᤸ䜔㊊㋲な䛹に↓⳦性の小⮋

⑁が⧞り㏉し形成され，③みをకいṌ行がᅔ㞴になる

ሙྜ䜔∎が変形するሙྜもあるな䛹QOLをⴭし䛟ప

下さ䛫るᝈである．また重では，⫘骨䜔㙐骨

な䛹の๓⬚㒊③➼の関⠇状をకうሙྜもある．原

ᅉははっきりとはわかっていないものの，口腔内細⳦

ឤ染，៏性ᡥ᱈⅖な䛹៏性⅖によるᕢឤ染

䜔，ႚ↮，㔠ᒓ䜰レル䜼ー➼との関ಀがሗ࿌されて

おり，また⫧‶䜔メタ䝪リックシン䝗ロームとの関

㐃が示され，㌟性⅖性ᝈとして置䛵けられ

ている1)． 

⒪としては，歯࿘䜔᰿ᑤ性歯࿘⅖な䛹の歯⛉

⒪䜔口ᡥ᱈ฟ⾡がຌをዌするሙྜもある．ま

た，䝇䝔ロ䜲䝗䜔䝡タ䝭ンD3 のእ用⸆䜔生≀学的製

な䛹ᑐ⒪法であることがከいが䛹れもỴ定的な

⒪法とは言え䛪，よりⰋい⒪法の㛤発がᛴົであ

る． 

近ᖺ，⭠内細⳦の⏘生≀である▷㙐⬡⫫㓟には，

種䚻の細胞にᑐし，その細胞⭷にᏑᅾする⭷㈏㏻ᆺ

ཷᐜ体に䜰䝂䝙䝇トとして結ྜすることでᢠ⅖作用

を発することがሗ࿌されている2)． 

また，ᙜ分野で研究がなされているネックレ䝇状

の超分子である䝫リロタ䜻䝃ンは䜰䝂䝙䝇トを修飾す

ることで，䜰䝂䝙䝇トを単体で細胞に㐺応するより㧗

い相互作用を㉳こすことを᪤にሗ࿌している3)．そこで

本実験では，▷㙐⬡⫫㓟を䝫リロタ䜻䝃ンにᑟධす

ることでᢠ⅖作用を付与することを目的に，種䚻の

▷㙐⬡⫫㓟をᑟධした䝫リロタ䜻䝃ンのྜ成を行い，

䝬ウ䝇䝬クロ䝣䜯ージ様RAW264.7細胞にᑐするᢠ

⅖性のホ౯を行った． 

 

Ⅱ． 方法 

純Ỉ୰でα-シクロ䝕䜻䝇トリン (α-CD) およびỈ

㓟ᇶを䜹ル䝪䜻シルᇶに置した䝫リエ䝏レン䜾リコ

ール (分子量; 20,000) を᧠ᢾしᚓられたจ㞟体に，

Ỉ㓟ᇶの䠍つを䜰䝭ノᇶに置した䃑-シクロ䝕䜻䝇 

トリンで䜻䝱ップすることでα-CDໟ接䝫リロタ䜻䝃ン 

(PRX) をྜ成した．⥆いてPRX୰のα-CDのỈ㓟ᇶ

にⅣ⣲ᩘの␗なる▷㙐⬡⫫㓟を修飾することで▷㙐

⬡⫫㓟ᑟධPRX (FA-PRX) をᚓた．1H-NMR 定

によりྛPRXのᵓ㐀解析を行った． 

ḟにRAW264.7細胞にᑐし，10 μg/mLの lipo-

polysaccharides (LPS) およびFA-PRXを添加し24時

間後の細胞生Ꮡ⋡およびNO⏘生量をホ౯した． 

NO⏘生量の 定の㝿にはLPSとFA-PRXをే用

添加した群，もし䛟はLPSおよびFA-PRXを๓培養し

た群をホ౯した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

᪤ の研究にならい，α-CD の㈏㏻⋡が 33.4䠂

である PRX をྜ成した．FA-PRX の 1H-NMR 解析

の結果より，PRX ୰ α-CD のỈ㓟ᇶへのྛ▷㙐⬡

⫫㓟のᑟධを確認した． 

FA-PRX は RAW264.7 細胞にᑐして細胞ẘ性お

よび NO ⏘生量のቑ加は認められなかった．また

LPS により⅖をច㉳した RAW264.7 細胞にᑐし

FA-PRX を添加したとこ䜝，NO ⏘生量のప下が認め

られた．≉に FA-PRX を๓培養した群において，㢧

ⴭな NO ⏘生量のప下を示した．以上の結果より，

FA-PRX はᢠ⅖作用を有することが示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） 小ᯘ㔛実. ᤸ㋲⮋⑁. ⪥㰯ဗႃ⛉・㢌㢕㒊እ

⛉ 2011; 83: 911-914. 
2） Zandi-Nejad Kambiz et al. The role of HCA2 

(GPR109A) in regulating macrophage function. 
FASEB J 2013; 27: 4366-4374. 

3） Ooya T, Eguchi M, and Yui N. Supramolecular 
design for multivalent interaction: maltose 
mobility along polyrotaxane enhanced binding 
with concanavalin A. J Am Chem Soc 2003; 125: 
13016-13017. 
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O1-5 ジルコ䝙䜰上の䜰䝟タ䜲トⷧ⭷形成に及䜌す分子プレ䜹ー
䝃ー法の加⇕ฎ⌮᮲௳の影響 
○ᘅ⏣ṇႹ，᪩ᕝ  ᚭ 

 

㭯見大学歯学㒊歯⛉⌮工学講座 
 

Influence of heating conditions by using a molecular precursor method for a thin apatite film formation on 

zirconia 

Hirota M, Hayakawa T 

Department of Dental Engineering, Tsurumi University School of Dental Medicine 

 

Ⅰ． 目的 

現ᅾ，㒊分Ᏻ定化ジルコ䝙䜰製䜲ンプラントが，㧗

強度，㧗㠌性，ⓑ色で䜰レル䜼ーをᘬき㉳こさないな

䛹の⌮⏤から⮫ᗋ応用されている．よりᏳかつ有用

なメタル䝣リー䜲ンプラント㛤発のため，分子プレ

䜹ー䝃ー法によるⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トのⷧ⭷コー

䝔䜱ン䜾をジルコ䝙䜰上に行い，その加⇕ฎ⌮ 

度がⷧ⭷形成に与える影響について検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

䝕䜱䝇ク形状の䜲ットリ䜰３䠂添加ᆺṇ方ᬗ㒊分Ᏻ

定化ジルコ䝙䜰(䃥12 mm, 厚さ䠍 mm, ᮾ䝋ー)を用

意した．エタノールで超㡢ἼὙί後，EDTA/Ca㘒体

にリン㓟ジブ䝏ル䜰ン䝰䝙ウムሷをCa/P比が1.67

となるようにㄪᩚしたプレ䜹ー䝃ー⁐ᾮ(䜹ルシウム

濃度=0.25 mmol/g)を䝇䝢ンコー䝔䜱ン䜾によってᇶ

ᯈ体にሬᕸし，㓟⣲㞺ᅖẼ下で，䠍) 600度䠎時間，

䠎) 600度４時間，３) 800度䠎時間，４) 1000度䠎時間，

のྛ４᮲௳で↝成し䜰䝟タ䜲トⷧ⭷を形成さ䛫た． 

形成した䜰䝟タ䜲トⷧ⭷の⾲㠃を㉮ᰝᆺ㟁子㢧微

㙾および原子間力㢧微㙾を用いてほ察した．また⾲

㠃⢒さおよび純Ỉにᑐする接触ゅを 定した．形成

した䜰䝟タ䜲トの結ᬗ性をホ౯するためX⥺回ᢡ法

による分析を行った．さらに，ⷧ⭷の接着性および⪏

ஂ性をホ౯するため，䝎䜲䝲䝰ン䝗䝇タ䜲ラ䝇法による

䝇クラッ䝏䝔䝇トとリン㓟⦆⾪Ỉ⁐ᾮへ䠍ヶ月間の㛗

ᮇᾐₕ実験を行った．さらにIn vitroの骨㐺ྜ性ホ౯

として，䝝ンク䝇⁐ᾮへのᨃఝ体ᾮᾐₕ実験を行っ

た． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

い䛵れの加⇕ 度でもⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トのⷧ⭷

形成がほ察された．㉮ᰝᆺ㟁子㢧微㙾および原子間

力㢧微㙾のほ察により1000度䠎時間加⇕ヨᩱでは，

䜰䝟タ䜲ト結ᬗが⼥ྜして形成していることが確認

できた．X⥺回ᢡ法によるඖ⣲分析の結果，800度䠎

時間加⇕ヨᩱの䜰䝟タ䜲トⷧ⭷はの加⇕᮲௳のヨ

ᩱに比較して，᭱も㧗い結ᬗ性を示した(ᅗ䠍)．ⷧ⭷

の接着性，㛗ᮇ⪏ஂ性は䛹の᮲௳でも大きなᕪは見

られ䛪，䜲ンプラントᇙධにはၥ㢟のない強度であ 

ることが分かった．また，ᨃఝ体ᾮᾐₕ実験では，800

度加⇕ヨᩱにおいてよりከ䛟の䜰䝟タ䜲ト析ฟが確認

でき(ᅗ䠎)，の加⇕᮲௳のヨᩱに比較して新生骨形

成を促す可能性が示された．䜰䝟タ䜲トコー䝔䜱ン䜾

上のエ䝢タ䜻シ䝱ルな骨成㛗は，これらの結ᬗ形ែ䜔

結ᬗ性に影響を及䜌すと᥎察される． 

以上のことから，分子プレ䜹ー䝃ー法において加⇕ 

᮲௳を変化さ䛫てⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トⷧ⭷を形成さ䛫

た結果，ⷧ⭷の性状に影響することが分かった． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Takahashi K et al. Thin Solid Films 2005; 484: 1-

9. 

2） Hirota M et al. J Biiomed Mater Res Part B 2014; 

102B: 1277-1288. 
 

 
ᅗ䠍 ྛ加⇕᮲௳で形成さ䛫た䜰䝟タ䜲トⷧ⭷の

X ⥺回ᢡ䝟ターン 
 

ᅗ䠎 䝝ンク䝇⁐ᾮᾐₕ24および48時間後のSEMീ 
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O1-5 ジルコ䝙䜰上の䜰䝟タ䜲トⷧ⭷形成に及䜌す分子プレ䜹ー
䝃ー法の加⇕ฎ⌮᮲௳の影響 
○ᘅ⏣ṇႹ，᪩ᕝ  ᚭ 

 

㭯見大学歯学㒊歯⛉⌮工学講座 
 

Influence of heating conditions by using a molecular precursor method for a thin apatite film formation on 

zirconia 

Hirota M, Hayakawa T 

Department of Dental Engineering, Tsurumi University School of Dental Medicine 

 

Ⅰ． 目的 

現ᅾ，㒊分Ᏻ定化ジルコ䝙䜰製䜲ンプラントが，㧗

強度，㧗㠌性，ⓑ色で䜰レル䜼ーをᘬき㉳こさないな

䛹の⌮⏤から⮫ᗋ応用されている．よりᏳかつ有用

なメタル䝣リー䜲ンプラント㛤発のため，分子プレ

䜹ー䝃ー法によるⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トのⷧ⭷コー

䝔䜱ン䜾をジルコ䝙䜰上に行い，その加⇕ฎ⌮ 

度がⷧ⭷形成に与える影響について検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

䝕䜱䝇ク形状の䜲ットリ䜰３䠂添加ᆺṇ方ᬗ㒊分Ᏻ

定化ジルコ䝙䜰(䃥12 mm, 厚さ䠍 mm, ᮾ䝋ー)を用

意した．エタノールで超㡢ἼὙί後，EDTA/Ca㘒体

にリン㓟ジブ䝏ル䜰ン䝰䝙ウムሷをCa/P比が1.67

となるようにㄪᩚしたプレ䜹ー䝃ー⁐ᾮ(䜹ルシウム

濃度=0.25 mmol/g)を䝇䝢ンコー䝔䜱ン䜾によってᇶ

ᯈ体にሬᕸし，㓟⣲㞺ᅖẼ下で，䠍) 600度䠎時間，

䠎) 600度４時間，３) 800度䠎時間，４) 1000度䠎時間，

のྛ４᮲௳で↝成し䜰䝟タ䜲トⷧ⭷を形成さ䛫た． 

形成した䜰䝟タ䜲トⷧ⭷の⾲㠃を㉮ᰝᆺ㟁子㢧微

㙾および原子間力㢧微㙾を用いてほ察した．また⾲

㠃⢒さおよび純Ỉにᑐする接触ゅを 定した．形成

した䜰䝟タ䜲トの結ᬗ性をホ౯するためX⥺回ᢡ法

による分析を行った．さらに，ⷧ⭷の接着性および⪏

ஂ性をホ౯するため，䝎䜲䝲䝰ン䝗䝇タ䜲ラ䝇法による

䝇クラッ䝏䝔䝇トとリン㓟⦆⾪Ỉ⁐ᾮへ䠍ヶ月間の㛗

ᮇᾐₕ実験を行った．さらにIn vitroの骨㐺ྜ性ホ౯

として，䝝ンク䝇⁐ᾮへのᨃఝ体ᾮᾐₕ実験を行っ

た． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

い䛵れの加⇕ 度でもⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トのⷧ⭷

形成がほ察された．㉮ᰝᆺ㟁子㢧微㙾および原子間

力㢧微㙾のほ察により1000度䠎時間加⇕ヨᩱでは，

䜰䝟タ䜲ト結ᬗが⼥ྜして形成していることが確認

できた．X⥺回ᢡ法によるඖ⣲分析の結果，800度䠎

時間加⇕ヨᩱの䜰䝟タ䜲トⷧ⭷はの加⇕᮲௳のヨ

ᩱに比較して，᭱も㧗い結ᬗ性を示した(ᅗ䠍)．ⷧ⭷

の接着性，㛗ᮇ⪏ஂ性は䛹の᮲௳でも大きなᕪは見

られ䛪，䜲ンプラントᇙධにはၥ㢟のない強度であ 

ることが分かった．また，ᨃఝ体ᾮᾐₕ実験では，800

度加⇕ヨᩱにおいてよりከ䛟の䜰䝟タ䜲ト析ฟが確認

でき(ᅗ䠎)，の加⇕᮲௳のヨᩱに比較して新生骨形

成を促す可能性が示された．䜰䝟タ䜲トコー䝔䜱ン䜾

上のエ䝢タ䜻シ䝱ルな骨成㛗は，これらの結ᬗ形ែ䜔

結ᬗ性に影響を及䜌すと᥎察される． 

以上のことから，分子プレ䜹ー䝃ー法において加⇕ 

᮲௳を変化さ䛫てⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲トⷧ⭷を形成さ䛫

た結果，ⷧ⭷の性状に影響することが分かった． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Takahashi K et al. Thin Solid Films 2005; 484: 1-

9. 

2） Hirota M et al. J Biiomed Mater Res Part B 2014; 

102B: 1277-1288. 
 

 
ᅗ䠍 ྛ加⇕᮲௳で形成さ䛫た䜰䝟タ䜲トⷧ⭷の

X ⥺回ᢡ䝟ターン 
 

ᅗ䠎 䝝ンク䝇⁐ᾮᾐₕ24および48時間後のSEMീ 

O1-6 ᇙධ㒊が྾収性骨補ሸᮦの骨形成および྾収性に及䜌
す影響 
○野ᓮᾈభ1)，藤⏣和ஂ2)，୕ᾆᏹஅ2)，Ọளᕼ子1)

 

 

1)ᮾி་⛉歯⛉大学生体ᮦᩱ工学研究ᡤ生体ᮦᩱ機能་学分野，2)ᮾி་⛉歯⛉大学大学 

院་歯学⥲ྜ研究⛉ᦤ㣗機能ಖᏑ学分野 
Effect of implanting location on bone formation and solubility of resorbabale artificial bone substitute 

 
Nozaki K1), Fujita K2), Miura H2), Nagai A1)

 

1)Department of Material Biofunctions, Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and 

Dental University, 2)Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, 

Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

生体内にᇙධされたே工骨は骨ఏᑟ能を示し，そ

の࿘ᅖに骨形成を促すが，ே工骨が㛗ᮇ的にṧᏑし

たሙྜ，ឤ染のリ䝇ク䜔骨リ䝰䝕リン䜾を㜼ᐖすること

がሗ࿌されている．そこでᡃ䚻は，྾収性の骨補ሸᮦ

の㛤発として，骨の↓機成分である䝝䜲䝗ロ䜻シ䜰

䝟タ䜲ト（HAp䠅のリン㓟䜲オンの一㒊をⅣ㓟䜲オンに

置きえたⅣ㓟ྵ有HAp（CA䠅を用いた新つே工骨

を作製し，その生体内でのᣲືをሗ࿌してきた．CA

は生体内において྾収・⁐解することから，ḟୡ௦の

骨リ䝰䝕リン䜾可能な骨補ሸᮦとしてᮇᚅされる1)が，

その骨形成能は，骨補ሸᮦの⁐解量と骨ⱆ細胞によ

る骨形成量の䝞ラン䝇によりỴ定される． 

そこで，本実験では，⁐解性の␗なる，Ⅳ㓟ྵ有量

を制御したCAを用いてከᏍ体を作製し，それ䛮れの

骨形成能と生体内のᣲືを比較することを目的とす

る．また，ᇙධ㒊をᾏ⥥骨，皮質骨，骨㧊に分㢮

し，ᇙධ㒊によるே工骨の骨形成能およびᣲືを

比較検討する． 

 

Ⅱ． 方法 

CA は，◪㓟䜹ルシウムᅄỈ和≀，Ⅳ㓟ナトリウム，

リン㓟Ỉ⣲ナトリウムをฟ発原ᩱとして，Ⅳ㓟䜲オンと

リン㓟䜲オンの濃度比を䠎䠖䠍（CA2䠅および䠍䠖䠍（CA1䠅

とし，‵ᘧ法によりྜ成し，CA ⢊ᮎをᚓた．なお，Ⅳ

㓟をྵ有しない HAp は，Ỉ㓟化䜹ルシウムおよびリ

ン㓟をฟ発原ᩱとして‵ᘧ法にてྜ成した．それ䛮

れの⢊ᮎと䝟ラ䝣䜱ン䝡ー䝈をΰ和後，CA1，CA2 は

Ⅳ㓟䜺䝇㞺ᅖẼ下で，それ䛮れ 975䉝，850䉝で䠎

時間↝結した．また，HAp はỈẼ㞺ᅖẼ下で

1250䉝䠎時間↝結した．↝結後，直径３ mm，㧗さ䠑 

mm になるようにከᏍ体を作製した．ᚓられたከᏍ

体の䜻䝱ラクタリ䝊ーシ䝵ンとして，Ⅳ㓟ྵ有量を䝣ー

リエ変㉥እ分光分析（FT-IR䠅にて᥎定した．また，

ẼᏍ⋡の 定として，䝬䜲クロ CT を用いた． 

作製したከᏍ体を，10㐌㱋㞝᪥本ⓑ色ᐙඡのᕥ

ྑ大⭣骨内ഃ上㢛およびᕥྑ⬯骨内ഃ㠃に形成し 

た骨Ḟᦆ㒊にᇙධした．ᇙධ䠍，３ヶ月後に，ከᏍ体

をྵ䜐大⭣骨および⬯骨をฟし䝟ラ䝩ルム䜰ル䝕

䝠䝗にてᅛ定後，㏻法にᚑいᶞ⬡ᶆ本を作製した．

作製したᶞ⬡ᶆ本を䝬䜲クロCTにて影し，骨形成

量およびከᏍ体の生体྾収性をホ౯した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

作製したከᏍ体のẼᏍ⋡は，59.2䠂（HAp䠅，

53.1䠂（CA1䠅，52.7䠂（CA2䠅であった．FT-IRにより，

HApはリン㓟䜲オンおよびỈ㓟化≀䜲オンの䝢ーク

がほ察され，CA1およびCA2はリン㓟䜲オンおよびⅣ

㓟䜲オンの䝢ークがほ察された．Ⅳ㓟ྵ有量は，Ⅳ㓟

䜲オンおよびリン㓟䜲オンの䝢ーク㧗さより，㐣ཤのሗ

࿌2)をཧ考に⟬ฟしたとこ䜝，4.1 wt䠂（CA1䠅，8.0 

wt䠂（CA2䠅であったことから，↝結方法によりⅣ㓟ྵ

有量が制御可能であることが示唆された． 

す䜉てのヨᩱにおいて骨形成が認められたが，

ᇙධ䠍ヶ月後の骨形成量は，CA2と比較してHApお

よびCA1はቑ加していた．また，CA1およびCA2の⁐

解性は，い䛪れのᇙධ㒊においても同様のഴྥ

を示したが，྾収量は␗なり，≉に骨㧊腔にᇙධ

されたCA1，CA2は㧗度に⁐解・྾収されていた．

以上より，本研究により作製したⅣ㓟ྵ有䜰䝟タ䜲ト

のⅣ㓟濃度の⠊ᅖにおいては，生体における྾収性

は変化䛫䛪，骨形成能が変化した． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Nagai A, Yamashita K et al. Electric polarization 

and mechanism of B-type carbonated apatite 

ceramics. J Biomed Mater Res part A 2011; 99: 

116-124. 

2） Featherstone JD, Pearson S, LeGeros RZ. An 

infrared method for quantification of carbonate 

in carbonated apatites. Caries Res 1984; 18: 63-

66. 
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O1-7 ブタコラー䝀ン䝬トリック䝇を用いた㌾組織ቑ大ฎ置後の組織
学的分析 
○➲ᕝᩔ大1)，⏣ᗣᘯ2)，篠原㝯1)，小⃝ ㄔ3)，上⏣一ᙪ4)，ᘅᏳ一ᙪ4)，బ藤 ⪽5)，  
㎷村㯞⾰子6)，Ώ㑓文ᙪ1,2)

 

1)᪥本歯⛉大学大学院新₲生歯学研究⛉機能性ညྜ⒪学，2)᪥本歯⛉大学新₲生歯 
学㒊歯⛉補綴学➨䠎講座，3)ᮾᾏᨭ㒊，4)᪥本歯⛉大学新₲院口腔䜲ンプラント⛉，5)᪥本歯

⛉大学新₲生歯学㒊歯࿘学講座，6)᪥本歯⛉大学新₲生歯学㒊解๗学➨䠎講座
Histological analysis by soft tissue augmentation using porcine collagen matrix 

 
Sasagawa A1), Katsuta Y2), Shinohara R1), Ozawa M3), Ueda K4), Hiroyasu K4), Sato S5), Tsujimura M6), 
Watanabe F1,2) 
1)Functional Occlusal Treatment, Post Graduate School of The Nippon Dental Univ. School of Life 
Dentistry at Niigata, 2)Dept. of Crown and Bridge Prosthodontics, The Nippon Dental Univ. School of Life 
Dentistry at Niigata, 3)Branch of Tokai, 4)Oral Implant Care Unit, The Nippon Dental Univ. Niigata 
Hospital, 5)Dept. of Periodontology, The Nippon Dental Univ. School of Life Dentistry at Niigata, 6)Dept. 
of Histology, The Nippon Dental Univ. School of Life Dentistry at Niigata 

 
Ⅰ． 目的 

᪥ᖖ的な⮫ᗋの୰で，䜲ンプラント࿘ᅖの㌾組織

の形ែ䜔体✚は，ᑂ⨾的なഃ㠃から㠀ᖖに重要なㄢ

㢟となっている1)． 

㌾組織の厚みを確ಖする方法として⮬ᐙ結ྜ組

織移植が応用されており，移植ᮦᩱとして⮬ᐙ結ྜ

組織とコラー䝀ンが応用されているが，そのቑ大量に

ᕪはな䛟，⮬ᐙ結ྜ組織移植片に௦わるᮦᩱとして

有用であることがሗ࿌されている2䠅．しかしながら，そ

れらのே工ᮦᩱによる㌾組織のቑ大に関するሗ࿌は

ま䛰ᑡな䛟᫂な㒊分もある． 

本研究の目的は,≟下顎骨に䜲ンプラントᇙධ

後に，ブタコラー䝀ン䝬トリック䝇（ Mucograft®
，

Geistlich，以下CM䠅を用い㌾組織ቑ大を行，CM
㒊の組織学的ほ察を行うことである． 

 

Ⅱ． 方法 

実験ື≀には，䠎ṓ㞝䝡ー䜾ル≟を３㢌用した．

≟の体重は11䡚14 kgであった．㌟㯞㓉下で୧ഃ

P1䡚M1のᢤ歯を行い，10㐌の⒵をᚅち，同㒊に

䜲ンプラント（䝞䜲オ䝣䜱ック䝇䃥3.0 mm×䠕 mm，ᯇ

㢼䠅䠎本，䝠ーリン䜾䜰䝞ットメントを着して䠍回法に

てᇙධした．䜲ンプラントᇙධより10㐌後，片ഃはCM
を用いて㌾組織ቑ大⾡を行した実験群とし，ᑐഃ

は↓ฎ置のᑐ↷群とした．㌾組織ቑ大⾡は，P1䡚M1

相ᙜ㒊㢋ഃに㒊分ᒙᘚを形成し，CMを㌾組織でᣳ

み㎸䜐ように置き，⦭ྜを行った．㌾組織ቑ大⾡後，

12㐌後に⮴Ṛ量の䝏オ䝨ンタールナトリウム（ラ䝪

ナール
®
，⏣㎶୕⳻製⸆䠅を用いᒕẅした．下顎骨を

切㝖後，トリ䝭ン䜾を行い，10䠂୰性䝩ル䝬リンにて

ᾐₕᅛ定を行った． 

ᇙධした䜲ンプラント間の㌾組織を採取，トリ䝭ン䜾

し，䝟ラ䝣䜱ンにてໟᇙした．㐃⥆切片を作成後，H-

E，Van-Gieson染色をし，㙾検した．䜲ンプラント体

をྵ䜐◳組織は，MMAにてໟᇙし，トル䜲ジン・ブ

ルーおよびሷᇶ性䝣クシン染色を行った．染色後に

切片を切りฟし，組織学的分析を行った． 

なお，回実験に用したブタコラー䝀ン䝬トリッ

ク䝇（Mucograft®
䠅はGeistlichよりᥦ౪して㡬いた． 

本研究は，᪥本歯⛉大学新₲生歯学㒊ື≀

⌮ጤဨのチ可をᚓて実した（ᢎ認␒ྕ184䠅． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

結ྜ組織ᒙにおいては，ᑐ↷群は␗ᖖなᡤ見は

認めなかったが，実験群はᑐ↷群よりもコラー䝀ン⥺

⥔の配列はつ๎であり，ኴさはᆒ一であった．厚

みとしては䜔䜔ቑ大ഴྥを示した．本研究は㌾組織

ቑ大⾡後12㐌後の組織ീであるが，CMはには

྾収され䛪，↓ᵓ㐀様の組織としてṧ␃しているが，

࿘ᅖに⅖性の細胞は認めないため，組織内でᏳ

定していると考える． 

一方で，実験群の上皮では断しているᡤ見を認

め，上皮⬮がᑐ↷群よりᮍ発㐩な状ែであった．これ

はCMによる影響ではないかと考える． 

実験群とᑐ↷群においては␗なる組織ീを認め

たが，⅖ᡤ見を認めないことから，ே工ᮦᩱを用い

た㌾組織ቑ大⾡の一つとして，CMは有用である可能

性を示した． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Kinsel RP, Capoferri D. A simplified method to 
develop optimal gingival contours for the single 
implant-supported, metal-ceramic crown in the 
aesthetic zone. Pract Proced Aesthet Dent 2008; 
20: 231-236. 

2） Thoma DS, Hammerle CHF, Cochran DL, Jones 
AA, Gorlach C, Uebersax L, Mathes S, Graf-
Hausner U, Jung RE. Soft tissue volume 
augmentation by the use of collagen-based 
matrices in the dog mandible-a histological 
analysis. J Clin Peridontol 2011; 38: 1063-1070. 

 

 
ᅗ ᑐ↷群のపಸ⋡ീ（ᕥ䠅と実験群のపಸ⋡ീ（ྑ䠅 
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Sasagawa A1), Katsuta Y2), Shinohara R1), Ozawa M3), Ueda K4), Hiroyasu K4), Sato S5), Tsujimura M6), 
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Ⅰ． 目的 

᪥ᖖ的な⮫ᗋの୰で，䜲ンプラント࿘ᅖの㌾組織

の形ែ䜔体✚は，ᑂ⨾的なഃ㠃から㠀ᖖに重要なㄢ

㢟となっている1)． 

㌾組織の厚みを確ಖする方法として⮬ᐙ結ྜ組

織移植が応用されており，移植ᮦᩱとして⮬ᐙ結ྜ

組織とコラー䝀ンが応用されているが，そのቑ大量に

ᕪはな䛟，⮬ᐙ結ྜ組織移植片に௦わるᮦᩱとして

有用であることがሗ࿌されている2䠅．しかしながら，そ

れらのே工ᮦᩱによる㌾組織のቑ大に関するሗ࿌は

ま䛰ᑡな䛟᫂な㒊分もある． 

本研究の目的は,≟下顎骨に䜲ンプラントᇙධ

後に，ブタコラー䝀ン䝬トリック䝇（ Mucograft®
，

Geistlich，以下CM䠅を用い㌾組織ቑ大を行，CM
㒊の組織学的ほ察を行うことである． 

 

Ⅱ． 方法 

実験ື≀には，䠎ṓ㞝䝡ー䜾ル≟を３㢌用した．

≟の体重は11䡚14 kgであった．㌟㯞㓉下で୧ഃ

P1䡚M1のᢤ歯を行い，10㐌の⒵をᚅち，同㒊に

䜲ンプラント（䝞䜲オ䝣䜱ック䝇䃥3.0 mm×䠕 mm，ᯇ

㢼䠅䠎本，䝠ーリン䜾䜰䝞ットメントを着して䠍回法に

てᇙධした．䜲ンプラントᇙධより10㐌後，片ഃはCM
を用いて㌾組織ቑ大⾡を行した実験群とし，ᑐഃ

は↓ฎ置のᑐ↷群とした．㌾組織ቑ大⾡は，P1䡚M1

相ᙜ㒊㢋ഃに㒊分ᒙᘚを形成し，CMを㌾組織でᣳ

み㎸䜐ように置き，⦭ྜを行った．㌾組織ቑ大⾡後，

12㐌後に⮴Ṛ量の䝏オ䝨ンタールナトリウム（ラ䝪

ナール
®
，⏣㎶୕⳻製⸆䠅を用いᒕẅした．下顎骨を

切㝖後，トリ䝭ン䜾を行い，10䠂୰性䝩ル䝬リンにて

ᾐₕᅛ定を行った． 

ᇙධした䜲ンプラント間の㌾組織を採取，トリ䝭ン䜾

し，䝟ラ䝣䜱ンにてໟᇙした．㐃⥆切片を作成後，H-

E，Van-Gieson染色をし，㙾検した．䜲ンプラント体

をྵ䜐◳組織は，MMAにてໟᇙし，トル䜲ジン・ブ

ルーおよびሷᇶ性䝣クシン染色を行った．染色後に

切片を切りฟし，組織学的分析を行った． 

なお，回実験に用したブタコラー䝀ン䝬トリッ

ク䝇（Mucograft®
䠅はGeistlichよりᥦ౪して㡬いた． 

本研究は，᪥本歯⛉大学新₲生歯学㒊ື≀

⌮ጤဨのチ可をᚓて実した（ᢎ認␒ྕ184䠅． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

結ྜ組織ᒙにおいては，ᑐ↷群は␗ᖖなᡤ見は

認めなかったが，実験群はᑐ↷群よりもコラー䝀ン⥺

⥔の配列はつ๎であり，ኴさはᆒ一であった．厚

みとしては䜔䜔ቑ大ഴྥを示した．本研究は㌾組織

ቑ大⾡後12㐌後の組織ീであるが，CMはには

྾収され䛪，↓ᵓ㐀様の組織としてṧ␃しているが，

࿘ᅖに⅖性の細胞は認めないため，組織内でᏳ

定していると考える． 

一方で，実験群の上皮では断しているᡤ見を認

め，上皮⬮がᑐ↷群よりᮍ発㐩な状ែであった．これ

はCMによる影響ではないかと考える． 

実験群とᑐ↷群においては␗なる組織ീを認め

たが，⅖ᡤ見を認めないことから，ே工ᮦᩱを用い

た㌾組織ቑ大⾡の一つとして，CMは有用である可能

性を示した． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Kinsel RP, Capoferri D. A simplified method to 
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2） Thoma DS, Hammerle CHF, Cochran DL, Jones 
AA, Gorlach C, Uebersax L, Mathes S, Graf-
Hausner U, Jung RE. Soft tissue volume 
augmentation by the use of collagen-based 
matrices in the dog mandible-a histological 
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1)ᮾி་⛉歯⛉大学生体ᮦᩱ工学研究ᡤ生体ᮦᩱ機能་学分野，2)ᮾி་⛉歯⛉大学大学

院་歯学⥲ྜ研究⛉ᦤ㣗機能ಖᏑ学分野 
Type III collagen-coated hydroxyapatite regulates periodontal ligament stem cells 

 
Fujita K1,2), Nozaki K1), Miura H2), Nagai A1) 

1)Department of Material Biofunctions, Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and 
Dental University, 2)Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, 
Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

歯᰿⭷は䝉メント質と歯ᵴ骨にᣳまれた⥺⥔性結

ྜ組織で，歯∳と◳組織を㐃結するとともに，歯࿘組

織のᜏᖖ性の⥔ᣢをᢸっている．歯᰿⭷ᖿ細胞は◳

組織形成能によって歯ᵴ骨䜔䝉メント質を形成する一

方で，◳組織を作ら䛪に一定のᖜを⥔ᣢする性質を

もっている．近ᖺではᢤཤした歯∳より採取された歯

᰿⭷組織を㓝⣲ฎ⌮することによりᚓられる歯᰿⭷ᖿ

細胞とそのከ分化能が研究されており，歯࿘組織再

生への応用がᮇᚅされている．歯࿘組織をᶍೌした

㝵ᒙ性生体ᮦᩱの㛤発も進䜣でいるが，歯᰿⭷をྵ

䜐歯 ࿘組織の再生は㠀ᖖにᅔ㞴である．細胞のቑ

Ṫ，分化は，細胞の接着する㊊ሙに影響されるため，

歯᰿⭷ᖿ細胞のάືを⥔ᣢしながらᚲ要な分化をㄏ

ᑟする᭱㐺な㊊ሙᮦᩱの㛤発がᚲ要である． 

そこで本実験では，㊊ሙᮦᩱの種㢮による歯᰿⭷

ᖿ細胞の影響に着目し，歯᰿⭷୰にᏑᅾする␗なる

㊊ሙᮦᩱとしてHAp，type I 及びtype III collagenが
歯᰿⭷ᖿ細胞の細胞ቑṪ能と骨形成能に与える影

響をホ౯した． 

 

Ⅱ． 方法 

Ỉ㓟化䜹ルシウムỈ⁐ᾮにリン㓟Ỉ⁐ᾮを

Ca/P=1.67になるように下し，᧠ᢾ・⇍成をそれ䛮

れ24時間行った．┿✵ℐ㐣を行い800䉝にて௬↝後，

⢊体を一㍈加ᅽ成形した．ヨᩱはỈẼ㞺ᅖẼ下で

1250䉝にて↝結さ䛫た．作製したHApはX⥺回ᢡ

（XRD䠅，䝣ーリエ変ᆺ㉥እ分光（FT-IR䠅にて䜻䝱ラ

クタリ䝊ーシ䝵ンを行った． 

䝙ッタ䝊ラ䝏ン♫製のCellmatrix Type I-Cおよび

Cellmatrix Type IIIを用い，作成したHApにコー䝔䜱

ン䜾をした．ྛヨᩱをHAp，Type I，Type IIIとし，

コー䝔䜱ン䜾のホ౯として㉮ᰝᆺ㟁子㢧微㙾（SEM䠅 

による⾲㠃ᵓ㐀解析と，FT-IRによる成分分析を

行った．ྛヨᩱをὙίし細胞実験用ヨᩱとした． 

Wistar Rat（６㐌㱋，㞝䠅の上顎➨一，➨⮻歯を

ᢤ歯し歯᰿⭷細胞を単離・⥅௦培養した．ྛヨᩱ上 

に細胞を播種し，䠍，３᪥後にMTT assayを用いて細胞

ቑṪ能のホ౯を行った．また，細胞播種後，コン䝣ル

エントになった後に分化培地にし䠓，10，14᪥後

にalizarin red Sにて染色を行い，染色された石⅊化

化ྜ≀を⽥㓟，ሷ㓟を用いて⁐解した．415度にて྾

光 度を 定し，歯᰿⭷細胞の石⅊化能のホ౯を

行った．さらにそのメ䜹䝙䝈ムをㄪ䜉るために４，䠓᪥

後に real-time PCRを用いて alikaline phosphatase
（ALP䠅とcollgen type I alpha I（Col1a1䠅の㑇ఏ子発

現量を解析した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

作製したヨᩱは，XRD解析によりHApに一⮴す

る䝢ークがほ察された．また，FT-IRにより，㐺切な

置にリン㓟，Ỉ㓟化≀䜲オンのືがほ察され，作製

したヨᩱはHAp単相であった．SEMによるコー䝔䜱ン

䜾のホ౯において，HApは⦓ᐦなከ結ᬗ体であり，

Type I，Type IIIでは⥺⥔状のᵓ㐀がほ察でき，FT-

IR による成分分析では， collagenの≉ᚩである

Amide I，II，III䝞ン䝗にᖐᒓする䝢ークがほ察され，

CH2，CH3にᖐᒓする䝢ークもほ察されたことからコー

䝔䜱ン䜾は㐺切にされていた．歯᰿⭷ᖿ細胞の細

胞ቑṪ能のホ౯では，HApとType Iに比䜉Type IIIで
は有意に㧗い್がᚓられた．さらに骨ఏᑟ能ヨ験で

は，HApとType Iで骨ⱆ細胞への分化と骨形成能が

促進され，Type IIIでそれ䛮れᢚ制された． 

Type I collagenに接着した歯᰿⭷ᖿ細胞は◳組織

形成細胞に分化し◳組織を形成するが， type III 
collagenは接着能を促進し石⅊化ᢚ制のためにᮍ分

化の状ែを⥔ᣢすることを示した．⧞り㏉されるコラー

䝀ンの௦ㅰ回㌿は㇏ᐩなtype III collagenと歯᰿⭷ᖿ

細胞の相互作用の䝞ラン䝇をಖち，type III collagen 
は骨形成をᢚ制し歯࿘組織のᜏᖖ性の⥔ᣢに㈉献

していることを示唆している． 
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O1-9 㓟化タン䜾䝇䝔ンコー䝔䜱ン䜾をした義歯ᗋ用レジンの光
触፹効果 
○ᐙᣢ  ๛1)，⛅葉ᚨᑑ1)，ྜྷᔘኴ㑻1)，Ᏺ⃝ṇ幸1)，内⏣㐩㑻1)，Ỉ口ಇ1)，ᓥ⏣ㄔஅ2)

 

 
1)ᮾி་⛉歯⛉大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉㧗㱋⪅歯⛉学分野，2)ジ䝱䝟ンナノコート 
 
Photocatalytic effect of tungsten oxide coated denture base resin 

 
Kamochi G1), Akiba N1), Yoshizaki T1), Morizawa M1), Uchida T1), Minakuchi S1), Shimada M2) 

1)Gerodontology and Oral Rehabilitation, Department of Gerontology and Gerodontology, Graduate School 
of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and Dental University, 2)Japan nano coat 

 
Ⅰ． 目的 

義歯のởれをᢚ制する方⟇として，⣸እ光下で光

触፹ά性を示す㓟化䝏タンを添加したコー䝔䜱ン䜾

がሗ࿌されている1)．近ᖺ，工ᴗ分野では，可ど光

下で㓟化䝏タンよりも㧗い光触፹ά性を示す㓟

化タン䜾䝇䝔ンの応用がᮇᚅされている．しかし，義

歯のコー䝔䜱ン䜾に㓟化タン䜾䝇䝔ンを応用したሗ

࿌はみられない． 

ᙜ分野では，ナノ䝃䜲䝈のシリ䜹を配ྜしたコー䝔䜱

ン䜾をሬᕸすることで，義歯ᗋ用ᮦᩱにᑐする䜹ン

ジ䝎⳦の付着をᢚ制できることをሗ࿌した2)．そこで，

㓟化タン䜾䝇䝔ンを添加したナノシリ䜹コー䝔䜱ン䜾

をヨ作し，可ど光下での光触፹効果を検討した. 

 

Ⅱ． 方法 

ナノ䝃䜲䝈のシリ䜹と分ᩓ⁐፹のメタノールからなる

コー䝔䜱ン䜾ᮦ（ジ䝱䝟ンナノコート䠅をᇶ本組成とし，

0.2䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン（W䠅，0.2䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン+

ⓑ㔠触፹（WPa䠅0.5䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン+ⓑ㔠触፹

(WPb)をそれ䛮れ添加した３群をホ౯した． 

加⇕重ྜᆺ義歯ᗋ用䜰クリルレジン（䜰クロン，GC䠅
の䝕䜱䝇ク（䃥20×䠍 mm䠅を作製し，⮬ື研☻機で䠀

1000まで研☻し，超㡢ἼὙίした片㠃を⿕験㠃とし

た．コー䝔䜱ン䜾は䝕䜱ッ䝢ン䜾法で䠎回ሬᕸし，

25䉝，24時間㟼置したものをヨ験に౪した．また，

コー䝔䜱ン䜾をሬᕸしないものをᑐ↷群（nocoat䠅と
した. 

0.01䠂メ䝏レンブルー⁐ᾮ200 μlを⿕験㠃に下

し，37䉝，䠍㐌間ᬯᡤに㟼置した．メ䝏レンブルーが

に⇱ᅛ化後，␃Ỉにて30⛊間超㡢ἼὙί

した．光↷ᑕは，12 well plateに設置したヨ験片に䠎 
mlの␃Ỉを加え，㧗₇色蛍光ⅉ（䜲ン䝞ータZラ䜲

ト，ᒣ⏣↷᫂ᰴᘧ♫䠅を光※とし，↷ᑕ㊥離20 cm，

24時間光↷ᑕを行った． 

光↷ᑕ๓後の色ㄪ変化は，色ᙬ色ᕪィ（Color 
Reader CR-13，コ䝙䜹䝭ノルタ䠅のL*,a*,b*⾲色⣔を

用いて 色し，光↷ᑕ๓後の色ᕪ䂴bを光触፹ά性 

のᣦᶆとして⟬ฟした．色್の 定は，ྛ⿕験㠃の３

Ⅼを 定し，その平ᆒとした．ᚓられた䝕ータは一ඖ

配置分ᩓ分析およびከ重比較検定（Tukey HSD䠅に

より⤫ィฎ⌮を行った．（p<0.05䠅 

 

Ⅲ． 結果と考察 

光触፹ά性のᣦᶆとした䂴bは,コー䝔䜱ン䜾群で

プラ䝇の方ྥに大き䛟なり，メ䝏レンブルーの⬺色効

果が認められた．WPbはnocoatと比䜉て有意に大き

かった．WとWPaに有意ᕪは認められなかったため,

ⓑ㔠添加量な䛹は後検討するᚲ要がある．以上よ

り，0.5䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン添加コー䝔䜱ン䜾の光触

፹ά性が᫂らかとなった． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Sawada T, Sawada T, Kumasaka T, Hamada N, 
Shibata T, Nonami T et al. Self-cleaning effects 
of acrylic resin containing fluoridated apatite- 
coated TiO2. Gerodontology 2014; 31: 68-75. 

2） Azusa A, Akiba N, Minakuchi S. surface 
modification of acrylic denture base material by 
silica coating and its influence on Candida 
albicans adherence J MedDent Sci 2012; 59: 1-7. 

 

 
ᅗ 光↷ᑕ๓後の色ᕪ（䂴b) 
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Ⅰ． 目的 

義歯のởれをᢚ制する方⟇として，⣸እ光下で光

触፹ά性を示す㓟化䝏タンを添加したコー䝔䜱ン䜾

がሗ࿌されている1)．近ᖺ，工ᴗ分野では，可ど光

下で㓟化䝏タンよりも㧗い光触፹ά性を示す㓟

化タン䜾䝇䝔ンの応用がᮇᚅされている．しかし，義

歯のコー䝔䜱ン䜾に㓟化タン䜾䝇䝔ンを応用したሗ

࿌はみられない． 

ᙜ分野では，ナノ䝃䜲䝈のシリ䜹を配ྜしたコー䝔䜱

ン䜾をሬᕸすることで，義歯ᗋ用ᮦᩱにᑐする䜹ン

ジ䝎⳦の付着をᢚ制できることをሗ࿌した2)．そこで，

㓟化タン䜾䝇䝔ンを添加したナノシリ䜹コー䝔䜱ン䜾

をヨ作し，可ど光下での光触፹効果を検討した. 

 

Ⅱ． 方法 

ナノ䝃䜲䝈のシリ䜹と分ᩓ⁐፹のメタノールからなる

コー䝔䜱ン䜾ᮦ（ジ䝱䝟ンナノコート䠅をᇶ本組成とし，

0.2䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン（W䠅，0.2䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン+

ⓑ㔠触፹（WPa䠅0.5䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン+ⓑ㔠触፹

(WPb)をそれ䛮れ添加した３群をホ౯した． 

加⇕重ྜᆺ義歯ᗋ用䜰クリルレジン（䜰クロン，GC䠅
の䝕䜱䝇ク（䃥20×䠍 mm䠅を作製し，⮬ື研☻機で䠀

1000まで研☻し，超㡢ἼὙίした片㠃を⿕験㠃とし

た．コー䝔䜱ン䜾は䝕䜱ッ䝢ン䜾法で䠎回ሬᕸし，

25䉝，24時間㟼置したものをヨ験に౪した．また，

コー䝔䜱ン䜾をሬᕸしないものをᑐ↷群（nocoat䠅と
した. 

0.01䠂メ䝏レンブルー⁐ᾮ200 μlを⿕験㠃に下

し，37䉝，䠍㐌間ᬯᡤに㟼置した．メ䝏レンブルーが

に⇱ᅛ化後，␃Ỉにて30⛊間超㡢ἼὙί

した．光↷ᑕは，12 well plateに設置したヨ験片に䠎 
mlの␃Ỉを加え，㧗₇色蛍光ⅉ（䜲ン䝞ータZラ䜲

ト，ᒣ⏣↷᫂ᰴᘧ♫䠅を光※とし，↷ᑕ㊥離20 cm，

24時間光↷ᑕを行った． 

光↷ᑕ๓後の色ㄪ変化は，色ᙬ色ᕪィ（Color 
Reader CR-13，コ䝙䜹䝭ノルタ䠅のL*,a*,b*⾲色⣔を

用いて 色し，光↷ᑕ๓後の色ᕪ䂴bを光触፹ά性 

のᣦᶆとして⟬ฟした．色್の 定は，ྛ⿕験㠃の３

Ⅼを 定し，その平ᆒとした．ᚓられた䝕ータは一ඖ

配置分ᩓ分析およびከ重比較検定（Tukey HSD䠅に

より⤫ィฎ⌮を行った．（p<0.05䠅 

 

Ⅲ． 結果と考察 

光触፹ά性のᣦᶆとした䂴bは,コー䝔䜱ン䜾群で

プラ䝇の方ྥに大き䛟なり，メ䝏レンブルーの⬺色効

果が認められた．WPbはnocoatと比䜉て有意に大き

かった．WとWPaに有意ᕪは認められなかったため,

ⓑ㔠添加量な䛹は後検討するᚲ要がある．以上よ

り，0.5䠂㓟化タン䜾䝇䝔ン添加コー䝔䜱ン䜾の光触

፹ά性が᫂らかとなった． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Sawada T, Sawada T, Kumasaka T, Hamada N, 
Shibata T, Nonami T et al. Self-cleaning effects 
of acrylic resin containing fluoridated apatite- 
coated TiO2. Gerodontology 2014; 31: 68-75. 

2） Azusa A, Akiba N, Minakuchi S. surface 
modification of acrylic denture base material by 
silica coating and its influence on Candida 
albicans adherence J MedDent Sci 2012; 59: 1-7. 

 

 
ᅗ 光↷ᑕ๓後の色ᕪ（䂴b) 

O1-10 口腔内䝇䜻䝱ナを用いた下顎㒊分歯列Ḟᦆᶍᆺにおける光
学༳㇟の⧞り㏉し⢭度比較 
○葉ᒣ༤工，➜ᮌ㈼，和㐩重㑻，ⱝᯘ๎幸 

 

ᮾி་⛉歯⛉大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉㒊分ᗋ義歯補綴学分野 

Accuracy of digital impression by optical scanning for a mandibular partially dentate model 

Hayama H, Fueki K, Wadachi J, Wakabayashi N 
Removable Partial Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，CAD/CAMᢏ⾡の進ᒎにకい，ᅛ定性補

綴置䜔䜲ンプラントによる補綴⒪䛰けでな䛟，可

᧔性義歯の製作における䝕ジタル䝽ークの実用化に

ྥけた研究が進められている．ᅛ定性補綴置製作

における口腔内䝇䜻䝱ナを用いたᨭྎ歯の光学༳㇟

はシリコーン༳㇟ᮦを用いたᚑ᮶༳㇟と同➼の⢭度

を有することが示されている1䠅．一方，可᧔性義歯製

作における口腔内䝇䜻䝱ナを用いたṧᏑ歯とḞᦆ㒊

顎ሐ⢓⭷をྵ䜐光学༳㇟が実用上༑分な⢭度を

有するかは༑分に検討されていない．そこで，本研究

では，下顎㒊分歯列Ḟᦆᶍᆺにおける口腔内䝇䜻䝱

ナを用いた光学༳㇟のే行᮲௳下（同一⾡⪅内䠅

での⧞り㏉し⢭度を検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

実験には，Ḟᦆ㒊顎ሐにᨃఝ⢓⭷が付与された下

顎KennedyⅠ⣭とⅢ⣭のᶍᆺをᇶ‽として用いた．口

腔እ䝇䜻䝱ナ（ARCTICA, KaVo䠅を用いてᇶ‽ᶍ

ᆺをStandard Triangulated Language（STL䠅䝕ータ化

し，これをᇶ‽䝕ータとした．光学༳㇟採ᚓには口腔

内䝇䜻䝱ナ  （䝦ッ䝗 大䠋小䠅 （Trophy Solutions, 
Carestream Health䠅を用い，これをSTL䝕ータ化して

光学༳㇟䝕ータとした．ᚑ᮶༳㇟の採ᚓには，ᖖ 

重ྜレジン製のಶேトレーとぶỈ性䝡䝙ルシリコーン

༳㇟ᮦ（エ䜾䝄䝝䜲䝣レック䝇, GC䠅を用い，手ᣦによ

る加ᅽ༳㇟を行った．作ᴗ用ᶍᆺは超◳石⭯（䝙䝳ー

䝣ジロック, GC䠅を用いて製作した．ḟいで，口腔እ䝇

䜻䝱ナを用いて作ᴗ用ᶍᆺをSTL䝕ータ化し，ᚑ᮶༳

㇟䝕ータとした．STL䝕ータ化はྛ方法で䠑回

行った． 

୕ḟඖ⏬ീฎ⌮䝋䝣トウ䜵䜰（Geomagic Studio, 

3DSystems䠅を用いて，ᇶ‽䝕ータ，光学༳㇟䝕ータ，

ᚑ᮶༳㇟䝕ータ䛤とに，䠑つの䝕ータ䝉ットから௵意

で䠎つの組みྜわ䛫でྜィ10㏻りの重䛽ྜわ䛫と೫

ᕪ分析を行った．೫ᕪの分析は，䜹ラー䝬ップ上での

どぬ的ほ察および体またはḞᦆ㒊⢓⭷のみをᑐ

㇟としてroot mean square（RMS䠅の平ᆒ್を⟬ฟした．

以上の作ᴗは䠍ྡで行った． 

⤫ィ解析では，ᚑ᮶༳㇟䝕ータはᇶ‽䝕ータの

RMS の平ᆒ್をᕪしᘬいた್を用いた．SPSSを 

用いてKruskal-Wallis検定を行い，有意ᕪを認めた

ሙྜにはBonferroni法を用いてከ重比較を行った．

有意Ỉ‽は䠑䠂とした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

䜹ラー䝬ップ上に示したRMS್のどぬ的なホ౯

では，ᇶ‽䝕䠉タ間では೫ᕪは䜋と䜣䛹認められな

かった．一方，ᚑ᮶༳㇟䝕䠉タ間では歯ෙ㒊付近に

೫ᕪが㞟୰するのにᑐし，光学༳㇟䝕䠉タ間では

体がṍ䜐ように೫ᕪが分ᕸするഴྥが認められた． 

RMSの平ᆒ್について，KennedyⅢ⣭の体とḞ

ᦆ㒊⢓⭷，KennedyⅠ⣭のḞᦆ㒊⢓⭷では，ᚑ᮶༳

㇟䝕䠉タより光学༳㇟䝕ータの方が有意に大きかっ

た（P<0.05䠅（ᅗ䠅．光学༳㇟䝕ータでは，KennedyⅢ
⣭の体，KennedyⅠ⣭の体とḞᦆ㒊⢓⭷におい

て，口腔内䝇䜻䝱ナ䝦ッ䝗大が小よりも有意にRMS್
が小さかった（P<0.05䠅． 

以上の結果から，現時Ⅼでは，口腔内䝇䜻䝱ナを用

いた光学༳㇟のే行᮲௳下での⧞り㏉し⢭度は，ᚑ

᮶法よりもຎること，口腔内䝇䜻䝱ナの䝦ッ䝗を大き䛟

することで⢭度をྥ上できることが示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Seelbach P, Brueckel C, Wostmann B. Accuracy 
of digital and conventional impression 
techniques and workflow. Clin Oral Investig 
2013; 17: 1759-1764. 

 

 

 
ᅗ ే行᮲௳下での⧞り㏉し⢭度比較 
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O1-11 植≀⢭Ἔによる義歯ᗋ用レジンに付着した䝞䜲オ䝣䜱ルム㝖
ཤ効果と⾲㠃性状への影響 
○小関ඃ作1)，⏣୰ె2)，๓⏣ఙ子3)，村⏣比࿅ྖ1)

 

 

1)㛗ᓮ大学大学院་歯⸆学⥲ྜ研究⛉歯⛉補綴学分野，2)㛗ᓮ大学院，3)㭯見大学歯学㒊 

口腔微生≀学講座 
Removal effect of biofilm attached to denture base resin by essential oil and its influence on surface 
property 
Koseki Y1), Tanaka R2), Maeda N3), Murata H1) 
1)Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University,  
2)Nagasaki University Hospital, 3)Department of Oral Microbiology, Tsurumi University School of Dental 
Medicine 

 
Ⅰ． 目的 

一⯡的な義歯のὙί法には，義歯ブラシによる

機Ე的清ᤲと義歯Ὑίへのᾐₕによる化学的Ὑί

がある．ே工歯用◳質レジンを用いた₇⪅らの㐣ཤ

の研究1)において，義歯ブラシとỈによる清ᤲでは，

◳質レジン⾲㠃にയを生じるが，オ䜲ル成分ྵ有の

義歯用歯☻を用いたሙྜ，Ỉのみよりもയをつけ

に䛟いഴྥが認められた． 

そこでᢠ⳦作用を有する植≀⢭Ἔを用すること

で，義歯⾲㠃にയをつけに䛟䛟かつᢠ⳦性をᣢった

義歯用歯☻が㛤発できないかと考えた．本研究の

目的は，䠎種の植≀⢭Ἔを用い，レジン⾲㠃に付着

した䜹ンジ䝎にᑐする㝖ཤ効果とレジン⾲㠃に及䜌

す影響について検討することである． 

 

Ⅱ． 方法 

植≀⢭Ἔには䝔䜱ート䜳リーオ䜲ル（TO䠅とレ䝰ン䜾

ラ䝇（LE䠅を用した．TOは0.5，1.0䠂，LEは0.25，

0.125，0.5，1.0䠂の濃度⁐ᾮを用し，コントロール

には␃Ỉを用した．ᗋ用レジンのヨᩱ片（䜰クロ

ン，ジーシー䠖直径６ mm厚さ1.5 m䠅に，Wanderらの

方法2)に‽じC.albicansの䝞䜲オ䝣䜱ルムを形成さ䛫，

ྛ⢭Ἔ⁐ᾮにᾐₕした．ᾐₕ時間は，䠍，３，䠑分の３

㏻りとした．その後，ྛヨᩱ片をAlamar blueྵ有

RPMI培地に移し培養した．６，12，18，24時間後に

྾光度（570 nm，630 nm䠅を 定し，Alamar blue್
（AB್䠅を⟬ฟして，㝖ཤ効果をุ定した． 

加⇕重ྜᆺレジンを用し，メー䜹ーᣦ定の⢊ᾮ

比にて，25 × 15 × 䠎 mmのレジンプレートを20ಶ

作製した．ྛヨᩱ片の片㠃は重ྜ୰に䜺ラ䝇ᯈに接

触さ䛫た㙾㠃とし，これをヨ験㠃とした．超῝度形状

 定㢧微㙾（VK-8550，䜻ーエン䝇䠅を用いて，䠍ヨ

ᩱにつき䠑㡿ᇦの⾲㠃⢒さ（Ra䠅をィ した．清ᤲᮦ

として，３種の⢭Ἔ⁐ᾮ（TO䠖1.0䠂，LE䠖0.5，1.0䠂䠅

とコントロールとしてỈ（DW䠅を用いた．ᦶ⪖ヨ験

置（Rubbing tester IMC-151B，本製作ᡤ䠅を用

し，ྛヨᩱ片を荷重200 g，㏿度䠎 復/⛊，ື作ᖜ

20 mm，ᦶ⪖回ᩘ10,000䝇トロークでの᮲௳下で，義

歯用ブラシ（エラック義歯ブラシら䛟ら䛟䝇タ䜲ル，ラ䜲

オン䠅でᦶ⪖した．その後，ヨ験๓と同様に⾲㠃⢒さ

を 定し，⾲㠃性状を䝕ジタル䝬䜲クロ䝇コープ

（VK-5000，䜻ーエン䝇，1000×䠅でほ察した． 

Ⅲ． 結果と考察 

1.0䠂TOに䠑分間ᾐₕした群と0.5䠂LEと1.0䠂LE
にᾐₕしたす䜉ての群のAB್は，６時間後と12時間

後の 定においてコントロールより有意に小さかった

（p＜0.05䠅．1.0䠂TOに３分間ᾐₕした群のAB್は，

12時間後の 定においてコントロールより有意に小

さかった（p＜0.05䠅． 

ᦶ⪖ヨ験後は，す䜉ての群において⾲㠃⢒さが

大き䛟なるഴྥを示したが，TOではヨ験๓後のRaに

有意ᕪはな䛟，の群と比䜉有意にపい್を示した

（p＜0.05䠅（ᅗ䠅．ᦶ⪖ヨ験後の䝕ジタル䝬䜲クロ䝇

コープീでは，す䜉ての清ᤲᮦにおいてᦶ⪖が認

められたが，DWよりも⢭Ἔを用したሙྜの䜋うが，

ᦶ⪖がᑡないഴྥにあった． 

以上より，TO䜔LEを用いることにより，䜹ンジ䝎の

㝖ཤ効果を有し，かつレジン⾲㠃をയつけに䛟い義歯

用歯☻を㛤発できる可能性が示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Tanaka R et al. Effect of Melamine Foam 
Cleaning on the Surface Condition of Composite 
Resin Artificial Teeth. J Prosthodont 2013; 22: 
626-632. 

2） WJ da Silva et al. Bioactivity and architecture of 
Candida albicans biofilms developed on poly 
(methyl methacrylate) resin surface. J Biomed 
Mater Res B Appl Biometer 94B 2010; 149-156. 

 

 
ᅗ  ᦶ⪖ヨ験๓後の⾲㠃⢒さ 
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O1-11 植≀⢭Ἔによる義歯ᗋ用レジンに付着した䝞䜲オ䝣䜱ルム㝖
ཤ効果と⾲㠃性状への影響 
○小関ඃ作1)，⏣୰ె2)，๓⏣ఙ子3)，村⏣比࿅ྖ1)

 

 

1)㛗ᓮ大学大学院་歯⸆学⥲ྜ研究⛉歯⛉補綴学分野，2)㛗ᓮ大学院，3)㭯見大学歯学㒊 

口腔微生≀学講座 
Removal effect of biofilm attached to denture base resin by essential oil and its influence on surface 
property 
Koseki Y1), Tanaka R2), Maeda N3), Murata H1) 
1)Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University,  
2)Nagasaki University Hospital, 3)Department of Oral Microbiology, Tsurumi University School of Dental 
Medicine 

 
Ⅰ． 目的 

一⯡的な義歯のὙί法には，義歯ブラシによる

機Ე的清ᤲと義歯Ὑίへのᾐₕによる化学的Ὑί

がある．ே工歯用◳質レジンを用いた₇⪅らの㐣ཤ

の研究1)において，義歯ブラシとỈによる清ᤲでは，

◳質レジン⾲㠃にയを生じるが，オ䜲ル成分ྵ有の

義歯用歯☻を用いたሙྜ，Ỉのみよりもയをつけ

に䛟いഴྥが認められた． 

そこでᢠ⳦作用を有する植≀⢭Ἔを用すること

で，義歯⾲㠃にയをつけに䛟䛟かつᢠ⳦性をᣢった

義歯用歯☻が㛤発できないかと考えた．本研究の

目的は，䠎種の植≀⢭Ἔを用い，レジン⾲㠃に付着

した䜹ンジ䝎にᑐする㝖ཤ効果とレジン⾲㠃に及䜌

す影響について検討することである． 

 

Ⅱ． 方法 

植≀⢭Ἔには䝔䜱ート䜳リーオ䜲ル（TO䠅とレ䝰ン䜾

ラ䝇（LE䠅を用した．TOは0.5，1.0䠂，LEは0.25，

0.125，0.5，1.0䠂の濃度⁐ᾮを用し，コントロール

には␃Ỉを用した．ᗋ用レジンのヨᩱ片（䜰クロ

ン，ジーシー䠖直径６ mm厚さ1.5 m䠅に，Wanderらの

方法2)に‽じC.albicansの䝞䜲オ䝣䜱ルムを形成さ䛫，

ྛ⢭Ἔ⁐ᾮにᾐₕした．ᾐₕ時間は，䠍，３，䠑分の３

㏻りとした．その後，ྛヨᩱ片をAlamar blueྵ有

RPMI培地に移し培養した．６，12，18，24時間後に

྾光度（570 nm，630 nm䠅を 定し，Alamar blue್
（AB್䠅を⟬ฟして，㝖ཤ効果をุ定した． 

加⇕重ྜᆺレジンを用し，メー䜹ーᣦ定の⢊ᾮ

比にて，25 × 15 × 䠎 mmのレジンプレートを20ಶ

作製した．ྛヨᩱ片の片㠃は重ྜ୰に䜺ラ䝇ᯈに接

触さ䛫た㙾㠃とし，これをヨ験㠃とした．超῝度形状

 定㢧微㙾（VK-8550，䜻ーエン䝇䠅を用いて，䠍ヨ

ᩱにつき䠑㡿ᇦの⾲㠃⢒さ（Ra䠅をィ した．清ᤲᮦ

として，３種の⢭Ἔ⁐ᾮ（TO䠖1.0䠂，LE䠖0.5，1.0䠂䠅

とコントロールとしてỈ（DW䠅を用いた．ᦶ⪖ヨ験

置（Rubbing tester IMC-151B，本製作ᡤ䠅を用

し，ྛヨᩱ片を荷重200 g，㏿度䠎 復/⛊，ື作ᖜ

20 mm，ᦶ⪖回ᩘ10,000䝇トロークでの᮲௳下で，義

歯用ブラシ（エラック義歯ブラシら䛟ら䛟䝇タ䜲ル，ラ䜲

オン䠅でᦶ⪖した．その後，ヨ験๓と同様に⾲㠃⢒さ

を 定し，⾲㠃性状を䝕ジタル䝬䜲クロ䝇コープ

（VK-5000，䜻ーエン䝇，1000×䠅でほ察した． 

Ⅲ． 結果と考察 

1.0䠂TOに䠑分間ᾐₕした群と0.5䠂LEと1.0䠂LE
にᾐₕしたす䜉ての群のAB್は，６時間後と12時間

後の 定においてコントロールより有意に小さかった

（p＜0.05䠅．1.0䠂TOに３分間ᾐₕした群のAB್は，

12時間後の 定においてコントロールより有意に小

さかった（p＜0.05䠅． 

ᦶ⪖ヨ験後は，す䜉ての群において⾲㠃⢒さが

大き䛟なるഴྥを示したが，TOではヨ験๓後のRaに

有意ᕪはな䛟，の群と比䜉有意にపい್を示した

（p＜0.05䠅（ᅗ䠅．ᦶ⪖ヨ験後の䝕ジタル䝬䜲クロ䝇

コープീでは，す䜉ての清ᤲᮦにおいてᦶ⪖が認

められたが，DWよりも⢭Ἔを用したሙྜの䜋うが，

ᦶ⪖がᑡないഴྥにあった． 

以上より，TO䜔LEを用いることにより，䜹ンジ䝎の

㝖ཤ効果を有し，かつレジン⾲㠃をയつけに䛟い義歯

用歯☻を㛤発できる可能性が示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Tanaka R et al. Effect of Melamine Foam 
Cleaning on the Surface Condition of Composite 
Resin Artificial Teeth. J Prosthodont 2013; 22: 
626-632. 

2） WJ da Silva et al. Bioactivity and architecture of 
Candida albicans biofilms developed on poly 
(methyl methacrylate) resin surface. J Biomed 
Mater Res B Appl Biometer 94B 2010; 149-156. 

 

 
ᅗ  ᦶ⪖ヨ験๓後の⾲㠃⢒さ 

O1-12 義歯Ᏻ定用時の口腔微生≀による生体Ⅽᐖ性のホ౯ 

○村上智ᙪ，野村ኴ㑻，⡿⃝  ᝆ，原  ⥲一ᮁ，近藤ᑦ▱

ᒾ手་⛉大学歯学㒊補綴・䜲ンプラント学講座 

Effects of denture adhesives on microbial adhesion and proliferation 
 

Murakami T, Nomura T, Yonezawa Y, Hara S, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 

 
Ⅰ． 目的 

可᧔性義歯の用は，口腔に関㐃するQOLの⥔

ᣢ，回復の䠍手法としてあ䛢られ，超㧗㱋♫を㏄え

たᡃがᅜにおいて重要なᙺをᢸっている．しかし，

㧗度顎ሐ྾収，Ᏻ定な顎間関ಀな䛹をはじめとし

た種䚻の要ᅉにより，義歯の⥔ᣢ・Ᏻ定をᚓることが

ᅔ㞴であるᝈ⪅がቑ加している．近ᖺ，義歯Ᏻ定

の用は義歯の⥔ᣢ・Ᏻ定を確ಖするものの一ຓと

してあ䛢られており，義歯Ᏻ定に関する䜺䜲䝗ラ䜲

ン1䠅もሗ࿌されているが，歯⛉་ᖌのᣦ示のもと用

するといった内ᐜであり用ᣦ㔪としてのල体性の

㊊はྰめない．また，義歯Ᏻ定の用はᄮ機能

のྥ上にᐤ与するというሗ࿌がなされているが2)，義

歯Ᏻ定の生体組織にᑐするⅭᐖ性についてのሗ

࿌はᑡない．≉に口腔は口腔䜹ンジ䝎ᒓ⳦・種䚻の

口腔細⳦がᏑᅾする環境であり，義歯Ᏻ定を㊊ሙ

としてこれら口腔微生≀が付着・ቑṪし，義歯性口内

⅖の発䠋ᝏ化に影響をおよ䜌すことが᥎察される

ものの，それにᑐする検討は䜋と䜣䛹なされていない． 

そこで本研究では，義歯Ᏻ定の生体Ⅽᐖ性を

᫂らかにすることを目的として，義歯Ᏻ定への口腔

微生≀の付着能，さらに義歯Ᏻ定を㊊ሙとすること

による口腔微生≀の⤒時的なቑṪ能力（ቑṪά性䠅

について検討を加えた． 

 

Ⅱ． 方法 

本研究では，義歯性口内⅖と関㐃が῝いCandida 
albicans のSC 5314ᰴ，強い組織യᐖ作用を有する

Porphyromonas gingivalis のATCC 33277ᰴを用い

た．C. albicans，P. gingivalis を培養・Ὑί後，⁛⳦

PBSに再ᠱ⃮し微生≀ᠱ⃮ᾮとした（OD600=2.0䠅．

ྛ⳦ᾮを加⇕重ྜᆺ義歯ᗋ用レジンブロック（10

× 10㽢䠑 mm，⪏Ỉ䝨ー䝟ー400␒で㠃研☻䠅お

よびレジンブロック上にሬᕸした義歯Ᏻ定（クリー

ムタ䜲プ，䝟ウ䝎ータ䜲プ，クッシ䝵ンタ䜲プそれ䛮れ

0.011 g䠅に100 μl䛪つ下し，４䁸C，䠎時間培養した．

培養後，ྛヨᩱを500 μ lのPBSでὙίし，ྛヨᩱに

付着したC. albicans からmRNAを⢭製し㏫㌿

応でcDNAをྜ成，また，P. gingivalis からはDNAを

⢭製した．これらを㗪ᆺとして⳦種≉␗的定量的

PCR法から⳦ᩘを定量し，下した⳦ᩘにᑐするึ

ᮇに付着した⳦ᩘのྜ（付着⋡䠅を⟬ฟし検討を

行った．さらに，C. albicans，P. gingivalis を付着さ䛫

たྛヨᩱを37䁸Cで３，６，12，24時間培養し，⳦種≉

␗的定量的PCR法により⤒時的なቑṪά性を解析

した． 

Ⅲ． 結果と考察 

C. albicans，P. gingivalis はレジンおよびྛ種義

歯Ᏻ定に付着能を有することが᫂らかとなり，P. 
gingivalis では≉にクリームタ䜲プ，䝟ウ䝎ータ䜲プへ

の付着⋡がレジンと比較して㧗かった（ᅗ䠅．一方，C. 
albicans では䝟ウ䝎ータ䜲プへの付着⋡がレジンに

ᑐする付着⋡よりపかった．また，C. albicans，P. 
gingivalis の義歯Ᏻ定におけるቑṪά性について

は，C. albicans では培養䠌時間から３時間で，また，

P. gingivalis では培養３時間から６時間で，ての義

歯Ᏻ定において㧗いቑṪά性が認められた． 

以上の結果から，義歯Ᏻ定は口腔微生≀の付

着・ቑṪする㊊ሙとなり，義歯Ᏻ定の用時間に比

して口腔微生≀による口腔⢓⭷へのⅭᐖ作用がቑ

大する可能性が強䛟示唆された．したがって，実㝿に

用する㝿には，口腔微生≀のቑṪά性が᭱大್

に㐩する๓に義歯Ᏻ定を㝖ཤすることがᮃましいと

示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Felton D, Cooper L, Duqum I, Minsley G, 
Guckes A, Haug S at el. Evidence-based 
guidelines for the care and maintenance of 
complete dentures: a publication of the American 
College of Prosthodontists．J Prosthodont 2011; 
20: S1-S20. 

2） de Oliveira Junior NM, Rodriguez LS, Mendoza 
Marin DO, Paleari AG, Pero AC, Compagnoni 
MA. Masticatory performance of complete 
denture wearers after using two adhesives: a 
crossover randomized clinical trial. J Prosthet 
Dent 2014; 112: 1182-1187. 

 

 
ᅗ  P. gingivalis 付着⋡ 

─ 141 ─

日補綴会誌　9・126 回特別号，2017 第1日　第3会場
一般口演発表



O1-13 可᧔性㒊分ᗋ義歯着ᝈ⪅における⚄⤒ഴྥと口腔関
㐃QOLの関㐃 
○石⏣᱇大1)，野ᕝᩄྐ2)，㧗ᒣⰾ幸1)，୰北ⰾఙ3)，㰻藤ṇᜤ1)，ᶓᒣᩔ㑻1)

 

 

1)北ᾏ㐨大学大学院歯学研究⛉口腔機能学講座口腔機能補綴学ᩍᐊ，2)北ᾏ㐨大学院⮫ 

ᗋ研究㛤発䝉ンター，3)ᮾ北・北ᾏ㐨ᨭ㒊 
Relationship between neuroticism and oral health-related quality of life in patients with removable partial 
dentures 
Ishida K1), Nogawa T2), Takayama Y1), Nakakita Y3), Saito M1), Yokoyama A1) 
1)Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science, Graduate School of 
Dental Medicine, Hokkaido University, 2)Clinical Research and Medical Innovation Center, Hokkaido 
University Hospital, 3)Tohoku-Hokkaido Branch 

 
Ⅰ． 目的 

可᧔性㒊分ᗋ義歯（RPD䠅着ண定ᝈ⪅における

⚄⤒ഴྥと補綴⒪๓・⒪後の口腔関㐃QOL 
（OHRQoL䠅との関㐃，および⚄⤒ഴྥがOHRQoL
の変化量（⒪効果䠅に䛹のような影響を与えるかを

᫂らかにすることを目的に๓ྥきコ䝩ート研究を行っ

た． 

 

Ⅱ． 方法 

2015ᖺ䠓月から2016ᖺ䠓月までに，北ᾏ㐨大学

院歯⛉デ⒪䝉ンター義歯補綴⛉にて᭱⤊補綴とし

てRPDを製作ண定のᝈ⪅をᑐ㇟とした．ᝈ⪅の⚄⤒

ഴྥはRPD着๓に᪥本∧ NEO-five-factor 
inventory (NEO-FFI)によってホ౯し，補綴⒪๓と

⒪後のOHRQoL は᪥本∧Oral Health Impact 
Profile (OHIP-J)を用いてホ౯した．また，ᝈ⪅ᇶ本

ሗとしてᖺ㱋，性ู，Eichner分㢮をㄪᰝし，補綴

⒪๓と⒪後に䝕ンタルプレ䝇䜿ールを用いてညྜ

力の 定を行った．⚄⤒ഴྥと⒪๓・⒪後の

OHRQoLとの相関をSpearmanの㡰相関ಀᩘにより

検討し，OHRQoLの変化と⚄⤒ഴྥの関㐃につい

ては，Wilcoxonの➢ྕ付㡰検定を行い検討した．

さらに，ロジ䝇䝔䜱ック回ᖐ分析を行い，⒪効果に影

響を及䜌すᅉ子を検討した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

⚄⤒ഴྥが㧗いᝈ⪅䜋䛹補綴⒪๓の

OHRQoL はప䛟，୧⪅に相関を認めた（ᅗ䠍，r=0.41，

P=0.001䠅 が，⒪後のOHRQoLと⚄⤒ഴྥには

相関が認められなかった（ᅗ䠎，r=0.07，P=0.566䠅．

ከ変量解析においても⚄⤒ഴྥの㧗いᝈ⪅䜋䛹

有意に大きな⒪効果がᚓられることが示された（オ

ッ䝈比15.13，P=0.017䠅．⚄⤒ഴྥが㧗いேの≉

ᚩとして，䝇トレ䝇へのᑐฎがⱞ手であることがᣲ䛢ら

れ，口腔内に種䚻のၥ㢟があるとその䝇トレ䝇にᑐฎ

できないために⒪๓のOHRQoLがప䛟なったもの 

と᥎察された．しかし，補綴⒪後には口腔内のၥ

㢟が解Ỵされて䝇トレ䝇が解ᾘされたため，のᝈ⪅

と同様のOHRQoLをᚓられたのではないかと考えられ

た．以上より，口腔への‶㊊がᚓられに䛟いとされて

いる⚄⤒ഴྥの㧗いᝈ⪅であっても，RPDによる

補綴⒪により༑分な‶㊊をᚓることができる可能

性が示唆された． 
 

ᅗ䠍 ⚄⤒ഴྥと⒪๓のOHIP-J䝇コ䜰の相関 
 

ᅗ䠎 ⚄⤒ഴྥと⒪後のOHIP-J䝇コ䜰の相関 
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O1-13 可᧔性㒊分ᗋ義歯着ᝈ⪅における⚄⤒ഴྥと口腔関
㐃QOLの関㐃 
○石⏣᱇大1)，野ᕝᩄྐ2)，㧗ᒣⰾ幸1)，୰北ⰾఙ3)，㰻藤ṇᜤ1)，ᶓᒣᩔ㑻1)

 

 

1)北ᾏ㐨大学大学院歯学研究⛉口腔機能学講座口腔機能補綴学ᩍᐊ，2)北ᾏ㐨大学院⮫ 

ᗋ研究㛤発䝉ンター，3)ᮾ北・北ᾏ㐨ᨭ㒊 
Relationship between neuroticism and oral health-related quality of life in patients with removable partial 
dentures 
Ishida K1), Nogawa T2), Takayama Y1), Nakakita Y3), Saito M1), Yokoyama A1) 
1)Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science, Graduate School of 
Dental Medicine, Hokkaido University, 2)Clinical Research and Medical Innovation Center, Hokkaido 
University Hospital, 3)Tohoku-Hokkaido Branch 

 
Ⅰ． 目的 

可᧔性㒊分ᗋ義歯（RPD䠅着ண定ᝈ⪅における

⚄⤒ഴྥと補綴⒪๓・⒪後の口腔関㐃QOL 
（OHRQoL䠅との関㐃，および⚄⤒ഴྥがOHRQoL
の変化量（⒪効果䠅に䛹のような影響を与えるかを

᫂らかにすることを目的に๓ྥきコ䝩ート研究を行っ

た． 

 

Ⅱ． 方法 

2015ᖺ䠓月から2016ᖺ䠓月までに，北ᾏ㐨大学

院歯⛉デ⒪䝉ンター義歯補綴⛉にて᭱⤊補綴とし

てRPDを製作ண定のᝈ⪅をᑐ㇟とした．ᝈ⪅の⚄⤒

ഴྥはRPD着๓に᪥本∧ NEO-five-factor 
inventory (NEO-FFI)によってホ౯し，補綴⒪๓と

⒪後のOHRQoL は᪥本∧Oral Health Impact 
Profile (OHIP-J)を用いてホ౯した．また，ᝈ⪅ᇶ本

ሗとしてᖺ㱋，性ู，Eichner分㢮をㄪᰝし，補綴

⒪๓と⒪後に䝕ンタルプレ䝇䜿ールを用いてညྜ

力の 定を行った．⚄⤒ഴྥと⒪๓・⒪後の

OHRQoLとの相関をSpearmanの㡰相関ಀᩘにより

検討し，OHRQoLの変化と⚄⤒ഴྥの関㐃につい

ては，Wilcoxonの➢ྕ付㡰検定を行い検討した．

さらに，ロジ䝇䝔䜱ック回ᖐ分析を行い，⒪効果に影

響を及䜌すᅉ子を検討した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

⚄⤒ഴྥが㧗いᝈ⪅䜋䛹補綴⒪๓の

OHRQoL はప䛟，୧⪅に相関を認めた（ᅗ䠍，r=0.41，

P=0.001䠅 が，⒪後のOHRQoLと⚄⤒ഴྥには

相関が認められなかった（ᅗ䠎，r=0.07，P=0.566䠅．

ከ変量解析においても⚄⤒ഴྥの㧗いᝈ⪅䜋䛹

有意に大きな⒪効果がᚓられることが示された（オ

ッ䝈比15.13，P=0.017䠅．⚄⤒ഴྥが㧗いேの≉

ᚩとして，䝇トレ䝇へのᑐฎがⱞ手であることがᣲ䛢ら

れ，口腔内に種䚻のၥ㢟があるとその䝇トレ䝇にᑐฎ

できないために⒪๓のOHRQoLがప䛟なったもの 

と᥎察された．しかし，補綴⒪後には口腔内のၥ

㢟が解Ỵされて䝇トレ䝇が解ᾘされたため，のᝈ⪅

と同様のOHRQoLをᚓられたのではないかと考えられ

た．以上より，口腔への‶㊊がᚓられに䛟いとされて

いる⚄⤒ഴྥの㧗いᝈ⪅であっても，RPDによる

補綴⒪により༑分な‶㊊をᚓることができる可能

性が示唆された． 
 

ᅗ䠍 ⚄⤒ഴྥと⒪๓のOHIP-J䝇コ䜰の相関 
 

ᅗ䠎 ⚄⤒ഴྥと⒪後のOHIP-J䝇コ䜰の相関 

O1-14 䝬シ䝙ン䜾䝉ンターによる䝏タン製可᧔性義歯䝣レーム加工
▷⦰化のヨみ 
○୕⁁ᜏ幸1)，北⃝ᐩ⨾1)，⃝㑳文2,3)，⩚㫽ᘯẎ2,4)，㯮ᒾᘯ2,3)，୰本ဴ⮬2,4)

 

 

1)ᯇ本歯⛉大学院歯⛉ᢏ工ኈᐊ，2)ᯇ本歯⛉大学歯学㒊歯⛉補綴学講座，3)ᯇ本歯⛉大学 

大学院歯学⊂❧研究⛉顎口腔機能制御学講座，4)ᯇ本歯⛉大学大学院歯学⊂❧研究⛉
ᗣቑ進口腔⛉学講座 
Trial to shortening the fabrication of titanium frameworks for removable partial dentures by machining 
center 
Samizo T1), Kitazawa F1), Kurasawa I2,3), Hatori K2,4), Kuroiwa A2,3), Nakamoto T2,4) 
1)Dental Technician Laboratory, Matsumoto Dental University Hospital, 2)Department of Prosthodontics, 
School of Dentistry, Matsumoto Dental University, 3)Department of Oral and Maxillofacial Biology, 
Graduate School of Oral Medicine, Matsumoto Dental University, 4)Department of Oral Health Promotion, 
Graduate School of Oral Medicine, Matsumoto Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，CAD/CAMを応用してレジン䜔㔠ᒓᮦᩱを

直接切๐加工する方法が採用され，Ⰻዲな結果を

ᚓている．しかしながら，義歯の㔠ᒓᗋ䝣レームの切

๐加工は，時間䜔㈝用な䛹の⌮⏤により，一⯡的に

用いられていない1䠅．₇⪅らは，工ᴗ用䝬シ䝙ン䜾䝉

ンターを用い，䝏タン䝕䜱䝇ク直᙮り切๐加工法を応

用した䝏タン製義歯㔠ᒓ䝣レームのヨ作を行ってき

た2).回，㗪㐀による義歯ᗋメタル䝣レームに᭰わり，

切๐加工によるメタル䝣レームを㒊分ᗋ義歯に応用

し，その有用性を検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

㔠ᒓᗋ義歯の要ᮃのあった䠎にᑐし，切๐加

工による䝏タンྜ㔠製メタルプレート ( 䝏タン

ᗋ䠖Ti-6Al-4V)を用いた㒊分ᗋ義歯を着した．㐺

応は，㔠ᒓ䜰レル䜼ーの᪤ と，ブラ䜻シ䝈ム，ク

レン䝏ン䜾を有し，レジンᗋ義歯の◚ᢡ，修⌮を⧞り

㏉していた(䠍)，およびᨭྎ置にコー䝚䝇ク

ローネを用いるため，㍍量化を目的とした(

䠎)に㐺応した．製作法は，䝕ンタル䝇䜻䝱ナーにて作

ᴗᶍᆺの䝇䜻䝱䝙ン䜾を行い，䝕䝄䜲ン䝋䝣ト用いて，

䝏タンᗋの設ィを行った．直᙮り切๐加工には，同

時䠑㍈㧗⢭度微細加工機を用いた．ᮦᩱは，

CAD/CAM用䝏タン䝕䜱䝇クを用いた(ᅗ䠍，䠎)．䝏タ

ンᗋの㐺ྜを確認した後，ே工歯をඖの置にᡠし，

レジンሸධ，重ྜ，研☻を行い成とした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

CADシ䝇䝔ムによる設ィ䝕ータをඖにした䝏タンᗋ

の切๐加工は，NC䝟䝇䜔，切๐工ලの㐺ᐅ㑅ᢥ

な䛹，切๐方法を工ኵすることにより，⣙䠑時間にて

切๐をした．切๐加工後の䝏タンᗋの⾲㠃形状

は分にἑであった．䝏タン㗪㐀体に認められる

α䜿ー䝇な䛹の応ᒙがな䛟，ከᑡの形ែ修ṇと䝞䝣

研☻を㏣加するのみで成できる状ែであった．ま

た，ᣑ大㙾による目どでの㐺ྜもⰋዲであった．

䠍は，現ᅾまで12ヶ月⤒㐣しているが，ၥ㢟もな䛟

ᝈ⪅は㠀ᖖに‶㊊しており，義歯の強度は分であ

ると考えられた．䠎は，㍍量化を目的に䝏タンᗋ

を応用した．䝏タンᗋの重量は7.0 gであり，義歯の 

㍍量化に有用であると考えられた．䝬シ䝙ン䜾䝉ン

ターによる直᙮り切๐加工法を応用した䝏タンᗋを

㒊分ᗋ義歯に応用したとこ䜝，㐺ྜ性，強度，㍍量

化な䛹有効であると考えられた． 

 

Ⅳ． 文献 

1） ᐩ⏣ ῟, 㞼野Ὀྐ, 近藤示, 小口ஂ．CAD/ 
CAMで製作したレジン䝟ターンのᑍ法⢭度に関

する研究 䝃䝫ート䝽ック䝇㝖ཤ๓のᑍ法⢭度． 

᪥歯大ᮾி▷大ㄅ 2013䠗 3(1): 70-76． 

2） ୕⁁ᜏ幸，北⃝ᐩ⨾，Ữ⏣ ，ఀ比 ⠜．䝏タ

ン㔠ᒓᗋ義歯䝣レームの製作に䝬シ䝙ン䜾䝉ン

ターを応用するための研究．᪥歯ᢏ工ㄅ 36(ᢒ
㘓㞟) 2015; p334. 

 

 
ᅗ䠍 切๐加工後の䝏タン䝕䜱䝇ク（䠍） 

 

ᅗ䠎 切๐加工後の䝏タン䝕䜱䝇ク（䠎） 
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O1-15 ✚ᒙ㐀形による有ᗋ義歯製作法の⮫ᗋ応用に関する㛤発
研究 
➨䠍ሗ  一体ᆺ義歯のヨ作 
○๓⏿ 㤶1)，⋢置ྖ1)，生⏣㱟平1)，片ᒸ加ዉ子1)，藤原 ᇶ1)，⣇⃝┿ኍ1)，平野⥤ኟ2)，  
ᮡᒣஂ幸2)，上⤮⌮㤶3)，清ᐑ一⚽3)，㔠大ᚿ4)

 

1)⚄ዉᕝ歯⛉大学大学院歯学研究⛉口腔機能修復学講座顎ညྜ機能回復補綴་学分野， 
2)⣚ሗシ䝇䝔ム䝈ᰴᘧ♫，3)⚄ዉᕝ歯⛉大学㝃ᒓ院ᢏ工⛉，4)原製作ᡤ 
Development study of removable plate denture by additive manufacturing and its clinical application 
Prototype of an integrated removable full denture 
Maehata K1), Tamaki K1), Ikuta R1), Kataoka K1), Fujiwara M1), Nukazawa S1), Hirano A2), Sugiyama H2), 
Inoue E3), Seimiya K3), Kanai M4) 
1)Division of Prosthodontic dentistry for function of TMJ and Occlusion, Kanagawa Dental University,  
2)Marubeni Infomation Systems Co.,Ltd, 3)Department of dental laboratory, Kanagawa Dental University 
Hospital, 4)HARA SEISAKYSYO 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ工ᴗ界で発㐩，進化してきた䝔クノロジーの

ᬑ及は，これまで手作ᴗで行われてきた歯⛉ᢏ工ኈ

による補綴置の製作法を大き䛟変化さ䛫つつある．

CAD/CAM法は，ᗈ䛟⮫ᗋ応用されているが，その加

工法の㝈界，用ᮦᩱ䜔切๐ჾලな䛹の現実的なၥ

㢟をᢪえている．一方，✚ᒙ㐀形法（additive 
manufacturing䠗AM)は，近ᖺ用機ჾ䜔ᮦᩱの㛤発

にకい，航✵Ᏹᐂ，ᘓ⠏，⮬ື㌴製㐀から་⒪用機

ჾまで大きな発ᒎ性がᮇᚅされている．そこで，₇⪅

らはAMのうち回は䜲ンクジ䜵ット方ᘧを用いたே工

歯㒊と義歯ᗋ㒊が一体となった㒊ᗋ義歯の製作を

ヨみた．さらに㧗㱋⪅にᑐする義歯着⋡のྥ上と

⾨生的な義歯をᥦ౪する目的で義歯⢓⭷㠃と㌾質

㒊に境界がない一体ᆺ義歯の製作をヨみ，その⮫

ᗋ応用の可能性についてሗ࿌する． 

 

Ⅱ． 方法 

䠍．一体ᆺ有ᗋ義歯の製作 

䠍䠅オリジナル義歯の３D䝇䜻䝱䝙ン䜾（㠀接触光学

ᘧ，ATOSCore135 Essential Line，⊂Gom♫䠅 

䠎䠅STL䝕ータの⦅㞟（䜲ン䝫ート，エラー䝏䜵ック，

䝕ータᐜ量のリ䝎クシ䝵ン，䝕ータ⦅㞟，Magics，䝧ル

䜼ーMaterialise♫䠅 

３䠅✚ᒙ㐀形による有ᗋ義歯の製作（Stratasys 
Objet CONNEX3，⡿stratasys♫䠅 

４䠅䝃䝫ート㒊の㝖ཤ，義歯㒊を⇱成（ᅗ䠍䠅． 

䠎．一体ᆺ有ᗋ義歯の⮫ᗋ応用の可能性 

䠍䠅✚ᒙ㐀形したヨ験片のᑍ法⢭度 

䜰クリルレジン製のオリジナルヨ験片４種㢮（厚䠎，

䠑，15，25 mm，６×䠔 cm䠅を３D䝇䜻䝱ンし，✚ᒙ㐀

形したヨ験片とオリジナルヨ験片とのᑍ法⢭度を䝋

䝣トウ䜵䜰上で比較した（GOM Inspect，⊂GOM♫䠅．  

䠎䠅✚ᒙ㐀形した義歯のᑍ法⢭度（ᴫ形䠅 

オリジナル義歯と✚ᒙ㐀形義歯のホⅬを設定し，

䝕ジタルノ䜼䝇 （ Digimatic Caliper CD-15APX: 

Mitutoyo♫䠅を用い，୧⪅のᑍ法⢭度を比較検討し

た． 

Ⅲ． 結果と考察 

䠍．一体ᆺ有ᗋ義歯の製作 

オリジナル義歯䝕ータをもとに✚ᒙ㐀形法（䜲ンク

ジ䜵ット方ᘧ䠅でே工歯と義歯ᗋ，および義歯⢓⭷㠃

に㌾質㒊を境界のない一体ᆺ義歯として製作

することができた． 

䠎．ヨ験片のᑍ法⢭度 

オリジナルヨ験片と✚ᒙ㐀形ヨ験片の３㎶をXYZ
座ᶆの原Ⅼで重䛽ྜわ䛫比較したとこ䜝，ྛヨ験片

の▷㎶方ྥに収⦰ഴྥ（-0.15䡚-0.30 mm䠅が認め

られた． 

３．ヨ作義歯のᑍ法⢭度（ᴫ形䠅 

オリジナル義歯との比較において，ഃ方的には上

顎で0.03䡚0.19 mmのᣑ大ഴྥ，下顎では๓方歯㒊

で0.03䡚0.12 mmのᣑ大ഴྥ，⮻歯㒊で-0.24䡚 

-0.25 mmの⦰小ഴྥを示した．๓後的には上顎で

0.12䡚0.49 mmのᣑ大ഴྥ，下顎では๓後的に๓歯

㒊で0.02䡚0.08 mmのᣑ大ഴྥ，⮻歯㒊で-0.08䡚 

-0.12 mmの⦰小ഴྥを示した． 
 

ᅗ䠍  ✚ᒙ㐀形による一体ᆺ有ᗋ義歯 
 

ᅗ䠎 オリジナルヨ験片と✚ᒙ㐀形ヨ験片の䝋

䝣トウ䜵䜰上でのᑍ法⢭度 
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O1-15 ✚ᒙ㐀形による有ᗋ義歯製作法の⮫ᗋ応用に関する㛤発
研究 
➨䠍ሗ  一体ᆺ義歯のヨ作 
○๓⏿ 㤶1)，⋢置ྖ1)，生⏣㱟平1)，片ᒸ加ዉ子1)，藤原 ᇶ1)，⣇⃝┿ኍ1)，平野⥤ኟ2)，  
ᮡᒣஂ幸2)，上⤮⌮㤶3)，清ᐑ一⚽3)，㔠大ᚿ4)

 

1)⚄ዉᕝ歯⛉大学大学院歯学研究⛉口腔機能修復学講座顎ညྜ機能回復補綴་学分野， 
2)⣚ሗシ䝇䝔ム䝈ᰴᘧ♫，3)⚄ዉᕝ歯⛉大学㝃ᒓ院ᢏ工⛉，4)原製作ᡤ 
Development study of removable plate denture by additive manufacturing and its clinical application 
Prototype of an integrated removable full denture 
Maehata K1), Tamaki K1), Ikuta R1), Kataoka K1), Fujiwara M1), Nukazawa S1), Hirano A2), Sugiyama H2), 
Inoue E3), Seimiya K3), Kanai M4) 
1)Division of Prosthodontic dentistry for function of TMJ and Occlusion, Kanagawa Dental University,  
2)Marubeni Infomation Systems Co.,Ltd, 3)Department of dental laboratory, Kanagawa Dental University 
Hospital, 4)HARA SEISAKYSYO 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ工ᴗ界で発㐩，進化してきた䝔クノロジーの

ᬑ及は，これまで手作ᴗで行われてきた歯⛉ᢏ工ኈ

による補綴置の製作法を大き䛟変化さ䛫つつある．

CAD/CAM法は，ᗈ䛟⮫ᗋ応用されているが，その加

工法の㝈界，用ᮦᩱ䜔切๐ჾලな䛹の現実的なၥ

㢟をᢪえている．一方，✚ᒙ㐀形法（additive 
manufacturing䠗AM)は，近ᖺ用機ჾ䜔ᮦᩱの㛤発

にకい，航✵Ᏹᐂ，ᘓ⠏，⮬ື㌴製㐀から་⒪用機

ჾまで大きな発ᒎ性がᮇᚅされている．そこで，₇⪅

らはAMのうち回は䜲ンクジ䜵ット方ᘧを用いたே工

歯㒊と義歯ᗋ㒊が一体となった㒊ᗋ義歯の製作を

ヨみた．さらに㧗㱋⪅にᑐする義歯着⋡のྥ上と

⾨生的な義歯をᥦ౪する目的で義歯⢓⭷㠃と㌾質

㒊に境界がない一体ᆺ義歯の製作をヨみ，その⮫

ᗋ応用の可能性についてሗ࿌する． 

 

Ⅱ． 方法 

䠍．一体ᆺ有ᗋ義歯の製作 

䠍䠅オリジナル義歯の３D䝇䜻䝱䝙ン䜾（㠀接触光学

ᘧ，ATOSCore135 Essential Line，⊂Gom♫䠅 

䠎䠅STL䝕ータの⦅㞟（䜲ン䝫ート，エラー䝏䜵ック，

䝕ータᐜ量のリ䝎クシ䝵ン，䝕ータ⦅㞟，Magics，䝧ル

䜼ーMaterialise♫䠅 

３䠅✚ᒙ㐀形による有ᗋ義歯の製作（Stratasys 
Objet CONNEX3，⡿stratasys♫䠅 

４䠅䝃䝫ート㒊の㝖ཤ，義歯㒊を⇱成（ᅗ䠍䠅． 

䠎．一体ᆺ有ᗋ義歯の⮫ᗋ応用の可能性 

䠍䠅✚ᒙ㐀形したヨ験片のᑍ法⢭度 

䜰クリルレジン製のオリジナルヨ験片４種㢮（厚䠎，

䠑，15，25 mm，６×䠔 cm䠅を３D䝇䜻䝱ンし，✚ᒙ㐀

形したヨ験片とオリジナルヨ験片とのᑍ法⢭度を䝋

䝣トウ䜵䜰上で比較した（GOM Inspect，⊂GOM♫䠅．  

䠎䠅✚ᒙ㐀形した義歯のᑍ法⢭度（ᴫ形䠅 

オリジナル義歯と✚ᒙ㐀形義歯のホⅬを設定し，

䝕ジタルノ䜼䝇 （ Digimatic Caliper CD-15APX: 

Mitutoyo♫䠅を用い，୧⪅のᑍ法⢭度を比較検討し

た． 

Ⅲ． 結果と考察 

䠍．一体ᆺ有ᗋ義歯の製作 

オリジナル義歯䝕ータをもとに✚ᒙ㐀形法（䜲ンク

ジ䜵ット方ᘧ䠅でே工歯と義歯ᗋ，および義歯⢓⭷㠃

に㌾質㒊を境界のない一体ᆺ義歯として製作

することができた． 

䠎．ヨ験片のᑍ法⢭度 

オリジナルヨ験片と✚ᒙ㐀形ヨ験片の３㎶をXYZ
座ᶆの原Ⅼで重䛽ྜわ䛫比較したとこ䜝，ྛヨ験片

の▷㎶方ྥに収⦰ഴྥ（-0.15䡚-0.30 mm䠅が認め

られた． 

３．ヨ作義歯のᑍ法⢭度（ᴫ形䠅 

オリジナル義歯との比較において，ഃ方的には上

顎で0.03䡚0.19 mmのᣑ大ഴྥ，下顎では๓方歯㒊

で0.03䡚0.12 mmのᣑ大ഴྥ，⮻歯㒊で-0.24䡚 

-0.25 mmの⦰小ഴྥを示した．๓後的には上顎で

0.12䡚0.49 mmのᣑ大ഴྥ，下顎では๓後的に๓歯

㒊で0.02䡚0.08 mmのᣑ大ഴྥ，⮻歯㒊で-0.08䡚 

-0.12 mmの⦰小ഴྥを示した． 
 

ᅗ䠍  ✚ᒙ㐀形による一体ᆺ有ᗋ義歯 
 

ᅗ䠎 オリジナルヨ験片と✚ᒙ㐀形ヨ験片の䝋

䝣トウ䜵䜰上でのᑍ法⢭度 

O1-16 VICONシ䝇䝔ムを用いた歯∳切๐ື作解析 

○బ藤ᣅ実1)，୰村 ኴ1)，ᯘ ㇏ᙪ2)，బ藤直子3)，᪻ はるか3)，小野㧗⿱3)，ዟ村ᬸ᪦4)，  
藤つᏕ1,4) 

1)新₲大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉歯学ᩍ⫱研究㛤発学分野，2)新₲大学大学院⮬↛⛉学 

研究⛉㟁Ẽሗ工学ᑓᨷ，3)新₲大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉ໟᣓ歯⛉補綴学分野，4)新
₲大学་歯学⥲ྜ院歯⛉⥲ྜデ⒪㒊 
The analysis of the tooth cutting motion by using VICON system 

 
Sato T1), Nakamura F1), Hayashi T2), Sato N3), Kon H3), Ono T3), Okumura N4), Fujii N1,4) 

1)Division of Dental Educational Reseach Development, Niigata University Graduate School of Medical 
and Dental Sciences, 2)Electrical and Information Engineering, Graduate School of Science and 
Technology, Niigata University, 3)Division of Comprehensive Prosthodontics, Niigata University 
Graduate School of Medical and Dental Sciences, 4)General Dentistry and Clinical Education Unit, 
Niigata University Medical and Dental Hospital 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，歯⛉⒪の䝕ジタル化が進䜣でいるが，≉に

歯∳形成についてはエ䜰ター䝡ン䜔䝬䜲クロ䝰ーター

➼の回㌿切๐ჾලはḞか䛫ない．形成のⰋྰは

⒪結果に大きな影響を与え，これらデ⒪ჾලをᢅう㝿

のጼໃ䜔ື作が結果にᐤ与するとこ䜝は大きいと考

えられる． 

歯⛉デ⒪ጼໃに関しては，これまでே間工学的

䜰プロー䝏から，⭌骨㢌Ⅼと᳔座㠃，および上⭎⫝関

⠇を⬗体୰ኸに置した㝿の➨䠎ᣦと目の㧗さのᕪ

によりつ定される䝩ーム䝫ジシ䝵ン(以下H.P)がᥦၐさ

れている1)．一方で᪥ᖖ⮫ᗋではྛಶேがື作し䜔

すいጼໃ，ラン䝎ム䝫ジシ䝵ン(以下R.P)をとっている．

H.P，R.P下での形成に関する研究もᩓ見される2,3)．

しかしながらこれらデ⒪ጼໃは㌟体ྛ㒊の置，

ጼໃをཝᐦにつ定するものではな䛟，またື作㛤ጞ

時Ⅼのጼໃのみをつ定しているものであり，ື作୰の

㌟体ྛ㒊の置，ጼໃを定量的にホ౯する方法

は確❧さ れていない．そこで本研究は，⾡⪅のᢏ⾡

ྥ上にᐤ与することを᭱⤊目的として，光学ᘧ䝰ーシ

䝵ン䜻䝱プ䝏䝱シ䝇䝔ム（VICON, Oxford, UK䠅を用い

て定量的に形成時のデ⒪ື作解析を行った． 

 

Ⅱ． 方法 

⿕験⪅は新₲大学་歯学⥲ྜ院にᡤᒓする⤒

験ᖺᩘ䠑ᖺ以上の⏨性歯⛉་ᖌ10ྡ（歯⛉་ᖌ群䠅 

と新₲大学歯学㒊歯学⛉䠑ᖺḟ⏨子学生10ྡ（学

生群䠅とし，⿕切๐≀は上㠃に直⥺，᭤⥺，直⥺・᭤

⥺」ྜのྛᅗ形をᥥいた石⭯ブロック３種㢮とした．

切๐にはFG䝎䜲䝲䝰ン䝗䝞ー202(ᯇ㢼)を用い，⿕

験⪅に䛂ᅗ形にἢってᣦ定した῝さで切๐する䛃よう

ᩍ示した．ື作 定用の㉥እ⥺ᑕ䝬ー䜹は，ᅜ㝿

䝞䜲オメ䜹䝙ク䝇学に‽ᣐした⿕験⪅の㌟体ྛ㒊

の体⾲，石⭯ブロックをᅛ定するྎ，ター䝡ンに設置

した．切๐はR.P下でྛᅗ形について３回䛪つ行い，

ィ䠕回のື作をVICONシ䝇䝔ムでィ した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

䝞ーのඛ➃置をᥥ⏬したᅗ形から，୧群間での

䝞ーの移ືのṇ確性に᫂らかなᕪ␗を認めた．また

㌟体ྛ㒊，䝞ーの㍈の置とጼໃ，さらに切๐時間

については୧群間で有意ᕪを認めるものがあった．

切๐ື作୰の䝞ーの㍈のഴきは๓後的，ᕥྑ的にも

ᴫ䛽±４°ᮍ‶にᅛ定され，ᶆ‽೫ᕪは1.8°ᮍ‶で

あり，䝞ーの㍈の変ືは歯⛉་ᖌ群の䜋うが小さいഴ

ྥが認められた．エ䜰ター䝡ンを᧯作する上⫥では⫪

関⠇，⫝関⠇，ᶨ骨手᰿関⠇がື作時±４°ᮍ‶

にᅛ定され，ᶆ‽೫ᕪは1.5°ᮍ‶であり，ྛ関⠇の

回㌿ゅ度の変ືは，歯⛉་ᖌ群で小さいഴྥが認

められた．⫝関⠇のᒅ᭤ゅ度，ᶨ骨手᰿関⠇のᶨᒅ

ゅ度は学生群の䜋うが大きいഴྥを示した． 

これら分析䝟ラメータより，切๐ື作時，⫪，⫝，ᶨ

骨手᰿関⠇は㧗度にᅛ定され，より㐲にあるᣦによ

りエ䜰ター䝡ンのコントロールがなされていることが示

唆された．また学生群は歯⛉་ᖌ群に比䜉，⫝，ᶨ

骨手᰿関⠇の可ື⠊ᅖが⊃まるようなጼໃをとってお

り，ື作がし䛵らいጼໃと考えられる．原ᅉとして┱

間，⬚骨上切から⿕切๐≀までの㊥離が近いこと

が考えられる．以上の結果は切๐行Ⅽの⩦⇍度，す

なわち䜲ン䝇䝒ルメントの効⋡的な用法に関する⤒

験が影響を与えることが示唆された． 

本研究においてター䝡ンによる切๐ື作時の㌟体

ྛ㒊の置，ጼໃが定量的にィ でき，そのホ౯を

するために重要な㌟体㒊の䝟ラメータが同定され

た． 

 

Ⅳ． 文献 

1） 上ṇ義. 歯⛉デ⒪時のᇶ本ጼໃ ே間工学 = 
The Japanese journal of ergonomics 2009䠗45䠖
157-162. 

2） 添⏣ ᘅ. ❐Ὕ形成のシ䝇䝔ム化のためのே間

工学的研究 ᪥歯ಖㄅ 1983䠗 26: 78-102. 

3） 古⏣႐༤䜋か. デ⒪ጼໃがᨭྎ歯形成㠃形ែ

に及䜌す影響について 䠖㠀解๗学的ே工歯ブ

リッジ  ᪥補綴ㄅ  1989䠗 33䠖 359-368. 
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O1-17 ヨ作したトレーによる顎ညྜ༳㇟法での歯列ᶍᆺのညྜ
接触の再現性 
○ᮡ❧ᑦᇛ，⚄⏣㱟平，Ᏻ⏤㤶，ᒣ本┿⏤，⏣୰㡰子，⏣୰ᫀ༤ 

 

大㜰歯⛉大学有歯補綴ညྜ学講座 
 

Reproducibility of occlusal contacts on dental casts with the bite impression for full mouth using the 

prototype tray 

Sugitatsu N, Kanda R, Yasui Y, Yamamoto M, Tanaka J, Tanaka M 

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 

 

Ⅰ． 目的 

われわれは，これまでに片顎ညྜ༳㇟用トレーに

よるညྜ༳㇟法のሗ࿌1)を行ってきた．さらに，ロン䜾

䝇䝟ンブリッジ䜔㒊分ᗋ義歯➼のᗈ⠊ᅖな補綴修復

置の༳㇟採ᚓを可能にするため顎ညྜ༳㇟

用トレーをヨ作した2)． 

本研究では，顎ညྜ༳㇟用トレーによるညྜ༳

㇟法の⮫ᗋ応用を目的とし，上下顎をู䚻に༳㇟採

ᚓする༳㇟法(以下，㏻法)と顎ညྜ༳㇟法により製

作した歯列ᶍᆺ上でのညྜ接触㒊を，⿕験⪅のည

ྜ接触㒊と比較し，ညྜ接触の再現性をㄪ䜉た． 

 

Ⅱ． 方法 

⿕験⪅は，顎口腔機能に⮬ぬ的，ぬ的に␗ᖖ

を認め䛪，ည㢌を⿕そした補綴ฎ置および▹ṇ⒪

の᪤ がないᖖⱝᖺ有歯顎⪅䠔ྡ (平ᆒᖺ㱋

25.3±1.7ṓ)とした．⿕験歯は上顎ᕥྑഃ➨一小⮻

歯から➨大⮻歯までのィ䠔本とした． 

༳㇟採ᚓには，䠎種㢮の㏻法と顎ညྜ༳㇟法

のィ３種㢮にて行った．㏻法Aでは，顎用᪤製ト

レー(⥙トレープレ䝭䜰ム，YDM♫製)と䜰ルジネート

༳㇟ᮦ(䜰ロー䝬
®
䝣䜯䜲ンプラ䝇ノー䝬ル䝉ット，ジー

シー♫製)を用し，㏻法Bでは，ಶேトレーとシリ

コーン䝂ム༳㇟ᮦ(FusionⅡ㻌䝰ノ䝣䜵䜲䝈タ䜲プ，ジー

シー♫製) を用した．顎ညྜ༳㇟法では，ヨ作

した顎ညྜ༳㇟用トレーとシリコーン䝂ム༳㇟ᮦ

(FusionⅡ 䝰ノ䝣䜵䜲䝈タ䜲プ，ジーシー♫製)を用

した． 

ညྜჾには，㏻法では平ᆒ್ညྜჾ(䝝ン䝕䜱ー

ညྜჾⅡA，ᯇ㢼)，顎ညྜ༳㇟法では⮬⏤㐠ື

ညྜჾ(V2 Full Arch，Monotrac Articulation，Utah， 

USA)を用した． 

ညྜ接触のグ㘓には，ညྜ接触検ᰝᮦ(ブルーシ

リコーン，ジーシー♫製 ) と歯接触分析置

(BITEEYE BE-1，ジーシー♫製)を用した． 

ま䛪，座にて⿕験⪅のည㢌ᔐྜにおけるᙅ

いჶみしめ時のညྜ接触を，ညྜ接触検ᰝᮦにて

グ㘓した． 

その後，㏻法および顎ညྜ༳㇟法にて༳㇟採

ᚓし，歯列ᶍᆺを製作した．そして，ྛ歯列ᶍᆺ上

のည ྜグ㘓をညྜ接触検ᰝᮦにて採ᚓした． 

口腔内ならびにᶍᆺ上のညྜグ㘓を歯接触分析

置を用いて，上下顎間㊥離⣙30 μmでညྜ接触

ീをᢳฟした．ྛညྜ接触ീを୰ᑿのညྜ小㠃の

分㢮に↷ྜし，ညྜ接触㒊を同定した．口腔内と 

ᶍᆺ上のညྜ接触㒊の比較から再現㒊ᩘと㠀

再現㒊ᩘをồめ，༳㇟法間において比較検討し

た． 

⤫ィ学的解析には，SPSS Ver.19(᪥本IBM♫製)

を用し，３群を一ඖ配置分ᩓ分析にて比較し，有意

ᕪが認められたሙྜ，Bonferroniのከ重比較検定を

行った．有意Ỉ‽を䠑䠂に設定した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

再現㒊ᩘは，㏻法Aでは6.5±1.5，㏻法Bでは

9.5±3.6，顎ညྜ༳㇟法では17.8±5.5㒊で

あった．一ඖ配置分ᩓ分析の結果，３群間に有意ᕪ

が認められたのでከ重比較を行い，ညྜ༳㇟法と㏻

法A，Bに有意ᕪが認められた(ᅗ)．㠀再現㒊ᩘ

は，㏻法Aでは21.8±4.9，㏻法Bでは19.4±3.6，

顎ညྜ༳㇟法では11.6±2.7㒊であった．一ඖ配

置分ᩓ分析の結果，３群間に有意ᕪが認められたた

め，ከ重比較を行った結果，ညྜ༳㇟法と㏻法A，B

に⤫ィ学的有意ᕪが認められた． 

顎ညྜ༳㇟法は，㏻法に比䜉再現㒊がከ䛟，

㠀再現㒊がᑡなかった．この結果は，ညྜ༳㇟法

が，下顎歯列ᘪの㛤口時のṍみ䜔歯の変の影響

をཷけに䛟いためと考えられる． 

 

Ⅳ． 文献 

1） ᯘள紀子，బ藤ṇᶞ，ஂಖ大ᶞ，⏣୰╬㒔，ྥ

憲ኵ，⏣୰ㄔஓ䜋か．歯列ᶍᆺのညྜ接触再

現性-㏻法とညྜ༳㇟法の比較-．᪥補綴ㄅ

2013䠗5䠖156-164． 

2） ᮡ❧ᑦᇛ，⚟本貴ᏹ，୰ᕝ修భ，ྥ憲ኵ，⏣

୰㡰子，⏣୰ᫀ༤．顎ညྜ༳㇟用トレーを用

いた༳㇟採ᚓがᚠ環ືែに及䜌す影響．᪥補

綴ㄅ 8・125回≉ูྕ＜http:// www.hotetsu. 

com/s/doc/sho125_4.pdf䠚; 2015: 248. 
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大㜰歯⛉大学有歯補綴ညྜ学講座 
 

Reproducibility of occlusal contacts on dental casts with the bite impression for full mouth using the 

prototype tray 

Sugitatsu N, Kanda R, Yasui Y, Yamamoto M, Tanaka J, Tanaka M 

Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 

 

Ⅰ． 目的 

われわれは，これまでに片顎ညྜ༳㇟用トレーに

よるညྜ༳㇟法のሗ࿌1)を行ってきた．さらに，ロン䜾

䝇䝟ンブリッジ䜔㒊分ᗋ義歯➼のᗈ⠊ᅖな補綴修復

置の༳㇟採ᚓを可能にするため顎ညྜ༳㇟

用トレーをヨ作した2)． 

本研究では，顎ညྜ༳㇟用トレーによるညྜ༳

㇟法の⮫ᗋ応用を目的とし，上下顎をู䚻に༳㇟採

ᚓする༳㇟法(以下，㏻法)と顎ညྜ༳㇟法により製

作した歯列ᶍᆺ上でのညྜ接触㒊を，⿕験⪅のည

ྜ接触㒊と比較し，ညྜ接触の再現性をㄪ䜉た． 

 

Ⅱ． 方法 

⿕験⪅は，顎口腔機能に⮬ぬ的，ぬ的に␗ᖖ

を認め䛪，ည㢌を⿕そした補綴ฎ置および▹ṇ⒪

の᪤ がないᖖⱝᖺ有歯顎⪅䠔ྡ (平ᆒᖺ㱋

25.3±1.7ṓ)とした．⿕験歯は上顎ᕥྑഃ➨一小⮻

歯から➨大⮻歯までのィ䠔本とした． 

༳㇟採ᚓには，䠎種㢮の㏻法と顎ညྜ༳㇟法

のィ３種㢮にて行った．㏻法Aでは，顎用᪤製ト

レー(⥙トレープレ䝭䜰ム，YDM♫製)と䜰ルジネート

༳㇟ᮦ(䜰ロー䝬
®
䝣䜯䜲ンプラ䝇ノー䝬ル䝉ット，ジー

シー♫製)を用し，㏻法Bでは，ಶேトレーとシリ

コーン䝂ム༳㇟ᮦ(FusionⅡ㻌䝰ノ䝣䜵䜲䝈タ䜲プ，ジー

シー♫製) を用した．顎ညྜ༳㇟法では，ヨ作

した顎ညྜ༳㇟用トレーとシリコーン䝂ム༳㇟ᮦ

(FusionⅡ 䝰ノ䝣䜵䜲䝈タ䜲プ，ジーシー♫製)を用

した． 

ညྜჾには，㏻法では平ᆒ್ညྜჾ(䝝ン䝕䜱ー

ညྜჾⅡA，ᯇ㢼)，顎ညྜ༳㇟法では⮬⏤㐠ື

ညྜჾ(V2 Full Arch，Monotrac Articulation，Utah， 

USA)を用した． 

ညྜ接触のグ㘓には，ညྜ接触検ᰝᮦ(ブルーシ

リコーン，ジーシー♫製 ) と歯接触分析置

(BITEEYE BE-1，ジーシー♫製)を用した． 

ま䛪，座にて⿕験⪅のည㢌ᔐྜにおけるᙅ

いჶみしめ時のညྜ接触を，ညྜ接触検ᰝᮦにて

グ㘓した． 

その後，㏻法および顎ညྜ༳㇟法にて༳㇟採

ᚓし，歯列ᶍᆺを製作した．そして，ྛ歯列ᶍᆺ上

のည ྜグ㘓をညྜ接触検ᰝᮦにて採ᚓした． 

口腔内ならびにᶍᆺ上のညྜグ㘓を歯接触分析

置を用いて，上下顎間㊥離⣙30 μmでညྜ接触

ീをᢳฟした．ྛညྜ接触ീを୰ᑿのညྜ小㠃の

分㢮に↷ྜし，ညྜ接触㒊を同定した．口腔内と 

ᶍᆺ上のညྜ接触㒊の比較から再現㒊ᩘと㠀

再現㒊ᩘをồめ，༳㇟法間において比較検討し

た． 

⤫ィ学的解析には，SPSS Ver.19(᪥本IBM♫製)

を用し，３群を一ඖ配置分ᩓ分析にて比較し，有意

ᕪが認められたሙྜ，Bonferroniのከ重比較検定を

行った．有意Ỉ‽を䠑䠂に設定した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

再現㒊ᩘは，㏻法Aでは6.5±1.5，㏻法Bでは

9.5±3.6，顎ညྜ༳㇟法では17.8±5.5㒊で

あった．一ඖ配置分ᩓ分析の結果，３群間に有意ᕪ

が認められたのでከ重比較を行い，ညྜ༳㇟法と㏻

法A，Bに有意ᕪが認められた(ᅗ)．㠀再現㒊ᩘ

は，㏻法Aでは21.8±4.9，㏻法Bでは19.4±3.6，

顎ညྜ༳㇟法では11.6±2.7㒊であった．一ඖ配

置分ᩓ分析の結果，３群間に有意ᕪが認められたた

め，ከ重比較を行った結果，ညྜ༳㇟法と㏻法A，B

に⤫ィ学的有意ᕪが認められた． 

顎ညྜ༳㇟法は，㏻法に比䜉再現㒊がከ䛟，

㠀再現㒊がᑡなかった．この結果は，ညྜ༳㇟法

が，下顎歯列ᘪの㛤口時のṍみ䜔歯の変の影響

をཷけに䛟いためと考えられる． 

 

Ⅳ． 文献 

1） ᯘள紀子，బ藤ṇᶞ，ஂಖ大ᶞ，⏣୰╬㒔，ྥ

憲ኵ，⏣୰ㄔஓ䜋か．歯列ᶍᆺのညྜ接触再

現性-㏻法とညྜ༳㇟法の比較-．᪥補綴ㄅ

2013䠗5䠖156-164． 

2） ᮡ❧ᑦᇛ，⚟本貴ᏹ，୰ᕝ修భ，ྥ憲ኵ，⏣

୰㡰子，⏣୰ᫀ༤．顎ညྜ༳㇟用トレーを用

いた༳㇟採ᚓがᚠ環ືែに及䜌す影響．᪥補

綴ㄅ 8・125回≉ูྕ＜http:// www.hotetsu. 

com/s/doc/sho125_4.pdf䠚; 2015: 248. 
 

 

ᅗ  ㏻法A，Bおよびညྜ༳㇟法の再現㒊ᩘ 

O1-18 クラウン内㒊を䝉メントがὶືするືែのほ察 

○୰村ኴ㑻1)，㞞一2)，Ọ⚽᫂3)，ᒣ本ྖᑗ1)，బ光つ3)，➉ᓥኴ㑻1)， 
⏣┿一3)，方᳃和ᶞ3)，ᯇ๓  ᅋ3)

 

1)ᮾᾏᨭ㒊，2)ᮾ関ᮾᨭ㒊，3)関すᨭ㒊 
 

Observation of the dynamic phase flowing cement in the crown inside 
 

Nakamura K1), Imai M2), Nagai H3), Yamamoto M1), Saeki M3), Takeshima K1), Tomita S3), Katamori K3), 
Natsumae M3) 
1)Tokai Branch, 2)Higashi-Kanto Branch, 3)Kansai Branch 

 
Ⅰ． 目的 

クラウン着において重要である䝉メントについて，

⿕⭷厚さヨ験䜔⛻度ヨ験のሗ࿌1)はᯛᣲにいとまが

ない．しかし，⿕⭷厚さがⷧい䝉メントを用しても，

䝉メント量がከす䛞るሙྜ䜔，䝉メントのὶືによる

ᢠによってクラウンがᾋき上がり，ညྜ接触状ែが変

化する可能性が考えられる．このၥ㢟にᑐして，クラ

ウン内㒊の䝉メントのືែをㄪᰝしたሗ࿌は見ᙜたら

ない． 

そこで本研究の目的は，ሬᕸする䝉メントの᮲௳

によって，着時のクラウン内で䝉メントが䛹のように

ὶືするかをほ察することである． 

 

Ⅱ． 方法 

⿕験歯は下顎ᕥഃ➨一大⮻歯とし，そのே工歯

（model teeth，KaVo，Biberach，Germany䠅にᑐし㍈

㠃の䝔ー䝟ーを６°，䝬ージン形ែを䝕䜱ープシ䝱ン

䝣䜯ーとするオール䝉ラ䝭ッククラウンのためのᨭྎ歯

形成を行った．このᨭྎ歯をCAD/CAM䝇䜻䝱ナ

（ARTICA auto Scan，KaVo，Biberach，Germany䠅に
て䝇䜻䝱ンし，STL䝕ータ化し，CAD䝋䝣トウ䜵䜰

（KaVo multiCAD，KaVo，Biberach，Germany䠅に取

り㎸み，クラウンを䝕䝄䜲ンした．このときのクラウンの

䝕䝄䜲ン設定は，䝉メント䝇䝨ー䝇を0.05 mmとしクラ

ウン内㠃をㄪᩚしたሙྜ（FL䠅と，䝉メント䝇䝨ー䝇を

0.10 mmとし，クラウン内㠃を㏱᫂なᖖ 重ྜレジン

で㐺ྜさ䛫たሙྜ（FW䠅の䠎᮲௳とした．CAD/CAM
クラウンはCAD/CAMシ䝇䝔ム（ARTICA Engine，
KaVo，Biberach，Germany䠅を用し，㏱᫂なPMMA
⣔ᶍᆺᮦ（C-Cast，KaVo，Biberach，Germany䠅を加

工して作製した． 

䝉メントのὶື状ែのほ察にはᶍ㐀したఝ䝉メ

ントを用いた．ఝ䝉メントは䝬クロ䝂ール15 gに歯

ᇈ㢧示（2Tone，Young Dental，Missouri，USA䠅䠍 
gとỈ䠍 gをΰ和して作製した．このఝ䝉メントをሬ

ᕸする᮲௳は，クラウン内㠃体（WC䠅，クラウン内

㠃の䝬ージンからညྜ㠃ഃ䠎 mmのᖜ（MC䠅，クラウ

ン内㠃4㍈㠃の䝣䜱䝙ッシ䝳ラ䜲ン付近にⅬ状（AC䠅，  

クラウン内㠃⥺ゅ㒊（LC䠅，ᨭྎ歯の䝣䜱䝙ッシ䝳ラ䜲

ンからညྜ㠃ഃ䠎 mmのᖜ（MA䠅，ᨭྎ歯４㍈㠃の

䝣䜱䝙ッシ䝳ラ䜲ン付近にⅬ状（AA䠅，ᨭྎ歯⥺ゅ㒊

（LA䠅，ᨭྎ歯⥺ゅ㒊と４㍈㠃の䝣䜱䝙ッシ䝳ラ䜲ン付

近にⅬ状（PA䠅とした．ྛ᮲௳でクラウン着を定

し，ညྜ㠃に手ᣦᅽ（⣙３ kg䠅で10⛊間の荷重を与

えた． 

荷重୰のクラウン内のఝ䝉メントのືែをື⏬

影し，どぬ的にホ౯した．また，荷重負荷後にクラ

ウン内㠃にఝ䝉メントᾐ㏱する様相をどぬ的に比

較した．クラウンのᾋき上がりは，᥈㔪を用いてᨭྎ歯

とのẁᕪを触デした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

クラウン着時において，㏱᫂なクラウン内での

ఝ䝉メントのὶືືែをほ察した結果， 

1. ఝ䝉メントがクラウン内にᆒ一にᾐ㏱したのは，

FWのPAであった． 

2. クラウン内へのఝ䝉メントのᾐ㏱が༑分であ

ったのは，FLのMC，FLのAC，FWのMA，FWの

AA，FLのLA，FWのLA，FLのPAであった． 
3. ᾐ㏱したఝ䝉メント୰にẼἻを認めたのは，FL
のWC，MC，AC，LCであった． 

4. クラウンのᾋき上がりを認めたのは，FLのWC，

MC，AC，LCであった． 
5. ື⏬のほ察からクラウン内へのఝ䝉メントのᾐ

㏱がᆒ一であったのはFWのPAであった． 

以上から，䝉メントをクラウン内㒊のᨭྎ歯との間

㝽にᆒ一にᾐ㏱さ䛫，クラウンのᾋき上がりを㜵Ṇす

るためには，ᨭྎ歯との㐺ྜⰋዲであることと，かつ

䝉メントをሬᕸする㒊をᨭྎ歯の一㒊に㝈定する

ことが有効である可能性が示唆された．後は設定

᮲௳を㑅定し，検ドするண定である． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 加藤⿱光，➟原  ⤀，ᮌ村幸平，ዟ野  ᨷ．

CAD/CAMクラウンの䝔ー䝟ー，䝉メント䝇䝨ー

䝇と⛻度が㐺ྜに与える影響．᪥補綴ㄅ 

2009; 1: 139-147. 
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O1-19 新つ加ᅽ成形用䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇の機Ე的
性質の検討 
○ᯇ村ⱸ⏤子，㥖⏣  ர，Ⳣ野᱒子，ᯘ  ᘓ一㑻，進  ༓，大➉ᚿಖ，୕ᾆᏹஅ 

 

ᮾி་⛉歯⛉大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉ᦤ㣗機能ಖᏑ学分野 
 

Mechanical property of new pressable lithium disilicate glass ceramics 
 

Matsumura M, Komada W, Sugano K, Hayashi K, Shin C, Otake S, Miura H 
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，㔠ᒓ䜰レル䜼ーへのᠱᛕ及びᑂ⨾にᑐす

る関ᚰの㧗まりにకい，メタル䝣リー修復がᛴ㏿にᬑ

及してきている．≉に䝉ラ䝭ック䝇にᑐする研究㛤発の

Ṕྐは古䛟，ᮦᩱの質的ᨵⰋと共に䜻䝱䝇ト法，プ

レ䝇法，CAD/CAMで用いられる研๐法な䛹ᢏ⾡的

ᨵⰋの研究もከᒱにわたり行われている．㧗いᑂ⨾

性を有するも強度にຎる㠃があるというその性質から，

機Ე的性質についての研究は重要と考えられる． 

そこで，本研究では㧗強度，㧗ᑂ⨾性，化学的Ᏻ

定性をව䛽ഛえたᮦᩱとしてὀ目が㧗い歯⛉加ᅽ成

形用䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇の機Ე的性質

について，ᢏ工᧯作が⡆౽になるよう䝣ッ㓟を用䛫

䛪応ᒙ㝖ཤが可能となった新つ製ရとᚑ᮶製ရと

の᭤䛢強度を比較検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

ᮦᩱには䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇として，

新つ製ရである䜲䝙シ䝱ルLiSiプレ䝇(LS，GC♫製)及

びᚑ᮶製ရであるe.max Press(EM，Ivoclar Vivadent 
♫製)を用いた． 

ヨᩱ作製は䜰クリル製䝟ターンを用い，メー䜹ー

ᣦ示㏻りᇙἐ，䝣䜯ーネ䝇内で䝟ターン↝༷の後，

メー䜹ー᥎ዡのプレ䝇プロ䜾ラムにて4.0×1.0×20.0 
mmのᯈ状ヨ験片を作製した．LSはプレ䝇後䜺ラ䝇

䝡ー䝈ブラ䝇䝔䜱ン䜾のみ行い，EMは䜺ラ䝇䝡ー䝈ブ

ラ䝇䝔䜱ン䜾，䝣ッ㓟ฎ⌮，䜰ル䝭ナ䝃ン䝗ブラ䝇䝔䜱

ン䜾を行い，୧⪅#1000の⪏Ỉ研ᦶ⣬にて研ᦶを

行った． 

実験方法は能ヨ験機(AUTOGRAPH AGS-H㸪

ᓥὠ製作ᡤ)によりእ㒊ᨭⅬ間㊥離15 mm，クロ䝇

䝦ッ䝗䝇䝢ー䝗1.0 mmの᮲௳で３Ⅼ᭤䛢ヨ験を

ISO6872(2015)に‽じて行った1)．なお，ヨᩱは10本

䛪つ作製し実験を行った． 

ᚓられたヨ験್はLevene検定にて分ᩓ分析及び

T検定にて有意ᕪ検定(p<0.05)を行った． 

Ⅲ． 結果と考察 

EM及びLSの機Ე的性質(᭤䛢強さ)及びᶆ‽೫

ᕪをᅗに示す．୧⪅の 定್間に有意ᕪは見られ

なかった． 

上グ結果より，本研究で用した䠎種㢮のᮦᩱは

同⛬度の᭤䛢強度を有していると考えられる．また，

新つ製ရはᚑ᮶製ရと比較して応ᒙ㝖ཤ㐣⛬を

ᚲ要と䛫䛪ᢏ工᧯作が⡆౽で⣙15䡚20分の時間▷

⦰をᅗることができる．以上の䠎Ⅼから，新つ製ရで

ある䜲䝙シ䝱ルLiSiプレ䝇の㧗い⮫ᗋ的有用性が示

唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Tang X, Tang C, Su H, Luo H, Nakamura T, 
Yatani H. The effects of repeated heat-pressing 
on the mechanical properties and microstructure 
of IPS e.max Press. J Mech Behav Biomed 
Mater 2014; 40: 390-396. 
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O1-19 新つ加ᅽ成形用䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇の機Ე的
性質の検討 
○ᯇ村ⱸ⏤子，㥖⏣  ர，Ⳣ野᱒子，ᯘ  ᘓ一㑻，進  ༓，大➉ᚿಖ，୕ᾆᏹஅ 

 

ᮾி་⛉歯⛉大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉ᦤ㣗機能ಖᏑ学分野 
 

Mechanical property of new pressable lithium disilicate glass ceramics 
 

Matsumura M, Komada W, Sugano K, Hayashi K, Shin C, Otake S, Miura H 
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，㔠ᒓ䜰レル䜼ーへのᠱᛕ及びᑂ⨾にᑐす

る関ᚰの㧗まりにకい，メタル䝣リー修復がᛴ㏿にᬑ

及してきている．≉に䝉ラ䝭ック䝇にᑐする研究㛤発の

Ṕྐは古䛟，ᮦᩱの質的ᨵⰋと共に䜻䝱䝇ト法，プ

レ䝇法，CAD/CAMで用いられる研๐法な䛹ᢏ⾡的

ᨵⰋの研究もከᒱにわたり行われている．㧗いᑂ⨾

性を有するも強度にຎる㠃があるというその性質から，

機Ე的性質についての研究は重要と考えられる． 

そこで，本研究では㧗強度，㧗ᑂ⨾性，化学的Ᏻ

定性をව䛽ഛえたᮦᩱとしてὀ目が㧗い歯⛉加ᅽ成

形用䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇の機Ე的性質

について，ᢏ工᧯作が⡆౽になるよう䝣ッ㓟を用䛫

䛪応ᒙ㝖ཤが可能となった新つ製ရとᚑ᮶製ရと

の᭤䛢強度を比較検討した． 

 

Ⅱ． 方法 

ᮦᩱには䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇として，

新つ製ရである䜲䝙シ䝱ルLiSiプレ䝇(LS，GC♫製)及

びᚑ᮶製ရであるe.max Press(EM，Ivoclar Vivadent 
♫製)を用いた． 

ヨᩱ作製は䜰クリル製䝟ターンを用い，メー䜹ー

ᣦ示㏻りᇙἐ，䝣䜯ーネ䝇内で䝟ターン↝༷の後，

メー䜹ー᥎ዡのプレ䝇プロ䜾ラムにて4.0×1.0×20.0 
mmのᯈ状ヨ験片を作製した．LSはプレ䝇後䜺ラ䝇

䝡ー䝈ブラ䝇䝔䜱ン䜾のみ行い，EMは䜺ラ䝇䝡ー䝈ブ

ラ䝇䝔䜱ン䜾，䝣ッ㓟ฎ⌮，䜰ル䝭ナ䝃ン䝗ブラ䝇䝔䜱

ン䜾を行い，୧⪅#1000の⪏Ỉ研ᦶ⣬にて研ᦶを

行った． 

実験方法は能ヨ験機(AUTOGRAPH AGS-H㸪

ᓥὠ製作ᡤ)によりእ㒊ᨭⅬ間㊥離15 mm，クロ䝇

䝦ッ䝗䝇䝢ー䝗1.0 mmの᮲௳で３Ⅼ᭤䛢ヨ験を

ISO6872(2015)に‽じて行った1)．なお，ヨᩱは10本

䛪つ作製し実験を行った． 

ᚓられたヨ験್はLevene検定にて分ᩓ分析及び

T検定にて有意ᕪ検定(p<0.05)を行った． 

Ⅲ． 結果と考察 

EM及びLSの機Ე的性質(᭤䛢強さ)及びᶆ‽೫

ᕪをᅗに示す．୧⪅の 定್間に有意ᕪは見られ

なかった． 

上グ結果より，本研究で用した䠎種㢮のᮦᩱは

同⛬度の᭤䛢強度を有していると考えられる．また，

新つ製ရはᚑ᮶製ရと比較して応ᒙ㝖ཤ㐣⛬を

ᚲ要と䛫䛪ᢏ工᧯作が⡆౽で⣙15䡚20分の時間▷

⦰をᅗることができる．以上の䠎Ⅼから，新つ製ရで

ある䜲䝙シ䝱ルLiSiプレ䝇の㧗い⮫ᗋ的有用性が示

唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Tang X, Tang C, Su H, Luo H, Nakamura T, 
Yatani H. The effects of repeated heat-pressing 
on the mechanical properties and microstructure 
of IPS e.max Press. J Mech Behav Biomed 
Mater 2014; 40: 390-396. 

 

 
ᅗ 䜿䜲㓟リ䝏ウム䜺ラ䝇䝉ラ䝭ック䝇の機Ე的性質 

O1-20 䝙ッ䜿ルで่⃭したゅ化細胞とᶞ状細胞におけるプレ䜻シ
ン-䝉䝬䝣䜷リンのືែ解析 
○༡  憲一，Ώ㑓  ᜨ，ᕷᕝဴ㞝 

 

ᚨᓥ大学大学院་歯⸆学研究㒊口腔顎㢦㠃補綴学分野 

Analysis of plexin-semaphorin interaction in keratinocytes and dendritic cells stimulated with nickel 

Minami N, Watanabe M, Ichikawa T 
Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Tokushima University Graduate School of Biomedical Sciences 

 
Ⅰ． 目的 

㔠ᒓを用いることがከい補綴歯⛉⒪には，ᖖに

㔠ᒓ䜰レル䜼ー発のリ䝇クがあり，原ᅉ㔠ᒓを㝖ཤ

するという⒪方法が確❧しているものの，よりᝈ⪅負

ᢸのᑡない⒪法䜔デ断法の㛤発には，本質的な

ែ解᫂がᚲ要である． 

ᡃ䚻はこれまでに䝙ッ䜿ル（nickel: Ni䠅䜰レル䜼ー

䝰䝕ル䝬ウ䝇を作製してែ解析を行い，ᶞ状細胞

（dendritic cells: DC䠅を୰ᚰとした免疫応により，㔠

ᒓ䜰レル䜼ーのែが形成されていることを᫂らかと

した．また，Ni䜰レル䜼ー発㐣⛬において，DCが

MAP䜻ナー䝊䜹䝇䜿ー䝗をして䜰レル䜼ー応を

制御していることを᫂らかにした1,2)． 

DCが㔠ᒓᢠ原に接触することが䜰レル䜼ー発に

重要であるが，皮䜔⢓⭷に付着した㔠ᒓが᭱ึに

接触するのは䜿ラ䝏ノ䝃䜲ト（keratinocyte: KC䠅である． 

KCは皮をᵓ成する成分のなかで大㒊分を༨める

細胞であり，㔠ᒓが付着した時Ⅼで，あるいは㔠ᒓが

上皮を㏻㐣して上皮下結ྜ組織に฿㐩する㐣⛬で，

㔠ᒓにᑐしてKCがఱらかの応を示す可能性が㧗

いと考えられるが，それを᫂らかにした研究は㠀ᖖに

ᑡない．回ᡃ䚻は，さま䛦まな免疫応に関与する

ことが᫂らかとなってきているPlexin-Semaphorinの相

互作用にὀ目し，Niで่⃭したKCとDC上に発現す

るPlexinおよびSemaphorinのືែを解析したのでሗ

࿌する． 

 

Ⅱ． 方法 

1. 細胞培養方法 

䝬ウ䝇KC細胞ᰴPam2.12を10䠂 FCS DMEMで培

養し用した． 

DC は C57BL/6J 㞤䝬ウ䝇骨㧊に GM-CSF 10 
ng/mlを３回/䠍㐌間加えてRPMI-1640୰で培養し，

分化ㄏᑟした． 

2. Ni่⃭時のPlexin，Semaphorin発現解析方法 

Pam2.12を䠍 μmol/ml NiCl2で่⃭し，่⃭により

変化する分子を䝇クリー䝙ン䜾するため，PlexinA1，

B1，B2，およびIntegrinの⤒時的変化を䝣ロー䝃䜲トメ 

トリーでほ察した．さらに，Plexin-Semaphorin下ὶの

MAP䜻ナー䝊のືែをウ䜵䝇タンブロット法で解析し

た． 

また，䠍の方法で分化ㄏᑟしたDCを䠍 μmol/ml 
iCl2で่⃭し，DC上に発現するSemaphorin 4D 
（CD100䠅の⤒時的変化を䝣ロー䝃䜲トメトリーでほ察

した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

Niで่⃭した後，KC上ではPlexin B2とIntegrin䃑4

の発現がቑ強していた．また，MAP䜻ナー䝊の୰で

もERKとp38の⤒時的なά性化がみられた．一方DC
上では，Ni่⃭12時間後までに Semaphorin 4Dが⤒

時的に発現ቑ強していた． 

Semaphorin 4DはPlexin B1，B2と結ྜすることが

▱られている．回のᡃ䚻の実験で，Niの่⃭によ

りKC上ではPlexin B2が，DC上ではSemaphorin 4D
がቑ強することが᫂らかとなった．㔠ᒓ䜰レル䜼ー発

㐣⛬において，KCが⅖≀質を⏘生し，䜰レル

䜼ーにకう皮⅖をㄏᑟしていることがሗ࿌されて

いるが3)，回の実験で，DCからT細胞へᢠ原ሗ

がఏわる๓に，KCとDCとのPlexin-Semaphorin分子

をした相互作用によって，䜰レル䜼ーの発機ᗎ

に関与している可能性が示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Watanabe M, Ishimaru N, Ichikawa T et al. A 
novel DC therapy with manipulation of MKK6 
gene on nickel allergy in mice. PLoS One 2011; 
6: e19017. 

2） Ώ㑓  ᜨ．実験的䝙ッ䜿ル䜰レル䜼ー䝰䝕ルに

ᶵ⬟ゎᯒ㸬ࡢ⬊T⣽ᙺࡢ⬊ᶞ≧⣽ࡿࡅ࠾

ᅄᅜṑㄅ 2004; 17: 47-60. 
3） Ashrin MN, Watanabe M, Ichikawa T, Ishimaru 

N et al. A critical role for thymic stromal 
lymphopoietin in nickel-induced allergy in mice. 
J Immnol 2014; 192: 4025-4031. 
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O1-21 歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーにᑐする⒪関㐃䝕ータを用いた䜰レ
ル䜼ー状発原ᅉᅉ子の検討 
○㧗ᒸ⏤㑣，ᐑ  ⚟子，㛗⃝㯞Ἃ子，⛅葉ዉ⨾，⛅葉㝧，㨶ᓥ⨾ 

 

新₲大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉生体歯⛉補綴学分野 

Analysis of metal allergy patients visited Niigata University Medical and Dental Hospital 

Takaoka Y, Miya F, Nagasawa M, Akiba N, Akiba Y, Uoshima K 
Division of Bio-Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences 

 
Ⅰ． 目的 

歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーは，⮫ᗋ状としてᤸ㋲⮋

⑁，口腔ᡥ平ⱏⓄ䜔␗ờ性‵⑈な䛹の皮・⢓⭷

状をច㉳する可能性がᣦされているが，のᅉ

子の関与に関しては᫂確になっていない．新₲大学

་歯学院㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶では歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーᝈ⪅⒪を20ᖺにわたり実している．本ሗ

࿌は2010ᖺから2016ᖺまでの䠓ᖺ間に本院㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーእ᮶をཷデしたᝈ⪅䝕ータより歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ー，口腔内៏性⅖ᕢ，皮⢓⭷ᝈをᢳฟ

し，ែの分析➼によって，これらの関㐃を検⣴する

ことを目的とする． 

 

Ⅱ． 方法 

2010ᖺから2016ᖺまでの歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶

ཷデᝈ⪅の⮫ᗋ䝕ータより，性ู，ᖺ㱋，皮・⢓⭷

ᝈデ断，歯⛉㔠ᒓシリー䝈䝟ッ䝏䝔䝇ト結果，口腔

内㔠ᒓ㟁子⥺䝬䜲クロ䜰ナラ䜲䝄ー分析結果，X⥺⏬

ീデ断，歯࿘，᰿ᑤᕢ，䜹リエ䝇な䛹をᢳฟし，

ᝈ⪅ືែ，ᝈែを分析する． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

皮⢓⭷ᝈ➼により，㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関与を

って歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶をཷデし，皮⛉に

て䝟ッ䝏䝔䝇トをཷけたᝈ⪅のうち，䝟ッ䝏䝔䝇トにお

いて㝧性㔠ᒓのᏑᅾを示したᝈ⪅(㔠ᒓ䜰レル䜼ー

ᝈ⪅)は体の51.7䠂であった．᭦に㔠ᒓ䜰レル

䜼ーᝈ⪅のうち，口腔内に䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性を示す

㔠ᒓඖ⣲（歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ー⿕㔠ᒓ䠅をಖ有す

るᝈ⪅（歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅䠅のྜは29.95䠂

であった．ཷデᝈ⪅，㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅，歯⛉㔠

ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅における⏨ዪ比は，い䛪れも

䠍:2.6, 䠍:2.8, 䠍:3.0であり，㔠ᒓ䜰レル䜼ー，歯⛉㔠

ᒓ䜰レル䜼ー発㢖度はዪ性で㧗かった．䝟ッ䝏䝔

䝇ト㝧性⋡の㧗い㔠ᒓはCo, Ni, Pd, Cr, Auであり，

䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性㔠ᒓの内，口腔内にಖ有⋡の㧗い

㔠ᒓは，Au, Pd, Zn, Cu, Inであった．歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーᝈ⪅における皮⢓⭷ᝈのྜはᤸ㋲⮋

⑁（PPP䠅，口腔ᡥ平ⱏⓄ（OLP䠅，␗ờ性‵⑈

（DE䠅，接触皮⅖（CD䠅がそれ䛮れ36.8䠂, 12.9䠂, 

19.4䠂, 17.7䠂であった．歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶

ཷデᝈ⪅の皮⢓⭷ᝈに着目し，䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧

性ඖ⣲ಖ有⋡（M䠅，䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性㔠ᒓの口腔内 

ಖ有⋡（D)，歯性ᕢಖ有⋡（C䠅を比較すると，PPP
で は M:D:C=46:28:61( 䠂 ) ， OLP で は M:D:C= 

68:42:31(䠂)，DEではM:D:C=55:36:61(䠂)，CDでは

M:D:C=70:37:57(䠂)であった（⾲䠅．皮⢓⭷ᝈ

における歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ー，口腔内៏性⅖ᕢ

の関与に関してPPPとDE，CDにおいては歯性ᕢ

ឤ染，㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関与のྜが㧗䛟，OLPに
おいては㔠ᒓ䜰レル䜼ー，歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関

与のྜが㧗い可能性が示唆された．⮫ᗋ的には

い䛪れのᝈにおいても，歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅

及び歯性ᕢឤ染ᕢಖ有ᝈ⪅において，㔠ᒓ㝖ཤ

置⒪法，歯性ᕢ⒪が状の⤒㐣に影響する

ことがሗ࿌されている．後はこれらのᝈ⪅の加⒪

後の状変化について㏣㊧ㄪᰝを行い，加⒪効果

についても検⣴を行う． 

⾲ 
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O1-21 歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーにᑐする⒪関㐃䝕ータを用いた䜰レ
ル䜼ー状発原ᅉᅉ子の検討 
○㧗ᒸ⏤㑣，ᐑ  ⚟子，㛗⃝㯞Ἃ子，⛅葉ዉ⨾，⛅葉㝧，㨶ᓥ⨾ 

 

新₲大学大学院་歯学⥲ྜ研究⛉生体歯⛉補綴学分野 

Analysis of metal allergy patients visited Niigata University Medical and Dental Hospital 

Takaoka Y, Miya F, Nagasawa M, Akiba N, Akiba Y, Uoshima K 
Division of Bio-Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences 

 
Ⅰ． 目的 

歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーは，⮫ᗋ状としてᤸ㋲⮋

⑁，口腔ᡥ平ⱏⓄ䜔␗ờ性‵⑈な䛹の皮・⢓⭷

状をច㉳する可能性がᣦされているが，のᅉ

子の関与に関しては᫂確になっていない．新₲大学

་歯学院㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶では歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーᝈ⪅⒪を20ᖺにわたり実している．本ሗ

࿌は2010ᖺから2016ᖺまでの䠓ᖺ間に本院㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーእ᮶をཷデしたᝈ⪅䝕ータより歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ー，口腔内៏性⅖ᕢ，皮⢓⭷ᝈをᢳฟ

し，ែの分析➼によって，これらの関㐃を検⣴する

ことを目的とする． 

 

Ⅱ． 方法 

2010ᖺから2016ᖺまでの歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶

ཷデᝈ⪅の⮫ᗋ䝕ータより，性ู，ᖺ㱋，皮・⢓⭷

ᝈデ断，歯⛉㔠ᒓシリー䝈䝟ッ䝏䝔䝇ト結果，口腔

内㔠ᒓ㟁子⥺䝬䜲クロ䜰ナラ䜲䝄ー分析結果，X⥺⏬

ീデ断，歯࿘，᰿ᑤᕢ，䜹リエ䝇な䛹をᢳฟし，

ᝈ⪅ືែ，ᝈែを分析する． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

皮⢓⭷ᝈ➼により，㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関与を

って歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶をཷデし，皮⛉に

て䝟ッ䝏䝔䝇トをཷけたᝈ⪅のうち，䝟ッ䝏䝔䝇トにお

いて㝧性㔠ᒓのᏑᅾを示したᝈ⪅(㔠ᒓ䜰レル䜼ー

ᝈ⪅)は体の51.7䠂であった．᭦に㔠ᒓ䜰レル

䜼ーᝈ⪅のうち，口腔内に䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性を示す

㔠ᒓඖ⣲（歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ー⿕㔠ᒓ䠅をಖ有す

るᝈ⪅（歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅䠅のྜは29.95䠂

であった．ཷデᝈ⪅，㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅，歯⛉㔠

ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅における⏨ዪ比は，い䛪れも

䠍:2.6, 䠍:2.8, 䠍:3.0であり，㔠ᒓ䜰レル䜼ー，歯⛉㔠

ᒓ䜰レル䜼ー発㢖度はዪ性で㧗かった．䝟ッ䝏䝔

䝇ト㝧性⋡の㧗い㔠ᒓはCo, Ni, Pd, Cr, Auであり，

䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性㔠ᒓの内，口腔内にಖ有⋡の㧗い

㔠ᒓは，Au, Pd, Zn, Cu, Inであった．歯⛉㔠ᒓ䜰レ

ル䜼ーᝈ⪅における皮⢓⭷ᝈのྜはᤸ㋲⮋

⑁（PPP䠅，口腔ᡥ平ⱏⓄ（OLP䠅，␗ờ性‵⑈

（DE䠅，接触皮⅖（CD䠅がそれ䛮れ36.8䠂, 12.9䠂, 

19.4䠂, 17.7䠂であった．歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーእ᮶

ཷデᝈ⪅の皮⢓⭷ᝈに着目し，䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧

性ඖ⣲ಖ有⋡（M䠅，䝟ッ䝏䝔䝇ト㝧性㔠ᒓの口腔内 

ಖ有⋡（D)，歯性ᕢಖ有⋡（C䠅を比較すると，PPP
で は M:D:C=46:28:61( 䠂 ) ， OLP で は M:D:C= 

68:42:31(䠂)，DEではM:D:C=55:36:61(䠂)，CDでは

M:D:C=70:37:57(䠂)であった（⾲䠅．皮⢓⭷ᝈ

における歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ー，口腔内៏性⅖ᕢ

の関与に関してPPPとDE，CDにおいては歯性ᕢ

ឤ染，㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関与のྜが㧗䛟，OLPに
おいては㔠ᒓ䜰レル䜼ー，歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーの関

与のྜが㧗い可能性が示唆された．⮫ᗋ的には

い䛪れのᝈにおいても，歯⛉㔠ᒓ䜰レル䜼ーᝈ⪅

及び歯性ᕢឤ染ᕢಖ有ᝈ⪅において，㔠ᒓ㝖ཤ

置⒪法，歯性ᕢ⒪が状の⤒㐣に影響する

ことがሗ࿌されている．後はこれらのᝈ⪅の加⒪

後の状変化について㏣㊧ㄪᰝを行い，加⒪効果

についても検⣴を行う． 

⾲ 
 

 
 

ᅗ 䝟ッ䝏䝔䝇ト及びEPMA結果 

O1-22 化学ྜ成法と加⇕ฎ⌮をしたナノᵓ㐀析ฟ純䝏タン㔠ᒓ
⾲㠃の生体㐺ྜ性 
○藤ᑿ⨾✑，小ṇ  ⪽，すᓮ  ᏹ，関野  ᚭ，ᒸᓮ定ྖ 

 

大㜰歯⛉大学 

Biocompability of titanium surface nanostructures following chemical processing and heat treatment 

Fujio M, Komasa S, Nishizaki H, Sekino T, Okazaki J 
Osaka Dental University 

 
Ⅰ． 目的 

われわれは䝏タンྜ㔠を濃䜰ル䜹リ修飾し，加⇕ฎ

⌮をすことで，ナノᵓ㐀を結ᬗ化さ䛫ラット骨㧊細

胞のึᮇ接着および◳組織分化ㄏᑟ能のྥ上にᐤ

与することを᫂らかにした．そこで，本研究では加⇕

ฎ⌮を付与したナノᵓ㐀析ฟ純䝏タン㔠ᒓがラットの

骨㧊細胞のึᮇ接着能および◳組織分化ㄏᑟ能に

与える影響について比較検討することを目的とした． 

 

Ⅱ． 方法 

実験ᮦᩱとしてᕷ㈍のJIS䠎⣭純䝏タン㔠ᒓᯈを

用し，⾲㠃にTNSを析ฟさ䛫たものを実験群，䠀

2000まで研☻したものをᑐ↷群として用した．その

後，ྛ種ヨᩱを200, 400, 600, 800䉝にて加⇕ฎ⌮

を行った．ヨᩱの⾲㠃ᵓ㐀はSEM,SPMにてほ察した．

ヨᩱ⾲㠃におけるඖ⣲分析をXPSにて行った．ྛヨ

ᩱ⾲㠃における結ᬗᵓ㐀をTF-XRDにて解析した．

また， ␃Ỉを用して接触ゅを 定した． 

ḟに，生後䠓㐌㱋のSD⣔㞝性ラットの୧ഃ大⭣骨

から骨㧊間葉細胞を採取後，３௦目を実験に౪した．

培養䠍, ３, ６, 24時間後の骨㧊細胞のึᮇ接着能，

培養後14，21᪥後のALPά性および21᪥後のオ䝇

䝔オ䜹ルシンの⏘生量および䜹ルシウムの析ฟ量を

 定した．また，培養㛤ጞ䠍, ３, ６, 24時間後のウシ

⾑清䜰ルブ䝭ンの྾着量について比較・検討した． 

⤫ィ学的解析には，ྛ 定್に一ඖ配置分ᩓ分

析を行った後，Tukeyのከ重比較検定を行った．有意

Ỉ‽は䠑䠂とした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

SEM，SPMのᡤ見では，ᑐ↷群でらかなീがほ

察されるのにᑐし，㻞㻜㻜䉝，㻠㻜㻜䉝，㻢㻜㻜䉝の加⇕ฎ⌮

をした実験群ではナノレ䝧ルのネット䝽ークノジ䝳ー

ルᵓ㐀がほ察された．ナノレ䝧ルのノジ䝳ールのRa್
は㻞㻜㻜䉝，㻠㻜㻜䉝，600䉝の加⇕ฎ⌮をした実験群 

ではᑐ↷群と比較して⣙13.0 nmとపい್を示した．

しかし，㻤㻜㻜䉝の加⇕ฎ⌮をした実験群では，ᑐ↷

群のRa್と䜋䜌同一の್を示した．XPSのほ察では

加⇕ 度変化によるᕪ␗は認められなかった．TF-

XRDの解析では㻢㻜㻜䉝で結ᬗが成㛗しጞめ，㻤㻜㻜䉝

でナノᵓ㐀の◚ቯとともに結ᬗ化しているという

結果を示した． 

ึᮇ接着および分化ㄏᑟ䝬ー䜹ーはてのィ 

時間において，実験群でᑐ↷群と比較して有意ᕪが

認められ，㻢㻜㻜䉝で᭱も㧗い್を示した．また，䜰ル

ブ䝭ンの྾着量も㻢㻜㻜䉝で᭱も㧗い್を示した．以上

の結果により，濃䜰ル䜹リฎ⌮により純䝏タン㔠ᒓ⾲

㠃に析ฟさ䛫たナノᵓ㐀への㻢㻜㻜䉝加⇕ฎ⌮がラット

の骨㧊細胞および䜰ルブ䝭ンのึᮇ接着能を᭱もྥ

上さ䛫ることが᫂らかとなった． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Su Y, Komasa S, Sekino T, Nishizaki H, 
Okazaki J. Characterization and Bone 
Differentiation of Nanoporous Structure 
Fabricated on Ti6Al4V Alloy. J Nanomater 
2015; http://dx.doi.org/10.1155/2015/358951. 
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O1-23 ロ䜿ーターを用いた下顎䜲ンプラントオー䝞ー䝕ン䝏䝱ーに
おける顎ሐの負ᢸᅽの検ド 
○బ藤ᏹ᫂，小ᯘ⌶ஓ，㧗藤ᜤ子，୕ᾆ┿ᝅ，ᶓ⏣  ₶，小ᒣ⏣ຬኴ㑻，㰺藤⿱⨾子， 
近藤ᑦ▱ 
ᒾ手་⛉大学歯学㒊補綴・䜲ンプラント学講座 

Evaluation of stress distribution of mandibular implant overdenture in locator attachment 

Satoh H, Kobayashi T, Takafuji K, Miura S, Yokota J, Oyamada Y, Saito Y, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 

 
Ⅰ． 目的 

超㧗㱋♫の進行にకい，㒊ᗋ義歯着⪅の

ྜは75ṓ以上の㧗㱋⪅で30䠂，80ṓ以上では50䠂

を超える．㧗㱋⪅་⒪においてᗋ義歯⒪の成ྰは

㧗㱋⪅のQOLの⥔ᣢ・ྥ上のためには重要な要⣲と

なる．一方で，顎骨が㧗度に྾収した↓歯顎⪅がቑ

加し，ᚑ᮶の㒊ᗋ義歯（CD䠅でのᑐ応がᅔ㞴な

がቑ加ഴྥにある．このようなᝈ⪅にᑐして，2002

ᖺに発⾲されたMcGill consensus1䠅では䛂下顎↓歯顎

の補綴⒪における➨一の㑅ᢥ⫥は䠎本の䜲ン

プラント体でᨭᣢする䜲ンプラントオー䝞ー䝕ン

䝏䝱ー（IOD䠅である䛃とᥦ言している．下顎IODは，

ᄮ機能，発㡢機能，ᛌ㐺性な䛹の様䚻な㠃で，ᚑ᮶

の㒊ᗋ義歯より⒪効果はඃれているとのሗ࿌が

されている．しかし，IODにおける，義歯ᗋの形ែ，ே

工歯のᩘ，ညྜ様ᘧ，䜰タッ䝏メントの㑅ᢥな䛹補綴

置の設ィᣦ㔪はᮍ䛰確❧はされていない．これま

でのIODの研究は，䜲ンプラント体と࿘ᅖ組織にかか

る力をシ䝭䝳レーシ䝵ンしたものがከ䛟，䜲ンプラント体

の上㒊ᵓ㐀である義歯をして顎ሐ⢓⭷䜔顎骨にか

かる力を 定し，上㒊ᵓ㐀の設ィを検討したሗ࿌は

ᑡない．そこで，本研究ではCDと比較してIODが顎ሐ

⢓⭷に䛹のようなᅽ負ᢸ㍍ῶ効果を及䜌しているかを

比較検討した．加えて，䜰タッ䝏メントの⥔ᣢ力の㐪い

が，顎ሐ⢓⭷へのᅽ負ᢸに変化を与えるのか検ドし

たのでሗ࿌する． 

 

Ⅱ． 方法 

下顎↓歯顎ᶍᆺの୧ഃ≟歯相ᙜ㒊に，䠎本の䜲ン

プラント体（直径  3 . 7 5  m m，㛗さ  1 1 . 5  m m，

Bränemark System® MkⅢ㻌 Groovy RP，Nobel 
Biocare, Sweden䠅を௬ညྜ平㠃に垂直にᇙධした．

䜰タッ䝏メントはロ䜿ーター（Nobel Biocare䠅を用いて，

実験用IODを製作した．ᅽ力 定のために，小ᆺᅽ

力䝉ン䝃（PS-10KD，共和㟁ᴗ䠅を６䞃ᡤ（୧ഃ㢋Ჴ

㒊，୧ഃ小⮻歯㒊㢋ഃ，୧ഃ大⮻歯㒊⯉ഃ䠅に設置

した．荷重Ⅼは，୧ഃでのᆒ➼なᄮを定してᶍ

ᆺ୰ኸ相ᙜ㒊（以下䠖୧ഃ荷重䠅および片ഃでの

ᄮを定してᕥྑഃの➨一大⮻歯相ᙜ㒊（以下䠖ᕥ

ഃ荷重，ྑഃ荷重䠅  に設定した．能ヨ験機 

（INSTRON8874，Instron䠅によりညྜ平㠃に垂直に

50 Ncmを荷重した． 定は，実験用IODにロ䜿ー

ター䜰タッ䝏メントを着し，⥔ᣢ力の␗なる３種㢮の 

リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇ク（0.7 kg，1.4 kg，2.3 kg䠅を用いて

行った．ᑐ↷として実験用㒊ᗋ義歯（CD䠅を製作し，

同様の実験を行った． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

୧ഃ荷重では，ての 定㒊でIODの䜋うが

CDよりも顎ሐ⢓⭷にかかるᅽ力が㍍ῶされた．ᕥഃ

とྑഃの片ഃ荷重では，ᕥྑഃ同様に義歯のᨭᣢ

に関与する㢋Ჴ㒊および小⮻歯㒊㢋ഃにおいて，

IODの䜋うがCDよりも顎ሐ⢓⭷にかかるᅽ力が㍍ῶ

された．また，⥔ᣢ力の␗なるリ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クに

よる顎ሐ⢓⭷へのᅽ力の変化は，୧ഃ荷重でᕥഃ

㢋Ჴ㒊および୧ഃ小⮻歯㒊㢋ഃにおいて⥔ᣢ力の

ቑ加にకいᅽ力が㍍ῶした．片ഃ荷重では，ྑഃ荷

重において荷重ഃの小⮻歯㒊㢋ഃでリ䝔ンシ䝵ン

䝕䜱䝇クの⥔ᣢ力のቑ加とともにᅽ力が㍍ῶしたが，

そのの㒊では⥔ᣢ力と比した負ᢸᅽのῶᑡ

は認めなかった． 

義歯のᨭᣢに関与する㢋Ჴ㒊および小⮻歯㒊㢋

ഃで，CDよりもIODの䜋うが顎ሐ⢓⭷にかかる負ᢸᅽ

がῶᑡしたことは，䜲ンプラント体へのᅽ負ᢸの分配

が生じ，ᨭᣢ㡿ᇦの顎ሐ⢓⭷の負ᢸを㍍ῶすること

が᫂らかとなった．୧ഃ荷重で，義歯のᢕᣢに関与

する大⮻歯㒊⯉ഃ㡿ᇦにおいてもIODの䜋うがCD
よりも㍍ῶされており，䜲ンプラント体は義歯のᏳ定

性をྥ上さ䛫ることが᫂らかとなった．上グより，IOD
はᨭᣢとᏳ定に関与する顎ሐ㡿ᇦの負ᢸを㍍ῶす

ることから，義歯のᨭᣢとᏳ定に関与する義歯ᗋ㡿

ᇦの形ែ をCDより小さ䛟ᨵ変できる可能性が示唆

された．一方，IODではᇙධされた䠎本の䜲ンプラ

ント体を㍈に，義歯の回㌿㐠ືが生じるため，リ䝔ン

シ䝵ン䝕䜱䝇クの⥔ᣢ力のቑ加が顎ሐ⢓⭷の負ᢸᅽ

を㍍ῶすることをᮇᚅしたが，リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クによ

る⥔ᣢ力のቑ加は顎ሐ⢓⭷への負ᢸᅽをῶᑡさ

䛫なかった．ᚑって，リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クによる⥔ᣢ

力を変᭦しても，義歯のᨭᣢとᏳ定に大きな影響を及

䜌さないことが示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Feine JS et al. The McGill Consensus Statement 
on Overdentures．Int J Prosthodont 2002; 15: 
413-414. 
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O1-23 ロ䜿ーターを用いた下顎䜲ンプラントオー䝞ー䝕ン䝏䝱ーに
おける顎ሐの負ᢸᅽの検ド 
○బ藤ᏹ᫂，小ᯘ⌶ஓ，㧗藤ᜤ子，୕ᾆ┿ᝅ，ᶓ⏣  ₶，小ᒣ⏣ຬኴ㑻，㰺藤⿱⨾子， 
近藤ᑦ▱ 
ᒾ手་⛉大学歯学㒊補綴・䜲ンプラント学講座 

Evaluation of stress distribution of mandibular implant overdenture in locator attachment 

Satoh H, Kobayashi T, Takafuji K, Miura S, Yokota J, Oyamada Y, Saito Y, Kondo H 
Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University 

 
Ⅰ． 目的 

超㧗㱋♫の進行にకい，㒊ᗋ義歯着⪅の

ྜは75ṓ以上の㧗㱋⪅で30䠂，80ṓ以上では50䠂

を超える．㧗㱋⪅་⒪においてᗋ義歯⒪の成ྰは

㧗㱋⪅のQOLの⥔ᣢ・ྥ上のためには重要な要⣲と

なる．一方で，顎骨が㧗度に྾収した↓歯顎⪅がቑ

加し，ᚑ᮶の㒊ᗋ義歯（CD䠅でのᑐ応がᅔ㞴な

がቑ加ഴྥにある．このようなᝈ⪅にᑐして，2002

ᖺに発⾲されたMcGill consensus1䠅では䛂下顎↓歯顎

の補綴⒪における➨一の㑅ᢥ⫥は䠎本の䜲ン

プラント体でᨭᣢする䜲ンプラントオー䝞ー䝕ン

䝏䝱ー（IOD䠅である䛃とᥦ言している．下顎IODは，

ᄮ機能，発㡢機能，ᛌ㐺性な䛹の様䚻な㠃で，ᚑ᮶

の㒊ᗋ義歯より⒪効果はඃれているとのሗ࿌が

されている．しかし，IODにおける，義歯ᗋの形ែ，ே

工歯のᩘ，ညྜ様ᘧ，䜰タッ䝏メントの㑅ᢥな䛹補綴

置の設ィᣦ㔪はᮍ䛰確❧はされていない．これま

でのIODの研究は，䜲ンプラント体と࿘ᅖ組織にかか

る力をシ䝭䝳レーシ䝵ンしたものがከ䛟，䜲ンプラント体

の上㒊ᵓ㐀である義歯をして顎ሐ⢓⭷䜔顎骨にか

かる力を 定し，上㒊ᵓ㐀の設ィを検討したሗ࿌は

ᑡない．そこで，本研究ではCDと比較してIODが顎ሐ

⢓⭷に䛹のようなᅽ負ᢸ㍍ῶ効果を及䜌しているかを

比較検討した．加えて，䜰タッ䝏メントの⥔ᣢ力の㐪い

が，顎ሐ⢓⭷へのᅽ負ᢸに変化を与えるのか検ドし

たのでሗ࿌する． 

 

Ⅱ． 方法 

下顎↓歯顎ᶍᆺの୧ഃ≟歯相ᙜ㒊に，䠎本の䜲ン

プラント体（直径  3 . 7 5  m m，㛗さ  1 1 . 5  m m，

Bränemark System® MkⅢ㻌 Groovy RP，Nobel 
Biocare, Sweden䠅を௬ညྜ平㠃に垂直にᇙධした．

䜰タッ䝏メントはロ䜿ーター（Nobel Biocare䠅を用いて，

実験用IODを製作した．ᅽ力 定のために，小ᆺᅽ

力䝉ン䝃（PS-10KD，共和㟁ᴗ䠅を６䞃ᡤ（୧ഃ㢋Ჴ

㒊，୧ഃ小⮻歯㒊㢋ഃ，୧ഃ大⮻歯㒊⯉ഃ䠅に設置

した．荷重Ⅼは，୧ഃでのᆒ➼なᄮを定してᶍ

ᆺ୰ኸ相ᙜ㒊（以下䠖୧ഃ荷重䠅および片ഃでの

ᄮを定してᕥྑഃの➨一大⮻歯相ᙜ㒊（以下䠖ᕥ

ഃ荷重，ྑഃ荷重䠅  に設定した．能ヨ験機 

（INSTRON8874，Instron䠅によりညྜ平㠃に垂直に

50 Ncmを荷重した． 定は，実験用IODにロ䜿ー

ター䜰タッ䝏メントを着し，⥔ᣢ力の␗なる３種㢮の 

リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇ク（0.7 kg，1.4 kg，2.3 kg䠅を用いて

行った．ᑐ↷として実験用㒊ᗋ義歯（CD䠅を製作し，

同様の実験を行った． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

୧ഃ荷重では，ての 定㒊でIODの䜋うが

CDよりも顎ሐ⢓⭷にかかるᅽ力が㍍ῶされた．ᕥഃ

とྑഃの片ഃ荷重では，ᕥྑഃ同様に義歯のᨭᣢ

に関与する㢋Ჴ㒊および小⮻歯㒊㢋ഃにおいて，

IODの䜋うがCDよりも顎ሐ⢓⭷にかかるᅽ力が㍍ῶ

された．また，⥔ᣢ力の␗なるリ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クに

よる顎ሐ⢓⭷へのᅽ力の変化は，୧ഃ荷重でᕥഃ

㢋Ჴ㒊および୧ഃ小⮻歯㒊㢋ഃにおいて⥔ᣢ力の

ቑ加にకいᅽ力が㍍ῶした．片ഃ荷重では，ྑഃ荷

重において荷重ഃの小⮻歯㒊㢋ഃでリ䝔ンシ䝵ン

䝕䜱䝇クの⥔ᣢ力のቑ加とともにᅽ力が㍍ῶしたが，

そのの㒊では⥔ᣢ力と比した負ᢸᅽのῶᑡ

は認めなかった． 

義歯のᨭᣢに関与する㢋Ჴ㒊および小⮻歯㒊㢋

ഃで，CDよりもIODの䜋うが顎ሐ⢓⭷にかかる負ᢸᅽ

がῶᑡしたことは，䜲ンプラント体へのᅽ負ᢸの分配

が生じ，ᨭᣢ㡿ᇦの顎ሐ⢓⭷の負ᢸを㍍ῶすること

が᫂らかとなった．୧ഃ荷重で，義歯のᢕᣢに関与

する大⮻歯㒊⯉ഃ㡿ᇦにおいてもIODの䜋うがCD
よりも㍍ῶされており，䜲ンプラント体は義歯のᏳ定

性をྥ上さ䛫ることが᫂らかとなった．上グより，IOD
はᨭᣢとᏳ定に関与する顎ሐ㡿ᇦの負ᢸを㍍ῶす

ることから，義歯のᨭᣢとᏳ定に関与する義歯ᗋ㡿

ᇦの形ែ をCDより小さ䛟ᨵ変できる可能性が示唆

された．一方，IODではᇙධされた䠎本の䜲ンプラ

ント体を㍈に，義歯の回㌿㐠ືが生じるため，リ䝔ン

シ䝵ン䝕䜱䝇クの⥔ᣢ力のቑ加が顎ሐ⢓⭷の負ᢸᅽ

を㍍ῶすることをᮇᚅしたが，リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クによ

る⥔ᣢ力のቑ加は顎ሐ⢓⭷への負ᢸᅽをῶᑡさ

䛫なかった．ᚑって，リ䝔ンシ䝵ン䝕䜱䝇クによる⥔ᣢ

力を変᭦しても，義歯のᨭᣢとᏳ定に大きな影響を及

䜌さないことが示唆された． 

 

Ⅳ． 文献 

1䠅 Feine JS et al. The McGill Consensus Statement 
on Overdentures．Int J Prosthodont 2002; 15: 
413-414. 

O1-24 口腔関㐃QoLをᣦᶆとした可᧔性䜲ンプラント補綴⒪の

ධ効果の検ド 
○ᴋ本㔛子，ᶓᒣ⣪和子，Ᏻ㒊ె，Ṋᕝెୡ，原  ┿ኸ子，ᯇ本貴ᚿ，ᵽ口大㍜， 
㤿ሙ一⨾ 

和大学歯学㒊歯⛉補綴学講座 
 

Evaluation of treatment outcome of implant assisted removable dentures by OHRQoL 

 

Kusumoto Y, Yokoyama S, Abe Y, Mukawa K, Hara M, Matsumoto T, Higuchi D, Baba K 

Department of Prosthodontics, School of Dentistry, Showa University 

 

Ⅰ． 目的 

ከᩘ歯Ḟᦆᝈ⪅にᑐする䜲ンプラント補綴⒪に

はᅛ定性䜲ンプラン トブ リ ッジ ， Implant Over 

Denture（IOD䠅，Implant Assisted Removable Partial 

Denture（IARPD䠅➼の㑅ᢥ⫥があり，様䚻な要⣲を

考៖してᝈ⪅䛤とに⒪法が㑅ᢥされる．IODならび

にIARPD は可᧔性ᗋ義歯をే用することで，䜲ンプ

ラントᇙධ本ᩘを᭱ᑡにできる䜀かりでな䛟，㧗度に

྾収したḞᦆ㒊顎ሐを義歯ᗋによって比較的ᐜ᫆

に形ែ回復することが可能である．そのためపく

かつపコ䝇トでの䜲ンプラント補綴⒪として，超㧗

㱋♫において後，┈䚻，㟂要がቑえることがண

 されている．しかし，これらの⒪の⒪効果につ

いては，ᮍ䛰᫂なⅬがከい． 

本๓ྥき研究では，ໟᣓ的ᝈ⪅❧⬮ᆺ䜰ウト䜹ム

である口腔関㐃QoL（Oral Health Rerated Quality 

of Life䠖OHRQoL䠅を用いて，可᧔性䜲ンプラント補

綴⒪の⒪効果をㄪᰝし，ᅛ定性䜲ンプラント補綴

⒪との比較検討を行った． 

 

Ⅱ． 方法 

2008ᖺ４月から2015ᖺ４月に和大学歯⛉院

歯⛉補綴⛉・䜲ンプラント䝉ンターをཷデし，ᑡな䛟とも

片顎のṧᏑ歯ᩘが䠔歯以下のከᩘ歯Ḟᦆに

ᑐして，䜲ンプラント補綴によるḞᦆ㒊補綴⒪をᕼ

ᮃした⪅を㐃⥆䝃ンプリン䜾し，同意のᚓられた⪅を

ᑐ㇟とした．䜲ンプラントのᅛ定様ᘧにより，ᅛ定性䜲

ンプラント補綴群（ᅛ定性群䠖12ྡ，ዪ性42䠂，平

ᆒ57.0±8.4ṓ䠅，IOD（12ྡ䠅とIARPD（６ྡ䠅からなる

可᧔性䜲ンプラント補綴群（可᧔性群䠖18ྡ，ዪ性

89䠂，平ᆒ72.9±7.2ṓ䠅の䠎群を設定した． 

OHRQoLのホ౯には，⮬ᕫグධᘧのOral Health 

Impact Profile（OHIP䠅᪥本ㄒ∧を用いた1)．ㄪᰝは，

⾡๓（䜲ンプラントᇙධ手⾡๓䠅と⾡後（上㒊ᵓ㐀もし

䛟は可᧔性ᗋ義歯着から⣙䠍ヶ月後䠅の䠎回行った． 

OHIPについては，⒪๓後の49㡯目のྜィ್，およ

び䛂口腔機能䛃，䛂ᑂ⨾性䛃，䛂③み䛃，䛂ᚰ⌮♫的影

響䛃の４つの䝃ブ䝗メ䜲ンのྛྜィ್（䝃ブ䝇コ䜰䠅2)， 

それ䛮れの⾡๓後のᨵၿ量を⟬ฟした． 

⤫ィ解析は，群間ならびに⒪๓後のOHIPྜィ

್，ྛ䝃ブ䝇コ䜰，⾡๓後のᨵၿ量について比較検 

討を行った（t-検定/有意Ỉ‽䠑䠂，JMP Pro13䠅．本

研究は和大学歯学㒊་の⌮ጤဨのᢎ認をᚓ

て実した（#2007-29，January18，2009䠅． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

平ᆒḞᦆ歯ᩘは，ᅛ定性群，16.4±5.1歯，可᧔

性群，22.3±5.0歯であった．䜲ンプラントᇙධ本ᩘは

ᅛ定性群で 7.9±2.3本，可᧔性群の IODでは

2.5±1.2本，IARPDでは3.3±2.0本であった． 

⾡๓のOHIPྛ䝇コ䜰に୧群間で有意ᕪは認めら

れなかったが，䜲ンプラント⒪後，い䛪れの群でも，

す䜉てのྜィ್及び䝃ブ䝇コ䜰において，有意なᨵ

ၿが認められた（p<0.01䠅．⾡後の䝇コ䜰は⯡にᅛ

定性群の方がపかったが，有意ᕪを認めたのは䛂口

腔機能䛃䝃ブ䝇コ䜰のみであった（ᅛ定性群䠖

6.4±5.7，可᧔性群䠖11.1±7.6，p=0.04䠅．また，ᨵ

ၿ量についてもᅛ定性群のᨵၿ量が大きいഴྥが

認められたが，䛂ᑂ⨾性䛃のᨵၿ量のみに有意ᕪを

認めた（ᅛ定性群䠖-9.8±7.0，可᧔性群䠖-4.7±5.4，

p=0.02䠅． 

本研究結果より，可᧔性・ᅛ定性のい䛪れにおい

ても䜲ンプラント補綴⒪ධによるOHRQoLのᨵၿ

を認めた．⯡にᅛ定性群の⒪効果が㧗いഴྥ

が認められたが，⤫ィ的に有意な㐪いを認めた㡯目

は⒪後の口腔機能とᑂ⨾性のᨵၿ量のみであり，

ໟᣓ的ᝈ⪅❧⬮ᆺ䜰ウト䜹ムである口腔関㐃QoLを

用いたホ౯では，可᧔性䜲ンプラント補綴⒪におい

てもᅛ定性に‽じたධ効果がᮇᚅできることが示唆

された． 

 

Ⅳ． 文献 

1） Yamazaki M, Inukai M, Baba K, John MT. 

Japanese version of the Oral Health Impact 

Profile (OHIP-J). J Oral Rehabil 2007; 34: 159-

168. 

2） John MT, Reissmann DR, Feuerstahler L, Waller 

N, Baba K, Larsson P et al. Exploratory factor 

analysis of the Oral Health Impact Profile. J Oral 

Rehabil 2014; 41: 635-643. 
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O1-25 䜲ンプラント作ᴗ用ᶍᆺの୕ḟඖ䝕ータ取ᚓにおける口腔内
䝇䜻䝱ナーの再現性の検ド 
○୕ዲᩗኴ，ᶓᒣ⣪和子，⏣୰平，㧗ሙ㞞அ，すᒣᘯᓫ，上村Ụ⨾，㤿ሙ一⨾ 

 

和大学歯学㒊歯⛉補綴学講座 
 

Analysis of reproducibility of intraoral scanners for implant prosthesis 
 

Miyoshi K, Yokoyama S, Tanaka S, Takaba M, Nishiyama H, Kamimura E, Baba K 
Department of Prosthodontics, Showa University, School of Dentistry 

 
Ⅰ． 目的 

近ᖺ，口腔内䝇䜻䝱ナーを用いた光学༳㇟法は，

新たな༳㇟方法として，ከ䛟の⮫ᗋᐙのὀ目を㞟めて

いる．しかしながら，CAD/CAMを用いた䝇クリ䝳ーᅛ

定ᘧ上㒊ᵓ㐀の製作を定したሙྜ，≉にከᩘ歯Ḟ

ᦆにおいては，༳㇟⢭度へのᠱᛕから，ᮍ䛰

シリコーン༳㇟ᮦによるᚑ᮶法がᶆ‽的に用いられ

ている1)． 

そこで本研究では，↓歯顎にᑐする䝇クリ䝳ーᅛ

定ᘧ䜲ンプラント䝪ーン䜰ン䜹ー䝗ブリッジの上㒊ᵓ㐀

製作を定したᶍᆺ上で，ྛ種口腔内䝇䜻䝱ナーお

よびラ䝪䝇䜻䝱ナーの再現性を検ドした． 

 

Ⅱ． 方法 

６本の䜲ンプラント（ノー䝧ル䝇䝢ー䝕䜱ー・䜾

ルー䝡ー，Nobel Biocare䠅をᇙධした下顎↓歯顎ᝈ

⪅の作ᴗ用ᶍᆺ（NEWFUJI ROCK, GC䠅に䝇䜻䝱ン

䝪䝕䜱（CAD/CAM䝫ジシ䝵ンロ䜿ーター䝰䝕ル，

Nobel Biocare 䠅  を  着 し ， ラ 䝪 䝇 䜻 䝱 ナ ー

（D810:D810, 3Shape䠅 と口腔内䝇䜻䝱ナー４種

（TDF: 3M true definition scanner，3M/3DI: トロ
䝣䜱ー3DI Pro，䝶シ䝎/CER: Cerec AC，シロナ/ 

TRI: TRIOS，3Shape䠅 を用いてྛ䠑回䛪つ影し，

STL（Stereolithography䠅 䝕ータを取ᚓした．䝇䜻䝱ン

䝪䝕䜱６本のうち，口腔内䝇䜻䝱ナーの䝇䜻䝱ン㛤ጞⅬ

としたᕥഃ᭱㐲ᚰ㒊の䝇䜻䝱ン䝪䝕䜱を䐟，᭱も離れ

たྑഃ᭱㐲ᚰ㒊にあるものを䐤として䐟䠉䐤の␒ྕ

をりᙜて，ᚓられた顎STL䝕ータから䐟のみ，

䐟䐠の䠎本，䐟䐠䐡の３本，䐟䐤の䠎本，䐟䠉䐤の６

本のィ䠑㏻りの⠊ᅖをᢳฟした．同一⠊ᅖの䠑回の

 定䝕ータから䠎䝕ータ䠍䝨䜰を㑅ᢥし୧⪅の形ែᕪ

分の平ᆒ್を᭱小法による䝧䝇ト䝣䜱ット䜰ル䝂リ

䝈ム法で⟬ฟし，これを組みྜわ䛫（10䝨䜰䠅に

ついて行った（PolyWorks，InnovMetric Software䠅．
⤫ィ解析には“䝇䜻䝱ナーの種㢮”と“ 定⠊ᅖ”を⊂

❧変ᩘとし，形ែᕪ分್をᚑᒓ変ᩘとした䠎ඖ配置分

ᩓ分析（Tukeyのከ重比較検定䠅を用い，有意Ỉ‽は

䠑䠂とした． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

䠎ඖ配置分ᩓ分析の結果，“䝇䜻䝱ナーの種㢮”，

“ 定⠊ᅖ”ならびに୧⪅の互作用の形ែᕪ分್

への影響が⤫ィ的に有意であった（p<.0001䠅． 

Tukeyの検定の結果，ラ䝪䝇䜻䝱ナーによって 定

されたSTL䝕ータ間の形ែᕪ分್はい䛪れの口腔内

䝇䜻䝱ナーのそれより有意に小さ䛟なった．また，機種 

に関わら䛪，䐟のみ，䐟䐠の䠎本，䐟䐠䐡の３本の

STL䝕ータの形ែᕪ分್は，䐟䐤の䠎本，䐟䠉䐤の６

本のそれと比較して有意に小さ䛟なったが（ᅗ䠅，ラ䝪

䝇䜻䝱ナーのみについて検討すると 定⠊ᅖ間での

有意ᕪは認められなかった．また，䐟のみ，䐟䐠の䠎本

の⧞り㏉し 定䝕ータの形ែᕪ分್については䝇

䜻䝱ナー間での有意なᕪは認められなかった． 

⧞り㏉し 定によってᚓられた䝕ータの形ែᕪ分

をᣦᶆとしてホ౯した口腔内䝇䜻䝱ナーの再現性は

⯡にラ䝪䝇䜻䝱ナーと比較するとຎるが，近接した

 定⠊ᅖでは同➼であった．また，ラ䝪䝇䜻䝱ナーが

 定⠊ᅖに関ಀな䛟㧗い再現性を示すのにᑐして，

口腔内䝇䜻䝱ナーは 定⠊ᅖがᗈがり，顎に及

䜆と再現性がప下することが示唆された．口腔内䝇

䜻䝱ナーは直接口腔内を影するため，ᶍᆺの䝇

䜻䝱ンとは␗なり様䚻なᅉ子の影響が考えられるため，

後は，ᝈ⪅の口腔内から直接取ᚓしたSTL䝕ータ

についての検討を行うᚲ要があると考えられる． 
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